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このガイドについて
このガイドでは、Content Server 6.2 の インターフェイス、オンラインサイトと
の関連性、コンテンツプロバイダがビジネスコンテンツを作成するにあたって
Content Server インターフェイスで実行するタスクに関する概要を説明します。 

このガイドは、コンテンツ管理タスクを実行するにあたり、高度な専門知識のな
いユーザーでも、効率的に Content Server を使用できるように作成されていま
す。 さらに、オンラインサイトへ配信するコンテンツの作成、編集、承認の方
法、必要に応じたワークフローとのコラボレーション、コンテンツ管理の方法に
ついても説明します。

このガイドの対象ユーザーについて
このガイドは、Content Server のインターフェイスを使用してコンテンツを作
成、見直し、承認するコンテンツプロバイダ向けに作成されています。 一般的
に、コンテンツプロバイダは、社内コミュニケーション、財務経理、人事、営
業、マーケティングなどの分野を専門としています。 コンテンツプロバイダの専
門性はコンテンツそのものであり、コンテンツ管理に使用するソフトウェアでは
ないため、 高度な専門知識などは必要ありません。

このガイドは、コンテンツプロバイダのアシスタントや機能を実行する担当者、
単に Content Server の基本コンセプトを理解したいユーザーにも役に立つ内容で
あると同時に、 Content Server の管理者にも最適な内容になっています。 管理者
とは、コンテンツプロバイダのニーズに合わせてこのソフトウェアの開発やカス
タマイズをサポートしたり、このソフトウェアの保守やビジネスユーザーに技術
的なサービスを提供する人物です。 管理者の機能に関する情報は、『Content 
Server Administrator's Guide』を参照してください。
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このガイドの編成について
このガイドは以下の各章から構成されています。

• 第 1 章　「概要」 ：Content Server とその構成要素であるアセット、ワークフ
ロー、パブリッシュ、およびリビジョントラッキングの高レベルな概要を説
明します。

• 第 2 章　「Content Server のインターフェイス」 ： Content Server のメインイン
ターフェイスと同梱のサンプルサイトについて説明します。

• 第 3 章　「標準インターフェイスを使い始めるにあたって」 ： Content Server
の標準インターフェイスにログインして、実際に使用する方法について説明
します。

• 第 4 章　「アセットの使用」 アセットを作成、編集、検索、共有、削除する方
法について説明します。 この章では、ページアセットとコレクションアセッ
トの使用方法について説明します。

• 第 5 章　「パブリッシュ」 ：パブリッシュプロセスの概要と、パブリッシュす
るアセットを承認する手順について説明します。

• 第 6 章　「ワークフロー」：ワークフローコンセプトの概要とワークフローに
関連する特定のタスクを実行する手順について説明します。 

• 第 7 章　「リビジョントラッキング」：リビジョントラッキングと、アセット
をトラッキングする手順について説明します。

• 第 8 章　「Engage の概要」：特定のオンラインサイトビジター向けのメッセー
ジを作成できる Engage の概要を説明します。

• 第 9 章　「ビジターのグループ化（セグメント化）」：セグメントの概要とその
作成手順について説明します。

• 第 10 章　「リコメンデーションの作成および設定」：リコメンデーションア
セットの概要とその作成、検証手順について説明します。

• 第 11 章　「プロモーションの作成」：プロモーションの概要とその作成手順
について説明します。

• 付録 A　「フレックスアセットモデル」：フレックスアセットデータモデルと
そのコンテンツプロバイダとの関連性について説明します。

このガイドの最後には、便利なコンテンツ管理の手順一覧がありますのでご利用
ください。
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このガイドの変更点について
このガイドは、Content Server 6.2 用に改訂されたものです。 主な変更点は次の
とおりです。

• Content Server のポータルインターフェイスの使用方法の説明を新しいガイ
ド『Portal Applications User's Guide』に移動して、 このガイドでは標準イン
ターフェイスを使用してタスクを実行する方法についてのみ説明していま
す。  Content Server のポータルインターフェイスの使用方法は、『Portal 
Applications User's Guide』を参照してください。

• このデータモデルとそのコンテンツプロバイダとの関連性について説明する
付録 A　「フレックスアセットモデル」が追加されました。

•  Content Server に Fatwire Professional Services のベストプラクティスに従って
サイトを開発する方法を示すサンプルサイトである FirstSite が利用できるよ
うになり、37 ページの「サンプルサイト」FirstSite で利用可能なサンプルア
セットタイプとアセットについての説明が追加されました。

本書のグラフィックについて
本書で使用されるグラフィックの多くは、Content Server のユーザー インター
フェイスを画面から取り組んだものです。これらのスクリーン ショットは、本
書用に作成されたコンテンツ管理シナリオの手順を実行する際の参考としてお使
いください。スクリーン ショットは、お客様のマシーンにインストールされた 
Content Server の画面、サイト、その他の機能に関するサポートが必要な場合
は、Content Server 管理者にお問い合わせください。

関連資料
FatWire ライブラリには Content Server 開発者および管理者向けの出版物が含ま
れており、 これらは Content Server ソフトウェアの製品マニュアルとして同梱さ
れています。 また、次の Web サイトにも掲載されています。

http://e-docs.fatwire.com/CS
この Web サイトはパスワード保護されていますので、FatWire テクニカルサポー
トからパスワードを入手してください。 テクニカルサポートの連絡先情報は、次
の Web サイトをご覧ください。

http://www.fatwire.com/Support/contact_info.html
ホワイトペーパーおよびその他の文書には Content Server の特徴やビジネスアプ
リケーションに関する情報が記載されています。 これらの文書を入手するには、
sales@fatwire.com までご連絡ください
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このガイドについて

関連資料
12
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



13
第 1 部

はじめに
ここでは、Content Server の概要を説明します。 この部は、以下の各章から構成
されています。

• 第 1 章　「概要」

• 第 2 章　「Content Server のインターフェイス」
Content Server 6.2 ユーザーズガイド
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第 1 章

概要
コンテンツプロバイダは、Web サイトのコンテンツを作成、管理、配信する作
業を担当します。 コンテンツプロバイダの専門知識はコンテンツであり、コンテ
ンツ管理に使用するソフトウェアではありません。 このガイドは、コンテンツ管
理タスクを実行するにあたり、高度な専門知識のないユーザーでも、効率的に
Content Server コンテンツアプリケーションを使用できるように作成されてい
ます。

Content Server を使用して管理するコンテンツの内容は、組織の分野によって異
なります。 ニュースサイトではアーティクル、写真、ビデオクリップの作成、 人
事部では人材募集や人事制度の管理、 オンライン販売会社ではプロダクトの説
明、特別キャンペーン情報、クーポンの提供などが考えられます。 

Content Server で管理するアイテムをアセットと呼びます。 アーティクル、ク
リップ、クーポン、プロダクトの説明、写真などもアセットに含まれます。 ア
セットは、作成されてからオンラインサイトに掲載されるまでに複数のステップ
を移動します。 アセットがこれらのステップを経て人から人へ移動するプロセス
をワークフローと呼びます。 リビジョントラッキングを使用して、ワークフロー
を移動するアセットの変化を監査することもできます。 

アセットは、最終的に配信サイトに移動させてビジターが利用できるようにしま
す。 この配信サイトに移動するプロセスをパブリッシュと呼びます。 

この章は、以下の節から構成されています。

• Content Server の概要

• コンテンツ管理の基本概念

• アセットに対して実行可能な処理

• アセットに対する許可

• 依存関係

• アセットの承認とパブリッシュ

• ユーザー、ロール、ワークフローのアサイメント

• リビジョントラッキング
Content Server 6.2 ユーザーズガイド
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Content Server の概要
Content Server（CS）プロダクトファミリーは、高性能な大規模コンテンツ管理
および配信システムです。 コンテンツプロバイダは、CS を使用して、Web サイ
トやオンラインビジネスを運営する他のオンラインサイト（WAP など）上のコ
ンテンツの管理、配信を行うことになります。

Content Server プロダクト

Content Server は以下のプロダクトから構成されています。

• Content Server - すべてのコンテンツアプリケーションの基礎となるコアア
プリケーション。 CS プロダクトファミリー全体を稼動させるオペレーティン
グシステムです。管理しているコンテンツを格納し、サイトにコンテンツを
提供します。 

Content Server には、 ユーザーに さ まざまな機能を提供する複数のイ ン タ ー
フ ェ イ スがあ り 、  コ ンテンツがアセットと呼ばれるオブジ ェ ク ト と し て
Content Server デー タベースに格納される、 コ ンテンツ用の構造が作成され
ます。

以下のプロダクトは、Content Server に追加できるものの 1 つです。 

• Engage - マーケティングの対象となる顧客を複数のセグメントに分割して、
パーソナライズした販売促進メッセージやマーケティングメッセージをター
ゲットとなるセグメントに提供できるようにしたアプリケーション。 プロ
モーションやセグメントなどのアセットタイプが表示されている場合は、
Engage がシステムにインストールされています。

コ ンテンツプ ロ バイダは、 管理 システムを使用し て、 オン ラ イ ンサイ ト に配信する コ ン
テンツを作成し ます。 アセ ッ ト が承認されて配信システムにパブ リ ッ シ ュ される までの
プ ロ セスは、 ワ ー ク フ ロ ーおよび リ ビ ジ ョ ン ト ラ ッ キングを使用し て、 アセ ッ ト （コ ン
テンツ） を ト ラ ッ キングおよび管理し ます。 
Content Server 6.2 ユーザーズガイド
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コンテンツ管理の基本概念
ここでは Content Server によるコンテンツの定義および処理方法について説明し
ます。 このガイドで使用される「アセット」、「アセットタイプ」などの用語につ
いても説明します。

コンテンツ： アセットとアセットタイプ

Content Server のコンテンツは「アセット」と呼ばれます。 アセットは異なるタ
イプに分かれています。 アセットとアセットタイプの違いを以下に説明します。

アセット は、コンテンツ入力
フォームでユーザーが入力した
フィールドによって作成されるオ
ブジェクトで、左側の図と同じよ
うなものになります。 このサンプ
ルでは、アセットは連絡先で、
ユーザーによって入力された
フィールド値で定義されてい
ます。

特定の名前
（この例では John Doe）

特定の電話番号
（この例では 516-555-5555）

特定の電子メールアドレス
( この例では
john.doe@fatwireretail.com ）

アセットはフィールド値により定義されます。 保存すると、Content Server の
データベースに格納されます。 アセットは、編集、調査、削除、コピー、ワーク
フローへの配置、リビジョントラッキング、検索、オンラインサイトへの配信が
可能です。 
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この例のアセットも、他のア
セットと同様、画面左側にある
フィールド名 （名前、電話番
号、電子メール）でコンテンツ
入力フォームに定義されている
アセットタイプから作成された
ものです。 アセットタイプは
フィールド名により定義され
ます。

アセットタイプとは 1 つの仕様
であり、アセットタイプの性質
を定義するために、管理者（お
よびシステム）によって作成さ
れた一連のフィールド名です。 
これには、新聞記事、求人広告、
HTML ドキュメント、例にある
ような連絡先などがあります。 

Content Server では多くの種類
のアセットタイプが作成されま
す。 各アセットタイプにはこの
ように書式化された専用のコンテンツ入力フォームがありますが、フィールドは
アセットタイプごとに固有となります。 ここで、アセットタイプは、ユーザーが
作業に必要なものアセットタイプを選択して、そこからアセットを作成、編集す
るために作成されているということを覚えておいてください。 

コンテンツ入力フォームからオンラインサイトまでの流れ
コンテンツ入力フォームは、ビジネスユーザーがオンラインサイト向けコンテン
ツを提供、編集するためにデザインされたインターフェイスです。 コンテンツ入
力フォームは、オンラインサイトとデータベースに対して明確な関係を持ってい
ます。Content Server では、コンテンツの保存にデータベースを使用します。 こ
こでは、図 1 および 図 2 を例にとって、この関係を説明します。 これらの図で
は、コンテンツ入力フォームと（静的ではなく）動的オンラインサイトの関係が
示されています。

たとえば、図 1 の［アーティクル］フォームなどのコンテンツ入力フォームに、
コンテンツを入力して保存すると、コンテンツ管理データベースに入力したコン
テンツが保存されます（図 1 のステップ 1）。 たとえば、アセットの動的パブ
リッシュを承認した後、適切な許可のあるユーザーまたは CS 管理者がアセット

注

厳密に言えば、17 ページの「コンテンツ： アセットとアセットタイ
プ」で説明されているフィールドは属性と呼ばれます。 この識別は管
理者と開発者にとっては重要ですが、コンテンツプロバイダの作業
や、Content Server インターフェイスにおけるコンテンツ管理を理解
する上では、特に影響はありません。 このガイドでは、「フィールド」
と「属性」を同意義で扱っています（例：72 ページの「アセットの
検索」）。
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を配信システムにパブリッシュすると、配信システムの複製データベースにより
アセットが受け入れられます（図 1 のステップ 2）。 最後に、アセットがオンラ
インサイトへ配信する準備ができると、コンテンツのデータベースからの引き出
し、書式化およびレイアウト（図 1 のステップ 3）、オンラインサイトへの配信
は、すべてコードで実行されます（図 2 のステップ 4）。

コンテンツ入力フォームとオンラインサイトの関係は複雑ではありません。 コン
テンツ入力フォームは、ストレージとしてデータベースの未加工のコンテンツを
受け入れます。サイトは、クライアントが表示できる形式でコンテンツを表示し
ます。

コンテンツ入力フォームには、以下のような大きな利点があります。

• Content Server データベースに関する知識が必要ないこと 

コンテンツ入力フォームは Content Server データベースへの窓口のようなも
ので、 フォームに入力されたコンテンツはデータベースに保存され、 取得す
るコンテンツはデータベースから読み出されて編集用のコンテンツ入力
フォームに表示されます。

コンテンツ入力フォームは、Content Server でサポートされている各種デー
タベースに対する標準インターフェイスとなるため、ユーザーにはデータ
ベースに関する特別な知識は必要ありません。 使用しているデータベースを
他のデータベースに変更した場合（例：SQL サーバーを Oracle データベース
に変更した場合）でも、この切り替えはユーザーに見えないようになってい
ます。 

• HTML や他のマークアップ言語の知識が必要ないこと

コンテンツ入力フォームでは、ユーザーが入力または編集したコンテンツを
書式化する必要はありません。 書式化は、開発者がオンラインサイト設計者
の仕様に合わせて作成したコードによって実行されるため、 コンテンツプロ
バイダは提供するコンテンツの内容と品質のみに集中することができます。 

• 入力が必要な情報が明確であること

コンテンツ入力フォームでは、 電話番号、仕事内容、ファイル名などの
フィールド名に従って情報を入力するようになっているため、 どのようなコ
ンテンツを入力すればよいかを簡単に予測することができます。 

• 再利用性や統一性が高いこと

フォームに入力した各コンテンツユニットは、必要に応じて何度でも、さま
ざまな形式で、オンラインサイト上の複数の場所で再利用できます。 コンテ
ンツユニットを再利用することで、サイト全体の統一性が高まり、毎回使用
する情報を繰り返し作成する手間が省けます。 
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     コード
図 1 コンテンツ入力フォーム

注意 : この図は次ページの図と一対になっています。
         ページを並べて表示してください。   

1 コンテンツ入
力フォームへ
入力されたコ
ンテンツは、
Content Server
のコンテンツ
マネジメント
データベース
に保存され
ます。 2 アセットの

パブリッ
シュを承認
した後、コ
ンテンツプ
ロバイダは
配信システ
ムデータ
ベースへア
セットをパ
ブリッシュ
します。

コンテンツ管理データベース 配信システムデータベース

 

2 アセットをオ
ンラインサイ
トに配信する
準備ができる
と、コンテン
ツのデータ
ベースからの
引き出し、書
式化、レイア
ウトは、すべ
てコードに
よって実行さ
れます。
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図 2 オンラインサイト

注意 : この図は前ページの図と一対になっています。
         ページを並べて表示してください。 

2 書式化された
コンテンツは
コードにより
オンラインサ
イトへ配信さ
れます。
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構造化されたコンテンツアセット対 ドキュメントアセット
コンテンツプロバイダは、コンテンツを入力するフィールドを使用してコンテン
ツをパブリッシュするようにユーザーに求める構造化されたコンテンツアセット
タイプと、パブリッシュ可能なコンテンツが格納されているファイル名をユー
ザーに求めるドキュメントアセットタイプの 2 種類のアセットタイプを使用し
ます。

• 構造化されたコンテンツアセット： 
構造化されたコンテンツアセットは、
構造化されたコンテンツアセットタ
イプのインスタンスです。 構造化さ
れたコンテンツアセットは、事前に
設定されたコンテンツ入力フォーム
に直接コンテンツを入力して作成し
ます。 フォームは、部品番号、パブ
リッシュ日、イメージ、新聞記事の
テキストなど、特定の情報を求める
フィールドを利用することでコンテ
ンツを構造化しています。 

右のサンプルフォームには、名前、
電話番号、電子メールを入力します。 
フォームに入力したコンテンツは、
ページ 18 で説明されているように、
Content Server のデータベースに直
接保存されます。 通常、コンテンツ
の書式化とレイアウトを制御することはできません。 

• ドキュメントアセット： ファイル
ベースのコンテンツを持つアセット
は「ドキュメントアセット」と呼ば
れます。 ドキュメントアセットは、
ドキュメントアセットタイプのイン
スタンスです。 コンテンツを任意の
ファイル（この例では .doc ファイ
ル）に入力して、そのファイルをド
キュメントアセットに添付すると、
ドキュメントアセットが作成されま
す。 ドキュメントアセットを取り扱
う作業を「ドキュメント管理」と呼
びます。

お使いのシステムで CS-DocLink
（Windows エクスプローラの拡張機能
を提供する）がサポートされている
場合、それを使用してドキュメント
アセットを作成、管理できます。 詳細については、71 ページの「CS-DocLink
を使用したアセットの新規作成」を参照してください。

構造化されたコンテンツは、一貫性と標準化が必要な場合に使用されます。 一
方、ファイルベースのコンテンツは、自由形式のコンテンツが許可されている場
合に使用されます。 ファイルベースのコンテンツでは、ユーザーが自由にコンテ
ンツを作成したり、独自の形式や書式で表現できます。

構造化されたコンテンツアセット

ドキュメントアセット
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構造化されたコンテンツアセットは、ファイルと関連付けることはできないた
め、ドキュメント管理もサポートされていません。
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デザインアセット

デザインアセットと呼ばれる一部の構造化されたコンテンツアセットを使用する
と、Web サイトコンテンツを書式化、整理できます。 以下のリストに、使用でき
るデザインアセットの一般的な説明を記載しています。 デザインアセットの利用
やアクセス権については、所属する組織の Content Server 導入形態とシステム管
理者から許可が与えられているかどうかによって決まります。 

• クエリーアセット には通常、選択したパラメータまたは条件に基づいてア
セットのリストを取得するデータベースクエリーが格納されます。 クエリー
アセットは、ページアセットおよびコレクションで使用します。 

• コレクションアセットには、1 つのタイプのアセットを順序付けしたリスト
が格納されます。 コレクションは、1 つ以上のクエリーを実行して、その結
果から選択したアイテムをランク付けして順番に並べることによって「作
成」します。 このランク付けに従って順序付けしたリストがコレクションア
セットです。

• ページアセットには、他のアセットへの参照が格納され、サイト設計者が導
入した設計に従って整理されます。 ページアセットには、コレクション、ク
エリー、アーティクルなどを関連付けます。

• テンプレートアセットは Web サイトの外観と雰囲気の作成に使用します。 コ
ンテンツプロバイダは、テンプレートアセットを割り当てて、アーティクル
などの他のアセットを書式化します。 通常、テンプレートを割り当てる方法
は、サイト開発者が指示します。

• リンクアセットには、外部WebサイトへのURLが格納されます。 リンクアセッ
トを使用して、別のアセット内に外部リンクを埋め込みます。 

通常、サイト開発者がデザインアセットを作成します。 通常、コンテンツプロバ
イダは、サイト開発者が作成したデザインアセットを使用して、コンテンツの書
式化、整理を行います。 他のアセット用に選択する以外に、コンテンツプロバイ
ダがテンプレートやクエリーをを操作することはほとんどありません。 リンク、
コレクション、ページの使用方法については、「第 4 章　アセットの使用」で説
明します。

その他のコアアセットタイプには、CSElement と SiteEntry があります。これら
は開発者が設計時にパブリッシュ作業を効率的に行うために使用します。 サイト
デザインアセットタイプとこれらの使用方法の詳細については、『Content Server 
Developer's Guide』を参照してください。

Content Server のアセットデータモデル

Content Server 開発者は、基本アセットモデルとフレックスアセットモデルの 2
種類のアセットデータモデルを使用して、データを Content Server データベース
に保存する方法を定義します。

基本アセットは、アーティクル、イメージファイル、ページ、クエリーなどそれ
ぞれのコンテンツを表すスタンドアロンアセットタイプです。 基本アセットは単
純なデータ構造を持ち、相互に単純な親子関係を持たせることができます。

フレックスアセットは複雑なデータ構造を持ち、基本アセットより多数のフィー
ルドをサポートできます。 またオプションで、複数のペアレントやグランドペア
レント（2 階層上）からフィールド値を継承することもできます。 

コンテンツプロバイダの業務内容のほとんどは、フレックスアセットであっても
基本アセットであっても同じことが多いため、これらのアセットタイプの厳密な
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区別は重要ではありません。 このガイドでは、フレックスアセットまたは基本ア
セットに特有な機能や状況がある場合のみ説明します。 （この情報は「付録 A　
フレックスアセットモデル」にも要約されています。）
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アセットに対して実行可能な処理
Content Server でアセットに対して実行可能な処理の概要は以下のとおりです。

• オンラインフォームに入力して、アセットタイプの新しいインスタンスを作
成する。 アセットの作成およびパブリッシュ方法の詳細については、図 1 と
図 2 を参照してください。

• Word ドキュメントおよび他の一般的なファイルタイプを新しいアセットタイ
プのインスタンスに変換する。

• 簡単または複雑な条件を指定して、アセットを検索する。

• Content Server の標準インターフェイス内部または外部のアセットコンテン
ツを変更する。

• サイト間でアセットをコピー、共有する。

• アセット同士を関連付ける。

• アセットを選択、ランク付けして表示用に整理する。

• パブリッシュするアセットを承認する（準備ができていないアセットや変更
の可能性があるアセットが誤ってパブリッシュされるのを防ぐ機能あり）。

• パブリッシュするアセットをプレビューして確認する。

• 承認済みのアセットを配信システムにパブリッシュする。

• アセットが組織内を移動する過程をトラッキングする。

• アセットに加えられるリビジョンをトラッキングする（前の状態にロール
バックする機能あり）。

• 古いアセットや使用されていないアセットを削除する。

各ユーザーが実行できる処理は、ユーザーログイン名に与えられているロールに
よって決まります。 適切な許可がない場合は、機能を使用できないか（淡色表示
されるか、表示されない）、機能を実行しようとすると拒否されます。 

アセットに対する許可
標準インターフェイスとポータルインターフェイスの外観は、与えられている許
可によって異なります。 許可とは、 アセットの作成、表示、編集、ワークフロー
への参加、パブリッシュの承認など、コンテンツを管理する許可のことです。 自
分に与えられた許可により、ワークスペースに表示されるアセットやアセットタ
イプの種類、アセットの操作に使用できるコンテンツ管理ツールの種類がを使用
できるかが決定されます。 

許可は CS 管理者によって与えられ、その有効性はワークフローによって決定さ
れます。 

• たとえば、特定のアセットを作成できるかどうかは、管理者から特定のア
セットを作成する許可を与えられたかどうかによって決まります。 許可がな
いと特定のアセットを作成することはできないため、 コンテンツアセットタ
イプはいずれのインターフェイスにも表示されません。

• ワークフローが任意のアセットに割り当てられると、ワークフローのアセッ
トに対する許可が変更されたことになります。 ワークフローの任意の段階で
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参加者になっていない場合は、この段階のアセットに対する作業はできま
せん。 
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依存関係
依存関係は、アセットが削除可能かどうか、どの順番で削除されるかなど、ア
セットの管理方法を決定づけるため、コンテンツプロバイダにとっては重要な考
慮点となります。 

依存関係とは、相互に関連付けられたアセット間に存在する関係のことです。 
データモデルに伴う関係もあれば、コンテンツプロバイダによりアセットレベル
で作成される関係もあります。 アセットのアソシエーションを作る方法は以下の
とおりです。 

• 管理者は、共通（共有）フィールドを持つアセットタイプを作成できます。  
対応するアセットが作成されると、フィールド値が共有されます。 このタイ
プのアソシエーションはデータモデルで定義され、CS 管理者はそれを仕様
にして共有フィールドを持つアセットタイプを作成します。

• 管理者は、他のアセットタイプをポイントするアセットタイプを作成できま
す。 たとえば、アセットタイプ A がアセットタイプ B からの情報を必要とす
る場合、アセットタイプ A のフィールドがアセットタイプ B の特定のフィー
ルドをポイントするように作ることが可能です。対応するアセットが作成さ
れると、任意のフィールドには別のアセットの任意のフィールドから値が引
き出されます。このタイプのアソシエーションもデータモデルで定義され
ます。 

• コンテンツプロバイダは、ドキュメントアセットを他のアセットに関連付
けることができます。 たとえば、ドキュメントアセットを CS フォルダに添
付したり、CS フォルダを他のフォルダに添付すると、依存関係が作成され
ます。

依存関係にあるアセットはデータを共有するため、「ルート」アセットが削除さ
れると依存関係にあるアセットのデータも失われます。 アセットのデータ損失を
防ぐため、Content Server ではルートアセットを直接削除することはできませ
ん。 ルートアセットを削除するには、最初にアセットの依存関係をルートアセッ
トから取り消しておく必要があります。 他の操作に関しても同様の理由が適用さ
れます。 依存関係にあるアセットをパブリッシュのために承認するには、最初に
ルートアセットを承認しなければなりません。 

本質的に、依存関係は階層関係から発生するため、依存関係は階層の下側から解
除する必要があります。 依存関係が原因で操作を実行できない場合、使用中のイ
ンターフェイスから依存関係の警告が表示され、原因となっているアセットが特
定されますので、 問題のアソシエーションを適切に解除ことができます。
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アセットの承認とパブリッシュ
Content Server を使用する最終的な目的は、コンテンツを配信システムにパブ
リッシュすることです。 アセットをパブリッシュするには、まずアセットを承認
する必要があります。 

アセットの承認

パブリッシュするアセットを承認する目的は、パブリッシュされる前に、そのア
セットと従属アセットが承認されていることを確認するためです。 これによっ
て、配信サイトに壊れたリンクが表示されるのを防ぐことができます。

アセットの依存関係は、アセット間に何らかのアソシエーションがある場合に存
在します。 たとえば、任意のページアセットとコレクションアセットの間にと何
らかのアソシエーションがあるとします。 そのコレクションアセットは 3 つの
アーティクルアセットとアソシエーションがあり、 そのアーティクルアセットの
2 つは ImageFile アセットとアソシエーションがあるとします。 このツリー階層に
はこれらすべてのアセット間のペアレント・チャイルド（親子）関係が示され
ますが、 パブリッシュするには、これらすべてのアセットを承認する必要があり
ます。 

特定のアセット間の依存関係は既存のものですが、明示的な依存関係は設計者と
管理者が設定します。 承認の許可を持つコンテンツプロバイダのロールは、承認
プロセス中に発生する依存関係の競合を解決し、パブリッシュを正常に完了させ
ることです。 CS は、設計チームが設定した依存関係を適用し、競合を識別して
解決できるようにします。

アセットの承認の詳細については、「第 5 章　パブリッシュ」を参照してくだ
さい。

ページコンテンツの選択

設計チームは、作成したページアセットをサイトプランの適切な場所に置いて、
コンテンツを整理、配置します。

ページアセットには、イメージファイル、テキストファイル、クエリーの結果、
コレクション（アセットのリスト）など、他のアセットへの参照が格納されま
す。 ページアセットをオンラインページにレンダリングする際には、ページア
セットに関連付けられた各アセットに割り当てられているテンプレートが使用さ
れ、コンテンツの配置場所、書式化の方法、表示するボタンの種類や動作内容な
ど、レンダリング後のオンラインページの外観を制御します。

コンテンツプロバイダが、ページのコンテンツを選択する場合もあります。 たと
えば、サイトのホームページアセットにクエリーとコレクションがあると仮定し
ます。 ホームページテンプレートは、コレクションの上位にランク付けされた記
事を取り出し、生成されたページにそれぞれの見出しと要約を表示します。 クエ
リーから返されたアーティクルを取り出し、これらの見出しをホームページの左
側のリストに表示します。 

コンテンツプロバイダは、ホームページアセットに割り当てられたコレクション
を作成します（コンテンツを選択して順序付けすること）。 コレクションを作成
する際には、1 つ以上のクエリーを実行して、その結果からアイテムを選択しま
す。 既にコレクションに含まれていてランク付けされているアセットを調べ、そ
のまま残すアイテムと新しいアイテムに置き換えるアイテムを決定します。 
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アセットのランクを変更すると、アセットの順序を変更できます。 新しいアセッ
トを追加するには、ランク付けされていないアーティクルにランクを追加しま
す。 ランクを変更して、ページアセットをパブリッシュすると、レンダリング後
のページに表示されるアーティクルの順序に反映されます。 コレクションの作成
の詳細については、87 ページの「コレクションアセット」を参照してください。

プレビュー機能を使用して、パブリッシュ後にアセットの書式やコンテンツがど
のように表示されるかを確認します。 プレビューできるのは、テンプレートが割
り当てられたアセットです。 ページのプレビューの詳細については、60 ページの

「作業領域」を参照してください。

アセットのパブリッシュ

パブリッシュが承認されたアセットは、パブリッシュイベントが発生するまで
データベースでパブリッシュ承認のマークが付けられます。 コンテンツプロバイ
ダは、標準またはポータルインターフェイスを使用して、いつでもイベントを起
動できます。または、イベントが指定した日時に発生するようにスケジュール設
定することもできます。 いずれの場合もパブリッシュはバックグラウンドで発生
するため、パブリッシュイベント中も Content Server の標準インターフェイスを
使用できます。 

パブリッシュイベントが発生すると、パブリッシュの承認済みで準備ができてい
るすべてのアセットが、指定したパブリッシュ先にパブリッシュされます。 これ
には、任意のサイトからのアセットも含まれます。 従属アセットがまだ承認され
ていない場合は、たとえ承認済みであってもそのアセットのパブリッシュは保留
されます。 パブリッシュイベントの実行中は、パブリッシュ中のアセットを開い
たり、保存したりすることはできません。 

パブリッシュすると、Content Server によって、ローカルまたはネットワークデ
バイスに静的 HTML ファイルが作成されるか、Content Server が稼動している別
のサーバーにアセットがミラーリングされます。 3 番目のパブリッシュ方法で
は、Content Server が稼働していない Web サイトへの配信用にコンテンツを
XML ファイルに変換します。 アセットをパブリッシュする方法は、組織や使用す
るパブリッシュ方法によって異なります。 

Content Server の標準インターフェイスでのパブリッシュの詳細については、
「第 5 章　パブリッシュ」を参照してください。Content Server のポータルイン
ターフェイスでのパブリッシュの詳細については、『Portal Applications User's 
Guide』を参照してください。

ユーザー、ロール、ワークフローのアサイメント
ほとんどの組織では、各個人がさまざまな役割と責任を持ち、複数の人によって
サイトへのパブリッシュが実行されます。 多くの人が同じ役割を実行する場合も
あれば、 1 人が複数の役割を担当することもあります。 CS では、各個人の責任を

「ロール」、各個人を「ユーザー」と呼び、全員がユーザー名を持ちます。この
ユーザー名は、各個人の識別とログインに使用され、本人であることを証明する
ものです。

作業は人から人へと移行します。 作成者がアーティクルのテキストを作成または
構成し、それを編集者に渡します。 編集者は意見を添付してテキストを作成者に
戻すか、変更を加えて最終的な見直しおよび承認のために送信します。 コンテン
ツが予測できる方法で人から人へと移行するこのプロセスを、ワークフローと呼
びます。 
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組織でワークフロー機能を使用している場合、タスクと許可は、ほとんどの場
合、ユーザー名ではなくロールに割り当てられます。 ユーザーはユーザー名を使
用してログインしますが、作業内容は割り当てられたロールによって決まりま
す。 Content Server インターフェイスではアイコンバーの直下にロールが表示さ
れます。

Content Server の標準インターフェイスまたはポータルインターフェイスにログ
インすると、自分に割り当てられているすべてのアセットが表示されます。 標準
インターフェイスを使用している場合は、［マイアサイメント］の下の作業領域
にアサイメントが表示されます。 ポータルインターフェイスを使用している場合
は、アセットの種類によって、［コンテンツアサイメント］または［ドキュメン
トアサイメント］のポートレットにアサイメントが表示されます。 また、アサイ
メントを完了しなければならない期間も表示されます。 休暇などで担当できない
場合は、自分と同じロールの別のユーザーにアサイメントを委任できます。 アサ
イメントを完了できない場合は、自分を参加者から削除する（承認作業を辞退す
る）ことができます。

アセットの処理が完了したら、アサイメントの処理が終了したことを表します。 
ワークフロープロセスによってアセットの状態が変更され、次にアサイメントを
受け取るユーザーが決定されます。 

自分が作成したアセットにワークフロープロセスを割り当てることもできます
が、一般的には、管理者がユーザー環境をパーソナライズする作業の一環でワー
クフローを割り当てて、ユーザーが作成できるアセットの参加者を設定すること
がほとんどです。

標準インターフェイスでのワークフローの詳細については、「第 6 章　ワークフ
ロー」を参照してください。ポータルインターフェイスでのワークフローの詳細
については、『Portal Applications User's Guide』を参照してください。

ワークフローグループ

ワークフローグループを使用すると、一連の定義されたアセットを組織的に管理
できます。 これにより、ワークフローグループのアセットが一緒にワークフロー
プロセスを完了できるようになり、パブリッシュの段階に進むことができます。 
ワークフローグループを作成するときは、グループにアセットを割り当てるユー
ザーと、そのグループを管理するユーザーを決定します。 グループには、ワーク
フロープロセスも割り当てます。 

ワークフローレポート

ワークフローレポートを使用すると、ワークフローのアセットやユーザーのアサ
イメントの進捗状況をトラッキングできます。 ワークフローレポートは、現在の
ワークフローの状態を判断できる便利なメカニズムです。 たとえば、今後 24 時
間以内にアサイメントの期限のある作成者を全員表示するようにレポートを実行
することができます。

リビジョントラッキング
Content Server では、アセットに加えられた変更をトラッキング、管理できま
す。 リビジョントラッキングが有効な場合、CS では以下の処理を実行できます。 

• 同時に複数のユーザーがアセットを編集または削除しないよう、アセットを
ロックする。 
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 1 章 概要

リビジョントラッキング
32
• アセットに加えられたすべての変更をトラッキングする。 

• アセットを以前のバージョンに復元する（ロールバック）。 

アセットを操作するには、データベースからチェックアウトします。 アセットを
チェックアウトできるのは、一度に 1 ユーザーのみです。 アセットをチェックア
ウトしたユーザーのみが、そのアセットを編集、削除、またはワークフローに割
り当てることができます。 チェックアウトせずにアセットの編集を開始した場合
も、CS によって自動的にチェックアウトされます。 

編集作業が終わったら、アセットを再びチェックインします。 チェックインに
よって、アセットの新しいバージョンが保存され（前のバージョンは上書きされ
ません）、他のユーザーに解放されます。 チェックインしてアーカイブバージョ
ンを保存し、そのままチェックアウトして作業を継続する方法もあります。 自動
的にチェックアウトされたアセットを操作している場合は、［保存］をクリック
すると自動的にチェックインされます。 

アセットをチェックアウトし、新しく作成したバージョンを保存したくない場合
（または誤ってチェックアウトした場合）は、チェックアウトを取り消す（元に
戻す）ことができます。 

アセ ッ ト の以前のバージ ョ ン を取得し た り 、 ロ ールバ ッ ク する こ とができ ます。 チ ェ ッ
ク ア ウ ト し たアセ ッ ト があれば、 任意の古いバージ ョ ン に ロ ールバ ッ ク する こ とができ
ます。 チ ェ ッ ク ア ウ ト されていない アセ ッ ト を ロ ールバ ッ ク し よ う と する と、 CS に よ っ
て自動的にチ ェ ッ ク ア ウ ト されます。 ユーザーはアセ ッ ト の リ ビ ジ ョ ン履歴を調べる こ
とができ ます。 

標準インターフェイスでのリビジョントラッキングの詳細については、「第 7 章
　リビジョントラッキング」を参照してください。ポータルインターフェイスで
のリビジョントラッキングの詳細については、『Portal Applications User's Guide』
を参照してください。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



33
第 2 章

Content Server のインターフェイス
この章では、Content Server の主要インターフェイスと同梱のサンプルサイトに
ついて説明します。

この章は、以下の節から構成されています。

• Content Server のインターフェイス

• サンプルサイト
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Content Server のインターフェイス
Content Server には、標準インターフェイスとポータルインターフェイスの 2 つ
の主要インターフェイスがあります。 どちらのインターフェイスも同じ機能を提
供していますが、表示方法が異なります。 Content Server インターフェイスの外
観は、以下のような多くの要素によって決定されます。

• インストールされているプロダクト

• 作業しているサイト

• ユーザーとしてのロールと CS 管理者から与えられた許可 26 ページの「ア
セットに対する許可」を参照してください。

• 管理設定

注

インターフェイスには、これ以外にも CS-DocLink、CS-Desktop、InSite 
Editor の 3 種類があります。 標準インターフェイスおよびポータルイ
ンターフェイスとは異なり、これらのインターフェースからは一部ア
クセスできない Content Server の機能があります。 これらのインター
フェイスの詳細については、79 ページの「CS-Desktop での編集」、79
ページの「CS-DocLink での編集」、80 ページの「InSite Editor での編
集」を参照してください。
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標準インターフェイス

Content Server の標準インターフェイスは、コンテンツ管理に使用する 2 つのイ
ンターフェイスの内の 1 つです。 この図は、Burlington Financial サンプルサイトの
典型的なユーザービューを示したものです。

Content Server の標準インターフェイスでは、図に示されているようなコンポー
ネントを使用してオンラインサイトを管理します。 Content Server の標準イン
ターフェイスの詳細については、46 ページの「Content Server の標準インター
フェイスの使用」を参照してください。
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ポータルインターフェイス

ポータルインターフェイスを使用すると、ポートレットを通してコンテンツを管
理できます。

ポートレットには、コンテンツ管理（CM）ポートレットとドキュメント管理
（DM）ポートレットの 2 種類があります。 CM ポートレットを使用すると構造
化されたコンテンツアセットとドキュメントアセットを管理できますが、DM
ポートレットからはドキュメントアセットしか管理できません。 上の図には、
CM ポートレットのみ示されています。 CS ポータルインターフェイスに表示
されるポートレットの詳細、CS ポータルインターフェイスの使用方法つい
ては、『Portal Applications User's Guide』を参照してください。
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サンプルサイト
CS コンテンツアプリケーションのパッケージには、いくつかのサンプルサイト
が含まれています。 （これらのサンプルサイトを利用するには、会社の Content 
Server インストール担当者がインストールする必要があります。）

• FirstSite は、FatWire Professional Services のベストプラクティスに従ってサイ
トを開発する方法を示す、新しく導入されたサンプルサイトです。 FirstSite
は、コンテンツプロバイダ向けの実習ツールとして、および開発者や管理者
の学習ツールに適しています。  FirstSite は、ソースコードを実際の実装にも
使用できるため、カスタムサイトの作成にも最適です。

• CO は、典型的な小規模企業向けの Web サイト構築に適した代表的なサイトで
す。 サイトの複製に適したハイパフォーマンスのページデザインのサンプル
です。 また、コンテンツプロバイダが学習ツールとして使用できるアセット
タイプとサンプルアセットも含まれています。

• HelloAssetWorld は、コンテンツ配信の基本を説明したシンプルなサイトです。 
これは、コンテンツプロバイダの実習フィールドとしてよりも、開発者や管
理者のプロトタイプの学習ツールに適しています。

• Burlington Financial は、ダイナミックでインタラクティブ度の高いコンテンツ
配信サイトのサンプルです。 オプションの Engage をインストールすると、
マーケティング担当者向けのマーチャンダイジング機能を説明するBurlington 
Financial Extensions（BFE）が使用できるようになります。

• GE Lighting は、オンラインカタログ開発者向けのサンプルサイトです。 この
サイトは、属性の継承とプロダクト検索に重点を置いています。 

サンプルサイトアセット

各サンプルサイトには独自のアセットが用意されています。コンテンツプロバイ
ダは、これらのアセットタイプにデータを取り入れて、新しくアセットを作成で
きます。

サンプルサイトでは、ここで説明する以外のアセットタイプおよびサンプルア
セットも提供されています。 ここでは、コンテンツプロバイダが日常的に使用す
るアセットタイプについて説明します。

FirstSite
FirstSite サンプルサイトはフレックスアセットモデルに基づくもので、数種類の
アセットファミリーがあります。  （フレックスアセットモデルの詳細は、「付録
A　フレックスアセットモデル」を参照してください。） 

• プロダクトアセットファミリー ：コンテンツプロバイダは、主に次の 2 つの
メンバーを使用します。 

- プロダクトアセットタイプ：プロダクトアセットの作成に使用します。

- プロダクトペアレントアセットタイプ：プロダクトペアレントアセット
の作成に使用します。 プロダクトペアレントアセットはプロダクトの分
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類に使用します。 FirstSite のプロダクトペアレントアセットには、DVD プ
レーヤー、携帯オーディオ、テレビなどがあります。

• コンテンツアセットファミリー ：コンテンツプロバイダは、主に次の 2 つの
メンバーを使用します。

- コンテンツアセットタイプ：アーティクルアセットの作成に使用します。 
アーティクルアセットには、アーティクルのテキストのほか、見出し、
署名欄、クレジットライン、本文テキストなどのアーティクルに関する
情報が格納されます。

- ペアレントアセットタイプ：コンテンツペアレントアセットの作成に使
用します。コンテンツペアレントアセットはアーティクルアセットの整
理に使用します。 FirstSite にはサンプルコンテンツペアレントアセットが
1 つ（アーティクル）が含まれています。

• ドキュメントアセットファミリー： 主に次の 2 つのメンバーを使用します。

- ドキュメントアセットタイプ：ドキュメントアセットの作成に使用しま
す。 ドキュメントアセットとはファイル（.doc や .xls など）が添付さ
れたアセットのことです。 ファイルの作成者やタイトルなどの属性を指
定することもできます。 ドキュメントアセットは、ファイルと属性によ
り作られます。

- ペアレントアセットタイプ：ドキュメントペアレントアセットの作成に
使用します。 ドキュメントペアレントアセットはドキュメントアセット
の整理に使用します。 FirstSite のドキュメントペアレントアセットには、
プロダクト情報シートとプロダクト操作マニュアルの 2 種類があります。

• メディアアセットファミリー ：主に次の 2 つのメンバーを使用します。 

- メディアアセットタイプ：イメージアセットの作成に使用します。 イ
メージアセットには、アーティクルなどの他のアセットに関連付けるこ
とができる、アップロード済みのイメージファイルが格納されます。

- ペアレントアセットタイプ：メディアペアレントアセットの作成に使用
します。 メディアペアレントアセットはイメージアセットの整理に使用
します。 FirstSite のメディアペアレントアセットには、プロダクトイメー
ジとアーティクルイメージの 2 種類があります。

FirstSite には Engage を使用する為のアセットやアセットタイプもあります。 マーケティ

ング担当者は、FirstSite を使用して、リコメンデーション、セグメント、プロモーショ

ン機能を体験できます。

CO
FirstSite と同様、CO サイトもフレックスアセットモデルに基づいています。 CO
には Co. コンテンツアセットファミリーがあり、以下のアセットタイプが含まれ
ています。

注

コンテンツプロバイダは、通常、新しくペアレントアセッ
トを作成することはありませんが、 作成または変更するア
セットのペアレントアセットを選択する必要がある場合
や、選択できる場合があります。
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• Co. ドキュメントアセットタイプ：ドキュメントアセットの作成に使用しま
す。 このアセットタイプは、37 ページの「FirstSite」で説明されているドキュ
メントアセットタイプに類似しています。

• Co. テキストアセットタイプ：テキストアセットの作成に使用します。 テキス
トアセットには、アーティクルやプレスリリースのテキストのほか、見出
し、筆者、本文テキストなど、そのアーティクルやプレスリリースに関する
情報が格納されます。

• Co. フォームアセットタイプ：フォームアセットの作成に使用します。 ドキュ
メントアセットと同様、フォームアセットはファイル（.doc や .xls など）
が添付されたアセットですが、 フォームアセットタイプはフォームとして使
用するファイル専用に設計されています（求人フォームなど）。

• Co. グラフィックアセットタイプ：イメージアセットの作成に使用します。 こ
のアセットタイプは、37 ページの「FirstSite」で説明されているメディアア
セットタイプに類似しています。

• ペアレントアセットタイプ：コンテンツペアレントアセットの作成に使用し
ます。 コンテンツペアレントアセットは、CO サイトのコンテンツアセット
の整理に使用します。 CO サイトのコンテンツペアレントアセットには、
アーティクルとプレスリリースの 2 種類があります。

Engage 専用のアセットやアセットタイプもあります。 マーケティング担当者は、CO サ

イトを使用して、リコメンデーション機能を体験できます。

HelloAssetWorld
HelloAssetWorld サンプルサイトでは、以下のアセットタイプを使用しています。 

• HelloArticle は、37 ページの「FirstSite」で説明するアーティクルアセットの簡
易バージョンです。 

• HelloImage は、37 ページの「FirstSite」で説明するイメージアセットの簡易
バージョンです。

Burlington Financial
Burlington Financial サンプルサイトでは、以下のアセットタイプを使用してい
ます。

• アーティクルアセットタイプ：アーティクルアセットの作成に使用します。 
アーティクルアセットには、アーティクルのテキストのほか、見出し、署名
欄、クレジットライン、本文テキストなどのアーティクルに関する情報が格
納されます。

• ImageFile アセットタイプ：イメージアセットの作成に使用します。 イメージ
アセットには、アーティクルなどの他のアセットに関連付けることができ
る、アップロード済みのイメージファイルが格納されます。

Burlington Financial Extensions をインストールすると、開発者向けの特別アセット
として、PDF と DrillHierarchy が追加されます。 さらに、サンプルサイト用のフ
レックスアセットサポートも追加されます。 BFE 用のサンプルデータをインス
トールすると、プロダクトのアセットインスタンスがセグメント、リコメンデー
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ション、プロモーションのファンドおよびサンプルインスタンス形式で提供され
ます。

GE Lighting
GE Lighting サンプルサイトでは、プロダクト用とコンテンツ用に 1 つずつ、合
計 2 つのアセットファミリーを使用しています。 

コンテンツプロバイダが使用するプロダクト用のアセットタイプ

• プロダクト

• プロダクトペアレント

コンテンツプロバイダが使用するコンテンツ用のアセットタイプ

• アーティクル（フレックス）

• イメージ（フレックス）

• コンテンツペアレント

プロダクトファミリーとコンテンツファミリーの残りのメンバーは、開発者と管理者用

のデザインアセットです。

注

アセットリストには、他の 2 種類のアセットタイプであるイメージと
リンクセットも表示されます。 これらのアセットタイプの下位互換性
はサポートされています。
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第 2 部

CS の標準インターフェイスの使用
ここでは、Content Server の標準インターフェイスの使用方法について説明しま
す。 この部は、以下の各章から構成されています。

• 「第 3 章　標準インターフェイスを使い始めるにあたって」

• 「第 4 章　アセットの使用」

• 「第 5 章　パブリッシュ」

• 「第 6 章　ワークフロー」

• 「第 7 章　リビジョントラッキング」
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第 3 章

標準インターフェイスを使い始めるにあたって
この章では、Content Server にログインして、標準インターフェイスを使用する
方法について説明します。 

この章は、以下の節から構成されています。 

• 標準インターフェイスにログインする

• Content Server の標準インターフェイスの使用

• 標準インターフェイスからログアウトする
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 3 章 標準インターフェイスを使い始めるにあたって

標準インターフェイスにログインする
44
標準インターフェイスにログインする

Content Server の標準インターフェイスにログインするには

Content Server アプリケーションを使用するには、Content Server の標準イン
ターフェイスにログインする必要があります。 

1. ブラウザを開いて、以下のアドレスを入力します。 

http://your_server:port/webapp/Xcelerate/LoginPage.html

- your_server には、使用しているサーバー名を入力します。

- portにはContent Serverが使用しているポート番号を指定します。 ポート
番号がわからない場合は、CS 管理者に問い合わせてください。

- webappには、インストール時にContent Serverに割り当てられたWebアプ
リケーションコンテンツのルートパスを入力します。 このパスがわから
ない場合は、CS 管理者に問い合わせてください。

ログインフォームが表示されます。 

2. ログインフォームには、インストールされている CS 製品ファミリーが一覧表

示されます。 ログイン名とパスワードを入力して、［ログイン］をクリックし
ます。 ログイン名またはパスワードが分からない場合は、管理者に問い合わ
せてください。 
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3. 複数のサイトが設定されている場合は、サイト名をクリックして作業するサ

イトを選択します。 サイトが 1 つのみの場合は、ログイン後すぐに Content 
Server インターフェイスが表示されます。 一度に作業できるサイトは 1 つの
みですが、一度ログインすると、アクセス権のある他のサイトが使用可能な
場合は、サイトを切り替えることができます。 
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Content Server の標準インターフェイスの使用
Content Server の標準インターフェイスの外観は、以下のような多くの要素に
よって決定されます。

• インストールされている製品の種類

• 選択したサイトの種類

• ユーザーとしてのロール

• 管理設定

この図は、Burlington Financial サンプルサイトで作業する場合に表示される一般的
なユーザービューを示したものです。 

• ボタンバー：1 回のクリックで共通タスクにアクセスできます。

• アイコンバー：1 回のクリックで、その他のタスクや機能にアクセスできま
す。 接続先のサーバー名が右端に表示されます。

• ユーザー情報：ユーザー名に関連付けられているロールが表示されるため、
ログインしているサイトで与えられている権限が一目でわかります。 ロール
がこの行に表示しきれない場合は、［詳細］ ハイパーリンクにすべてのロール
が表示されます。 CS には、各ロールに対してデフォルトのユーザー名（作成
者の場合は user_author など）が用意されています。 デフォルトのユーザー名
およびロールの詳細については、管理者に確認してください。

• ツリー：詳細設定やカスタマイズ可能な動的なタブで分類された、サイトの
構成とアセットに関する情報が表示されます。
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• 作業領域：アセットの作成、検索の実行、アサイメントの確認など、初回リ
クエストに対するフォローアップアクションを実行する領域です。 多くの場
合、作業領域内のフォームまたはこのリストを使用して作業します。

• ステータスバー： 画面コンポーネント上にマウスポインタを置くと、説明が
表示されます。 アクティビティの処理状況も表示されます。

ボタンバー

ボタンバーを使用すると、Content Server の標準インターフェイスで頻繁に実行
されるタスクにアクセスできます。 ボタンバーには以下のボタンが含まれます。

• 新規：作成する許可を与えられているアセットタイプの新しいインスタンス
を作成します。

• 検索：指定された条件に基づいて、サイト内のアセットを検索します。

• マイワーク：初回ログイン時に表示されるワークロードを更新します。

• ワークフロー：ワークフローレポートとワークフローグループを管理し
ます。

• サイトプラン：サイトのページアセットと関連アセットを、ドリルダウンし
て表示します。

• パブリッシュ：パブリッシュコンソールにアクセスして、パブリッシュのア
クティビティを確認します。

新規
ボタンバーの［新規］をクリックすると、作成可能なアセットタイプのリストが
作業領域に表示されます。 下の図に例を示します。

このリストは、管理者がユーザー用にパーソナライズしています。つまり、各
ユーザーが作成可能なアセットタイプの種類は、割り当てられているロールやロ
グイン可能なサイトに基づいて、管理者が決定したものです。

管理者は、リスト内の各アセットタイプに対して、ワークフロー処理を割り当て
たり、ワークフローの参加者を設定することができます。 管理者は、特定の値を
事前に定義することができます。ユーザーがこれらの値を変更することはできま
せん。 デフォルトも設定できます。デフォルトの値は編集できます。

アセットはタイプ別に表示されます。 アセットの説明をクリックすると、作業領
域にそのアセットの新規フォームが表示されます。
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検索
ボタンバーの［検索］ボタン をクリックすると、検索可能なアセットタイプの
リストが作業領域に表示されます。以下に例を示します。

作成可能なアセットタイプと同様、検索可能なアセットタイプはユーザーのロー
ルとサイト許可に基づいて、管理者によって決定されます。 このリストには、

［新規］アセットリストには表示されないアセットタイプが含まれていることが
あります。 つまり、これらのアセットタイプに対しては、検索や調査はできます
が、新しくインスタンスを作成することはできません。

保存済みの検索がある場合は、そのリストが検索可能なアセットのリストの下に
表示されます。 保存済みの検索とは、検索結果ではなく、過去に行った検索で使
用した条件を保存したものです。 検索条件を保存しておくと、繰り返し実行する
検索を効率的に実行できます。 保存済みの検索は共有できるようになっているた
め、自分が検索条件をまったく保存していない場合でもリストが表示されること
があります。

• リスト内のアセットタイプをクリックすると、簡易検索用の［検索］フォー
ムが作業領域に表示されます。

• ［詳細検索］をクリックすると、アセットタイプの詳細検索用の［検索］
フォームが表示されます。

• 検索名（または目のアイコン）をクリックすると、保存済みの検索が実行さ
れます。 

マイワーク
初回ログイン時は、作業領域にワークロード（ユーザー自身が選択したアセット
または作業用に選択されたアセット）が表示されます。 このワークロードには、
以下の要素が含まれます。

• ワークフローで設定されたアサイメント。

• リビジョントラッキングで（意図的または自動的に）チェックアウトしたア
セット。

• アクティブリストのアセット（ユーザーがアクティブリストから消去するま
で、セッション間で保持するように指定されたアセットのこと）。
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最初は、このビュー（マイワーク）に以下の要素しか表示されない可能性があり
ます。

セッション中にワークロードを管理するに従って、作業内容が反映されてリスト
が変更されます。 ボタンバーの［マイワーク］をクリックして、ビューを更新し
てください。

ワークフロー
ボタンバーの［ワークフロー］をクリックすると、作業領域が管理コンソールに
変わります。管理コンソールでは、以下に示されているように、ワークフローグ
ループとワークフローレポートの作成と管理を行います。

ワークフローグループ

ワークフローグループを使用すると、一連の定義されたアセットを組織的に管理
できます。これにより、ワークフローグループのアセットが一緒にワークフロー
プロセスを完了できるようになり、パブリッシュの段階に進むことができます。 
ワークフローグループを作成するときは、グループにアセットを割り当てるユー
ザーと、そのグループを管理するユーザーを決定します。 グループには、ワーク
フロープロセスも割り当てます。 すでにワークフローに含まれているアセット
は、ワークフローグループに割り当てることはできません。 ワークフローグルー
プの作成および管理の詳細については、第 6 章　「ワークフロー」 を参照してく
ださい。

ワークフローレポート

ワークフローレポートを使用すると、ワークフローのアセットやユーザーのアサ
イメントの進捗状況をトラッキングできます。 ワークフローレポートは、現在の
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ワークフローの状態を判断できる便利なメカニズムです。 たとえば、今後 24 時
間以内にアサイメントの期限のある作成者を全員表示するようにレポートを実行
することができます。 検索と同様にレポート条件は保存できるため、保存されて
いるワークフローレポートのリストにあるレポート名をクリックすると、それら
のレポートを繰り返し実行できます。 ワークフローレポートの作成および管理の
詳細については、第 6 章　「ワークフロー」 を参照してください。

サイトプラン
サイトプランはボタンバーから表示できますが、Content Server の標準インター
フェイスの左フレームにあるツリーからも階層構造で表示できます（ 54 ページ
の「ツリー」を参照）。 ボタンバーを使用すると、より詳細な情報が含まれた異
なるビューでサイトプランが表示されます。このビューでは、1 ノードずつ表示
できます。 ツリーがオフの場合や割り当てられているユーザーロールでツリー表
示を使用できない場合は、ボタンバーを使用してサイトプランを表示してくだ
さい。

ボタンバーの［サイトプラン］をクリックすると、サイトルートノードが作業領
域に表示されます。 サイトルートノードには、そのサイトに属する上位レベルの
ページアセットすべてが含まれます。以下の図は、Burlington Financial サンプルサ
イトを示したものです。 

ハイパーリンクが設定されている各ページの横の数字は、上位レベルページの直
下にある子ページアセットの数を示します。 このビューには未配置ページも表示
され、ページ配置機能へのリンクが提供されます。

注

ページの配置および配置解除は、サイトプランの構築方法と関連して
きます。これは、サイト階層内ではページが相互に関連して表示され
るためです。 これらの機能は通常、サイト設計者が実行します。 詳細
については、『Content Server Developer's Guide』を参照してください。 
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ドリルダウンすると、サイトのアセットに関する詳細情報を表示できます（以降
の節を参照）。

アセット詳細

アセットの一般的な［調査］フォームビュー、標準コマンドアイコン（［プレ
ビュー］、［調査］、［編集］、および［削除］）を含むアクションバー、およびこの
アセットタイプで実行可能な機能のドロップダウンリストが表示されます。 詳細
には、名前、説明、アセットタイプ、および状態などの識別情報も含まれていま
す。 以下に、Tech Stocks ページに表示されるアセットの詳細を示します。

パス

サイトルートノードから現在のアセットまでのアセットの階層構造が表示されま
す。 上の階層に戻るには、その階層のリンクをクリックします。 ページアセット
からサイトルートノードに戻る階層のパスは 1 つしかありませんが、それ以外
のアセットタイプには複数の階層のパスがある場合がります。 例として、
Burlington Financial サイトルートノードから Tech Stocks ページに至るまでの階層
のパスを示します。

子ページ

表示しているアセットがページアセットの場合、そのページアセットが持つすべ
ての子ページの名前とその直下ページの数が表示されます（ページアセットは、
サイトプランルートまたはその他のページアセットの子にのみなることができま
す）。 ページの配置リンクも表示されます。 以下の図は、Burlington Financial ホー
ムページに属する子ページを示します。 

関連アセット

現在のアセットの子アセットと、直接参照されているアセットの数も表示され
ます。 以下の図は、Burlington Financial ホームページに属する子アセットを示し
ます。
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複数パス

現在のアセット（ページアセット以外）を参照するその他のアセットも表示され
ることがあります。 たとえば、同じ記事が複数のコレクションに含まれるとしま
す。 以下の図では、記事アセットが 1 つのパスで表示されています。このアセッ
トは別のアセットからも参照されていることがわかります。

同じアセットに対して複数のパスがある場合は、実際に使用したパスのみが表示
され、 それ以外のパスは、現在のアセットを参照する他のアセットとして表示さ
れます。 この図では、記事アセットは MarketsTop コレクションから表示され、
CompaniesTop コレクションによって参照されています。 実際に CompaniesTop コ
レクションを表示してみると、同じ記事が含まれていることがわかります。 その
リンクをたどると、ロールが反転します。 CompaniesTop がパス側に移り、
MarketsTop が参照するアセットとなります。

パブリッシュ
ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックすると、図のようなパブリッシュコン
ソールが作業領域に表示されます。
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]

パブリッシュコンソールには、以下のようなサイトのパブリッシュアクティビ
ティの状態の概要が表示されます。

• パブリッシュ中のアイテム（パブリッシュセッションの実行中）

• パブリッシュされる予定のアイテム（スケジュール設定されているパブリッ
シュタスク）

• パブリッシュ済みのアイテム（パブリッシュ履歴）

［パブリッシュ先の選択］をクリックすると、選択したパブリッシュ先に対して、
パブリッシュが承認されているアセットの数と、承認待ちの関連アセットの数が
表示されます。 それぞれのアセットの合計数を示したリンクをクリックすると、
承認済みアセットのリストと承認待ちアセットのリストが表示されます。 承認待
ちアセットのリストは、パブリッシュが遅れた場合のトラブルシューティングに
役立ちます。 適切な権限を持っている場合は、パブリッシュする準備ができてい
るアセットに対して、パブリッシュイベントをトリガーすることができます。 パ
ブリッシュコンソールの詳細については、第 5 章　「パブリッシュ」を参照して
ください。

アイコンバー

アイコンバーを使用すると、1 回のクリックでさまざまな共通機能にアクセスで
きます。 アイコン上にマウスポインタを置くと、黄色の四角形内にそのアイコン
の名前が表示されます。 以下の表は、各アイコンの機能を説明したものです。 

アイコンの種類 アイコンの機能

ユーザーに与えられているアサイメントのリストを作業
領域に表示します。 ［マイワーク］アサイメント部分の
みを単独で表示するのに便利です。 

ユーザーがチェックアウトしたアセットのリストを作業
領域に表示します。 ［マイワーク］で表示される項目の
チェックアウト部分のみを単独で表示するのに便利です。
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ツリー

ツリーとは、Content Server の標準インターフェイスの左フレームに表示される
タブつきの階層のことです。 管理者がツリーを有効にしている場合は、ツリーの
オンとオフを切り替えるたびに、この階層にあるサイトやアセットが表示が切り
替わります。 次の図は、ツリー表示されている Burlington Financial サンプルサイト
用のサイトプランを示したものです。 

現在アクティブリストに含まれているアセットのリスト
を作業領域に表示します。 ［マイワーク］で表示される
項目のアクティブリスト部分のみを単独で表示するのに
便利です。

現在のセッション中に調査または編集用に開いたアセッ
トのリストを作業領域に表示します。 これは、ツリーの

［History］タブに表示されるリストと同じものです。

ツリーフレームのオン（表示）とオフ（非表示）を切り
替えます。 ツリーをオフに切り替えると、ツリーをオン
にしていたときに作業領域に表示されていた内容に関わ
らず、作業領域がウィンドウに全表示されます。このと
き、［マイワーク］ビューも更新されます。

ツリー表示やツリーの切り替えは管理者がコントロール
するため、お使いのサイトではサポートされてない場合
があります。 

同じサイトを新しいブラウザウィンドウで開きます。 こ
れによって、元のウィンドウで作業しているフォームを
閉じずに、新しいウィンドウで別の操作（検索など）を
実行できます。

［History］タブのアセットカウンタは、新しいウィンドウ
ではリセットされます。

インストールされている Content Server アプリケーショ
ンに基づいて、オンラインの製品ドキュメントへのリン
クを含むインデックスページを新しいブラウザウィンド
ウで開きます。

ログイン時に表示されるサイト選択ビューに戻ります
（複数のサイトへのアクセス権を持っている場合）。これ
は、同じログイン情報を使用して別のサイトに切り替え
るとき使用します。 アイコンをクリックしても、別のサ
イトがない場合は、現在の［マイワーク］ビューが更新
されます。 

ユーザー情報表示部分の右端にもサイト選択用のハイ
パーリンクが表示されます。

サイトからログアウトして、現在のセッションを終了し
ます。 ユーザー情報表示部分の右端にも、ログアウト用
のハイパーリンクが表示されます。 

アイコンの種類 アイコンの機能
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ボタンバーを使用してサイトプランを表示した場合と同じサイトノードルート
（トップレベルのページ）が表示されます（ 50 ページの「サイトプラン」を参
照してください）。 サイトプランを使用すると、ページやコンテンツの構成がわ
かりやすく視覚表示されます。 また、ページに存在する相関関係や依存関係を理
解する場合にも役立ちます。 ツリーは、視覚表示機能とアクション開始パッド機
能の両方を備えています。

ツリーは動的で、サイトをナビゲート中に選択をしたり、その他のアクションを
実行すると、それに合わせて構成が変化します。 画面には、設定内容、インス
トールされている製品、サンプルサイト、ロール、現在のセッション中のアク
ティビティなどが組み合わされて表示されます。 ただし、サイト管理者が無効に
している場合は、ビューにツリーが表示されません。 有効にしている場合は、ツ
リーのオン / オフを切り替えることができます（サイトでのツリーの切り替え機
能が有効な場合）。

ツリータブ
ツリーに表示されるタブは、以下のような多くの要素によって決定されます。

• ユーザーロール

• インストールされている製品

• インストールされているサンプルサイトおよびログインしている現在のサ
イト

• 管理決定

• セッション中のユーザーアクティビティ

• カスタマイズ
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次の表は、各タブの表示に関する説明をまとめたものです。 

ツリーの使用
ツリーで作業するときは、タブをクリックするとその内容が表示されます。 後部
にあるタブをクリックすると、そのタブが前面に移動します。 プラス記号および

タブ名 タブのツリー表示について

サイト
プラン

（Site Plan)

ソフトウェアに含まれるデフォルトタブ。

アクティ
ブリスト

（Active List)

デフォルトタブで、初期状態では空白です。 実際にアイテム
をアセットフォームやアセットリストからアイテムを追加す
ると、追加されたアイテムが表示されます（ 61 ページの「ア
クティブリストの使用」を参照）。 アセットが共有されていな
い場合は、ログインしているサイトからのアセットのリスト
となります。

これは、各セッション間でデータ内容が保持される持続的リ
ストです。リストに対してアセットの追加・消去を行うと、
それに応じてリストのサイズが変化します。 ここでいうセッ
ションとは、1 つ以上のサイトに 1 回ログオンしてからログ
アウトするまでの時間のことです。

History 調査、編集、コピー、削除の操作を実行するために、アセッ
トを初めて開くと、自動的に表示されます。 ［History］タブの
内容は、現在のセッション中で使用している各ブラウザウィ
ンドウに対するものです。 セッション中に新しいウィンドウ
を開くと、そのウィンドウの［History］タブはリセットされ
ます。 [History] タブはサイトによって異なります。 サイトを切
り替えると履歴はクリアされます。

Content CS-Direct Advantage をインストールしている場合に表示され
ます。 サンプルサイトとそのデータがインストールされてい
る場合は、サンプルアセットが表示されます。 

製品
（Product)

CS-Direct Advantage をインストールしている場合に表示され
ます。 サンプルサイトとそのデータがインストールされてい
る場合は、サンプルアセットが表示されます。 

マーケ
ティング

（Markeging)

Engage をインストールしている場合に表示されます。 サンプ
ルサイトとそのデータがインストールされている場合は、サ
ンプルアセットが表示されます。

デザイン、
クエリー

（All Design)

必要な許可が与えられている場合にのみ表示されます
（『Content Server Administrator's Guide』を参照）。 

管理、サ
イト管理、
ワーク
フロー

必要な管理者権限がある場合にのみ表示されます（『Content 
Server Administrator's Guide』を参照）。 

ユーザー
定義

管理者がカスタムタブを設定している場合にのみ表示されま
す（『Content Server Administrator's Guide』を参照）。 
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マイナス記号をクリックすると、階層表示が展開されたり、縮小されたりしま
す。 表示するツリーの幅を調整するには、ツリーの右の境界線を左右にドラッグ
してサイズを変更します。

ツリーの内容は、ローカルで変更を加えると自動的に更新されます。たとえば、
新しいアセットを追加すると、そのアセットはすぐにツリーに表示されます。 同
じサイトで作業をしている可能性のある他のユーザーが加えた変更を確認するに
は、［更新］コマンドを使用します（以下の表を参照）。 

ほとんどの機能は、ツリー内でマウスを右クリックして表示されるポップアップ
メニューから実行します。 表示されるメニューは、ユーザーが表示しているタブ
やマウスポインタが置かれている場所によって異なります。 次の表に、マウスを
右クリックすると表示されるメニュー内のコマンドを示します。 

コマンド アクション

削除 選択したアセットに削除するマークを付けます。 適切な許
可が必要です。

消去 アクティブリストからアセットを消去します。

編集 選択したアセットを編集するフォームを作業領域に開き
ます。 

調査 選択したアセットの詳細を確認するページを作業領域に開
きます。 

更新 ツリーを最新の状態で表示できるよう、選択したノードの
下のすべての子を更新します。 

新規アセット
タイプの作成

選択したアセットタイプの新しいインスタンスを作成する
フォームを作業領域に開きます。 ただし、作成できるのは、
自分のロールに対して作成の許可が与えられているアセッ
トタイプのみです。 

フレックスアセットの場合、フレックスペアレント（親）
またはそのフレックスペアレントの子（子）を作成でき
ます。

状態 選択したアセットの状態を表示するフォームを作業領域に
開きます。 

プレビュー 選択されたアセットを、配信サイトに表示される場合と同
じように新しいブラウザウィンドウに表示します。 

ページの配置 作業領域にダイアログボックスを開いて、ツリー内にペー
ジを配置および配置解除したり、ページを並び替えたりし
ます。 ページは配置しないとパブリッシュできません。 こ
れは、適切な許可を必要とする設計アクティビティです。 

［サイトプラン］タブでのみ使用できます。

すべて更新 1 回のクリックで、タブの内容が更新されます。 

すべてクリア ［History］タブからすべての内容を消去します。
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ツリーが表示されていない場合
ツリーをオフに切り替えるか、管理者がツリーを無効にすると、Content Server
インターフェイスは、すべてが作業領域になります（ 60 ページの「作業領域」
を参照）。 

. 

• 作業領域にサイトプランを表示するには、ボタンバーの［サイトプラン］を
クリックします（ 50 ページの「サイトプラン」を参照）。

• アクティブリストを表示するには、［マイアクティブリストの表示］アイコ
ンをクリックします（ 53 ページの「アイコンバー」を参照）。

• 現在のウィンドウおよびセッション用のアセットの監査記録を表示するに
は、［履歴の表示］アイコンをクリックします（ 53 ページの「アイコン
バー」を参照）。

• 他のアセット固有のタブの内容を表示するには、アセットタイプの検索を実
行します（ 72 ページの「アセットの検索」を参照）。

ツリーをオフに切り替えると、アセットの作成および編集にも影響します。 ア
セット名の［新規］フォームと［編集］フォームの多くは、ツリーからデータを
選択できるようになっているため、フォームに入力するときにツリーから値（ア
セット）を選択してボタンをクリックすると、その選択した値をアセットの定義

ヒント

任意のタブ上のアセットインスタンスをダブルクリックすると、
作業領域内の［調査］フォームにそのアセットが表示されます。

ヒント

ツリーの右の境界線をビューの左端まで移動して、ツリーを非表
示にすることもできます。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 3 章 標準インターフェイスを使い始めるにあたって

Content Server の標準インターフェイスの使用
59
に追加できます。 以下に、New Page アセットにアセットアソシエーションを追
加する例を示します。

ツリーからコレクションアセットを選択して［選択したアイテムの追加］をク
リックすると、コレクションアセットがページアセットアソシエーションとして
追加されます。

ツリーがオフになっている場合は、［選択したアイテムの追加］ボタンの代わり
に、以下の矢印ボタンが表示されます。

矢印ボタンをクリックすると、関連アセットタイプ（この例ではコレクション）
の［アクティブリスト］タブと［History］タブの内容を表示するポップアップ
ウィンドウが表示されます。

これは、適切なアセットを検索してそれらのアセットをアクティブリストに追加
するか、それらのアセットにアクセスして履歴レコードの一部とすることによっ
て、これらのタブの内容のいずれかまたは両方が作成されたことを示します。 
ページアセットアソシエーションとして追加するコレクションアセットをクリッ
クします。 

矢印ボタンをクリックしても（一見）変化がない場合、以下の 2 つの原因が考
えられます。

• いずれのリストにも該当するタイプのアセットが含まれていない。

• 他のアプリケーションでポップアップウィンドウが隠れている。

以下のアセット作成 / 更新タスクでは、この二重選択機能がサポートされてい
ます。

• ベーシックアセットに対してアセットアソシエーションを作成する。

• フレックスアセット用のペアレントを選択する。

• PickAsset 属性エディタを使用するタイプアセットの属性の値を選択する。

• セグメントフィルタ基準を追加する。

• リコメンデーション用アセットの関係を設定する。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 3 章 標準インターフェイスを使い始めるにあたって

Content Server の標準インターフェイスの使用
60
• プロモーション用フレックスアセットおよびフレックスペアレントを選択
する。

作業領域

作業領域は、一部の実行されたアクションに基づいて、フォームやリストが表示
される Content Server の標準インターフェイスの一部分です。 表示される内容
は、ユーザーの最新のリクエストに応じて変化します。

初回ログイン時は、作業領域に現在のワークロードが表示されます。 

［調査］フォームや［ステータス］フォームなどの性質の類似したフォームでア
セットを表示すると、フォームの上部に以下のようなアクションバーが表示され
ます。

アクションバーには、現在のアセットに対して実行可能なアクションが表示され
ます。次の表では、それらのアクションの機能について説明しています。

アクション 結果

プレビュー デフォルトフォーマットとして割り当てられたテンプレー
トを使用して、サイトに表示される場合と同じようにア
セットを表示します。 また、プレビューウィンドウでド
ロップダウンリストから他のテンプレートを選択すると、
そのテンプレートを使用した場合にアセットがどのように
表示されるかを確認することもできます。

さらに、URL、選択ボタン、ステータスバーなどを含む、
フルサイズのブラウザウィンドウでアセットを表示するに
は、ドロップダウンフィールドの右にある［全画面でプレ
ビュー］ハイパーリンクをクリックします。

調査 名前、説明、ID などのアセットの詳細の概要を表示します。 

編集 変更するアセットを編集用のフォームで開きます。 ［編集］
フォームで加えた変更を保存または取り消し（キャンセル）
できます。

削除 データベースから削除するアセットにマークを付けます。 
指定されたアセットは、データベース管理者が次にデータ
ベースを整理したときに削除されます。 
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同様に、アセットのリストを表示すると、各アセットにそれぞれ固有のアクショ
ンアイコンと選択肢が含まれていることがあります。 下の図は、検索結果リスト
に含まれているアセットを示したものです。

ここでは、アセットフォームと同じアイコン、アセットの状態（受領済み）への
リンク、［マイアクティブリストへの追加］をクリックしたときに選択したア
セットをアクティブリストに追加するためのチェックボックスが表示されていま
す。その他のドロップダウン機能はありません。 

アクティブリストの使用

アクティブリストは、長期間にわたってユーザーが維持するリストで、いわば個
人資産元帳のようなものです。 ユーザーの意思でアセットが追加されるまでは、
このリストは空白です。 リストに一度追加されたアセットは、ユーザーの意思で
リストから消去されるまで（または削除されるまで）、アクティブリストに保持
されます。 

アクティブリストにアセットを追加する
検索結果リストまたはアセットの［調査］フォームから、アクティブリストにア
セットを追加できます。 

ドロップ
ダウンリスト
の展開

表示される内容は、アセットタイプと権限によって異なり
ます。

• アセットのパブリッシュを承認する

• アセットのコピーを作成する（該当するアセットタイプ
のインスタンスの新規作成を許可されている場合）

• 同じアセットタイプのインスタンスを新規作成する（該
当するアセットタイプのインスタンスの新規作成を許可
されている場合）

• 同じタイプのアセットを検索する

• アセットの状態を表示する

• アセットをサイト全域で共有する（他のサイトへのアク
セス権があり、そこでもそのアセットタイプが有効に
なっている場合。ページアセットは共有できません）

• サイトプランを参照する（ページアセットのみ）

• コレクションを作成する（コレクションアセットのみ）

追加 アクティブリストにアセットを追加します。 アセットがす
でに追加されている場合は、ウィンドウの上部に次のメッ
セージが表示されます。 このアイテムはすでにユーザーの
アクティブリストに存在しています。

アクション 結果
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 3 章 標準インターフェイスを使い始めるにあたって

Content Server の標準インターフェイスの使用
62
検索結果リストからアクティブリストにアセットを追加するには

1. 72 ページの「アセットの検索」の節の説明に従ってアセットの検索を実行
します。

検索結果リストが作業領域に表示されます。

2. チェックボックスをオンにして追加するアセットを選択して、［マイアク

ティブリストへの追加］をクリックします。 

アセットが正常に追加されたことを確認するメッセージが表示され、リスト
が更新されます。 アクティブリスト内のボタンが［消去］に変わります。

［調査］フォームからアセットを追加するには

1. アクティブリストに追加するアセットを検索します。

2. ［調査］フォームでそのアセットを開きます。

3. アクションバーのドロップダウンフィールドの右に表示されている［マイア

クティブリストへの追加］をクリックします。

アセットが正常に追加されたことを確認するメッセージが表示され、リスト
が更新されます。 ボタンが［消去］に変わります。

[ マイアクティブリストへの追加 ] ボタンをクリックする前に、少なくとも 1 つ
のアイテムを選択してください。

アクティブリストの表示
以下のいずれかの方法でアクティブリストを表示できます。

• ボタンバーの［マイワーク］ をクリックします。 アクティブリストは、この
ビューに表示される 3 つのリストの 3 番目になるため、必要に応じて画面を
スクロールダウンします。 ［マイワーク］は、初回ログイン時に表示される
ビューでもあります。

• アイコンバーの［マイアクティブリストの表示］アイコンをクリックしま
す。 このビューにはアクティブリストのみが表示されます。 各行のアイテム
にはチェックボックスがついています。このチェックボックスをオンにし
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て、リストの下部にある［消去］をクリックすると、選択したアセットがリ
ストから消去されます。

• ツリーの［Active List］タブを選択します。 タブには、現在アクティブリス
ト上にあるすべてのアセットが表示されます。

アクティブリストビューはサイトごとに異なります。 1 つのサイトからアセット
を追加し、その後サイトを切り替えてアクティブリストを表示した場合、それら
のアセットが切り替えたサイトで共有されていないと、最初のサイトで追加した
アセットは表示されません。

アクティブリストの使用
これまでに選択されたアセットがすべて含まれているアクティブリストは、さま
ざまな用途に使用されます。以下にその例を示します。

• 検索結果が保存されるメカニズムを利用して、個々のアセットを 1 つずつ調
査できます。

• ツリーがオフの場合に、名前のないアソシエーションを確立するための候補
リストを作成します。

• アセットの履歴リストと同じくアセットの情報源となり、作成または編集す
るアセットへのリンクが提供されます。

アクティブリストには、表示中のサイトで使用可能なサイトのみが表示され
ます。

アクティブリストからアセットを消去する

リストからアセットを消去するには

1. アイコンバーの［マイアクティブリストの表示］アイコンをクリックし
ます。

アクティブリストが作業領域に表示されます。

2. 消去するアセットのチェックボックスをオンにして選択し、[ 消去 ] をクリッ

クします。

リストはすぐに更新され、消去したアセットが反映されます。

［ActiveList］タブをマウスで右クリックし、表示されたポップアップメニューか
ら［消去］を選択して、アセットを消去することもできます。 アセットは、アク
ティブリストから消去されると、リストに表示されなくなります。
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消去するアイテムを選択するまで、［消去］をクリックしても何も実行されま
せん。

標準インターフェイスからログアウトする

ログアウトするには

1. [ ログアウト ] をクリックします。

2. ブラウザを閉じます。
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第 4 章

アセットの使用
アセットは Content Server の構成要素です。 アセットは、作成、編集、調査、削
除、コピー、ワークフローへのアサイメント、リビジョントラキング機能による
トラッキング、検索、プレビュー、パブリッシュの承認など、さまざまなタスク
を実行することのできるオブジェクトです。

「第 1 章 概要」で説明されているように、Content Server にはいくつかのコンテ
ンツアセットとサイトデザインアセットが用意されています。 これらのアセット
タイプの定義については、17 ページの「コンテンツ： アセットとアセットタイ
プ」を参照してください。 お使いのシステムは各組織のニーズに合わせてカスタ
マイズされているため、ここで定義されているタイプと異なるアセットタイプが
含まれている可能性があります。 

さまざまなタイプのアセットがありますが、、使用方法はほとんど同じです。 こ
の章では、Burlington Financial サンプルサイトの例を用いながら、アセットの基本
的な使用手順について説明します。 

この章は、以下の節から構成されています。 

• 許可について

• 新しいアセットの作成

• アセットの検索

• アセットの編集

• eWebEditPro の使用

• アセット内へのリンクの埋め込み

• 他のサイトとのアセットの共有

• コレクションアセット

• リコメンデーションアセットとコレクションアセット

• アセットと関係

• ページアセット

• アセットの削除
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許可について
サイトでワークフローを使用している場合、ワークフローの状態とユーザーの
ロールによっては、特定のアセットを使用できない場合があります。 アセットを
編集できるかどうかは、システムの管理者が設定する許可によって決まります。 
タスクを実行する許可がない場合は、Content Server の標準インターフェイスで
アクセス権がないことを示すメッセージが表示されます。 

許可は、ワークフローに割り当てられたアセットのみに適用されます。 ワークフ
ローの詳細については、「第 6 章 ワークフロー」を参照してください。

新しいアセットの作成
アセットは新規作成することもできますが、作成するアセットが既存のアセット
と似ている場合は、既存のアセットをコピーして、そのコピーしたアセットの内
容を変更することもできます。 アセットをコピーすると、いくつかの手順を省略
できます。 この節では、両方の手順を説明します。

次の 2 つのインターフェイスを使用して、新しくアセットを作成することもで
きます。

• Content Server Desktop：Microsoft Word ドキュメントからアセットを作成で
きます。

• Content Server DocLink：Microsoft Word ドキュメントを含む、さまざまな
Windows のファイルタイプからアセットを作成できます。

これらのインターフェイスでは、アセットが Content Server データベースに保存
される方法が異なります。 CS-Desktop で作成したアセットは、Content Server の
標準インターフェイスの［新しいアセット］フォームに表示されるフィールドに
変換されます。CS-DocLink で作成したアセットはそのままの書式で blob（binary 
large object）と呼ばれる単一オブジェクトとして保存されます。

作成可能なアセットについて

作成（およびコピー）可能なアセットの種類は、管理者がユーザーのロールに対
してボタンバーの [ 新規 ] ボタンをどのように設定しているかによって決まりま
す。 管理インターフェイスでは、これをスタートメニューと呼びます。 [ 新規 ]
ボタンのコンテンツをユーザーに合わせて設定することによって、作業を簡略化
できます。

• 作業対象外のアセットが表示されないようにすること。

• 既に指定されている情報や調べなければわからない情報を提供しなくてもよ
いようにすること。

• 固定値が必要な場合は、これらの値を変更できないようにすること。

• 適切なデフォルト値があらかじめ選択されているようにすること。

• アセット定義に基づくフレックスアセットの場合、その定義があらかじめ選
択されているようにすること。

• ワークフローが必要なアセットは、適切なワークフロープロセスにあらかじ
め割り当てられているようにすること。
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これらはすべて、ユーザーが新しくアセットインスタンスを簡単に作成できるよ
うに、管理者が [ 新規 ] ボタン（[ スタートメニュー ]）のパーソナライズ機能を
使用して設定することができます。

アセットの新規作成

アセットを新規作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの [ 新規 ] をクリックして、作成可能なアセットタイプのリストを

作業領域に表示します。

3. 新規作成するアセットのアセットタイプをクリックします。

4. [ 割り当てられたユーザーの選

択 ] 画面が右側に表示されない
場合は、そのアセットがワーク
フローに関連付けられていない
か、割り当てられたユーザーの
選択が必要ないワークフローに
関連付けられていることを意味
します。 その場合は、ステッ
プ 5 へ進んでください。 この画
面が表示されたら、続けてこの
ステップを実行します。   

a. [ 割り当てられたユーザー ]

フィールドの [ ユーザー ]
リストボックスに進み、こ
のアセットを割り当てるユーザーを選択します。 ここで選択されたユー
ザーはワークフロープロセスの次のステップを完了できます。 

連続した複数のユーザーを選択するには、Ctrl-Shift を押しながら選択範
囲の最初と最後にあたるユーザーをクリックしてください。 連続してい
ないユーザーを選択する場合は、Ctrl を押しながら個々のユーザーをク
リックしてください。

( ワークフローについて詳しくは、「第 6 章 ワークフロー」を参照してく
ださい )

b. [ ユーザーの割り当て ] をクリックします。 
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5. 作成しているアセットタイプはサ

ブタイプに分類されている可能性
があります。 この場合は、表示さ
れる画面で新しいアセットのサブ
タイプを選択する必要がありま
す。 この画面が表示されない場合
は、ステップ 6 に進んでくださ
い。 この画面が表示されたら、次
の操作を実行します。

a. [ 定義 ] ドロップダウンリストから定義（サブタイプ）を 1 つ選択します。

b. このアセットの名前を[名前]フィールドに入力します（命名規則は次のス

テップを参照）。

c. [ 続行 ] をクリックします。
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6. 表示されたコンテンツ入力フォームのフィールドに必要な情報を入力しま

す。 アスタリスク (*) が付いているフィールドは必須フィールドです。 このア
セットのフォームに不明なフィールドがある場合は、設計チームまたは管理
者に問い合わせてください。

- 次の規則に従ってアセットの名前を付けてください。

- 名前はアセットタイプごとに固有のものでなければなりません。 

- 名前には、1 ～ 64 文字の英数字を使用できます。

- 句読点、一重引用符（'）、二重引用符（"）、セミコロン（;）、
コロン（:）、疑問符（?）は使用できません。

- スペースを含めることはできますが（フレックス属性名を除く）、先
頭をスペースにすることはできません。

- アセットのペアレントアセットを選択しなくてはならない場合や、選択
のオプションが与えられる場合があります。 ペアレント選択の詳細につ
いては、229 ページの「新しいアセットの作成」 を参照してください。

7. [ 保存 ] をクリックします。

Content Server インターフェイスに、アセットの要約が表示されます。 重複
する名前を入力したり、固有であるべき情報が重複している場合は、Content 
Server インターフェイスにエラーメッセージが表示されます。 ブラウザの
[ 戻る ] ボタンをクリックしてフォームに戻り、該当するフィールドを訂正
してください。

8. （オプション）アセットがワークフローに事前に割り当てられていない状態

で、ワークフロー機能を使用するには、119 ページの「アセットに対する
ワークフローオプションの設定」の手順に従ってアセットをワークフローに
割り当てます。

9. （オプション）パブリッシュ時にアセットがどのように表示されるかを確認

するには、[ プレビュー ] アイコンをクリックします。 アセットをプレビュー
するには、[ テンプレート ] フィールドでそのアセットにテンプレートが割
り当てられている必要があります。

コピー機能を利用したアセットの新規作成

既存のアセットをコピーして、必要に応じて内容を修正する方法でも、新規のア
セットを作成できます。 他のユーザーがチェックアウトしているアセットでも、
コピーを実行できます。

アセットをコピーするには

1. Content Server の標準インターフェイスでアセットを検索します （詳しく
は、72 ページの「アセットの検索」を参照）。

2. アセットの [ 調査 ] アイコンをクリックします。 
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3. アセットの [ 調査 ] フォームで、[ 詳細 ] ドロップダウンリストから [New Aset 

Type を介したコピー ] を選択します。  

コピー元のアセットのフィールドと値が含まれたフォームが表示されます。

4. フィールドの値を編集して、新しくアセットを作成します。 アスタリスク (*)

が付いているフィールドは、必須フィールドです。 このアセットのフォーム
に不明なフィールドがある場合は、設計チームまたは管理者に問い合わせて
ください。

5. [ 保存 ] をクリックします。

Content Server インターフェイスに、アセットの要約が表示されます。 重複
する名前を入力したり、固有であるべき情報が重複している場合は、Content 
Server インターフェイスにエラーメッセージが表示されます。 ブラウザの
[ 戻る ] ボタンをクリックしてフォームに戻り、該当するフィールドを編集
してください。

6. （オプション）アセットがワークフローに事前に割り当てられていない状態

で、ワークフロー機能を使用するには、119 ページの「アセットに対する
ワークフローオプションの設定」の手順に従ってアセットをワークフローに
割り当てます。

7. （オプション）パブリッシュ時にアセットがどのように表示されるかを確認

するには、[ プレビュー ] アイコンをクリックします。 アセットをプレビュー
するには、[ テンプレート ] フィールドでそのアセットにテンプレートが割
り当てられている必要があります。

CS-Desktop を使用したアセットの新規作成

お使いのシステムでサポートされている場合は、CS-Desktop から新しくアセッ
トを作成できます。 作成するアセットは、Word ドキュメントとして作成されま
す。 これらのドキュメントは、Microsoft Word でドキュメントのコンテンツをア
セットフィールドにマッピングすることにより、Content Server データベースに
アセットとして入力されます。 このマッピングを行うには、ローカルドライブに
CS-Desktop クライアントをインストールする必要があります。 クライアントをイ
ンストールすると、CS-Desktop の使用方法を説明するオンラインヘルプファイ
ルもインストールされます。 クライアントのインストール後、Word からヘルプ
ファイルにアクセスできるようになります。 クライアント（およびヘルプファイ
ル）をインストールするには、付属の自己解凍式実行ファイルをダブルクリック
してください。

注

[New Aset Type を介したコピー ] が選択肢に表示されないとき
は、ユーザーにアセットをコピーする許可がないことを示しま
す。 その場合は、ここで作業を中断します。 許可について不明な
点がある場合は、Content Server の管理者に問い合わせてくだ
さい。
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CS-DocLink を使用したアセットの新規作成

お使いのシステムでサポートされている場合は、CS-DocLink から新しくアセット
を作成できます。 作成するアセットは、テキストファイル、フォーマット済みド
キュメント、スプレッドシート、イメージファイルなどの一般的なバイナリファ
イルタイプとして作成されます。 これらのファイルは、Windows エクスプローラ
で Content Server データベースの階層表示にファイルをドラッグすることによ
り、Content Server データベースにアセットとして入力されます。 このドラッグ
アンドドロップ操作を実行するには、ローカルドライブに CS-DocLink クライア
ントをインストールする必要があります。 クライアントをインストールすると、
CS-DocLink の使用方法を説明するオンラインヘルプファイルもインストールされ
ます。 クライアントのインストール後、Windows エクスプローラからヘルプファ
イルにアクセスできるようになります。 クライアント（およびヘルプファイル）
をインストールするには、付属の自己解凍式実行ファイルをダブルクリックして
ください。
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アセットの検索
Content Server の検索ユーティリティを使用してアセットを検索したり、[ マイ
ワーク ] ビューに関連付けられたさまざまなリストからアセットを選択すること
もできます。

検索の基本について

検索の一般的な特徴は以下のとおりです。

• 検索には、簡易検索と詳細検索の 2 種類があります。

• 簡易検索フォームには詳細検索フォームへのリンクがあり、詳細検索フォー
ムには簡易検索フォームへのリンクがあります。

• どちらの検索（簡易、詳細）を利用しても、すべての条件を満たした結果が
表示されます。

• 簡易検索フォームと詳細検索フォームには、サイト内に存在する指定された
アセットタイプのインスタンスの合計数が表示されます。

• 条件を指定せずに [ 検索 ] をクリックすると、選択したアセットタイプのイン
スタンスがすべて（最大 1000 件）取得され、1 ページにつき 20 件のインス
タンスが表示されます。これは [ 最大表示数 nn ページあたりのアイテム数 ]
ドロップダウンフィールドのデフォルト値です。 検索結果が 1000 件を超え
た場合は、検索条件をさらに絞ってください。

• テキスト文字列検索では、選択したフィールドの指定検索文字列を含むア
セットのすべてのインスタンスが、検索結果リストに表示されまます。

• 検索条件には、ワイルドカード文字としてパーセント記号（%）を使用でき
ます。

• 検索では、使用する検索エンジンと設定オプションに従って、大文字と小文
字を区別できます。

• 77 ページの「検索のヒント」も参照してください。

検索の実行

アセットの検索を実行するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［検索］をクリックして、Content Server の標準インターフェ

イスの作業領域に検索可能なアセットのリストを表示します。

注

ここで説明する検索はアセットに基づいているため、検索される範囲
は 1 種類のアセットタイプのみとなります。 ワークフローレポートを
実行すると、複数のアセットタイプにまたがる検索を実行できます。 
詳しくは、141 ページの「ワークフローレポート」を参照してくだ
さい。
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3. ハイパーリンクが設定されているアセット名をクリックして、［検索］

フォームを開きます。［詳細検索］フォームを開くには、アセット名の横の
［詳細検索］をクリックします。 

詳細検索フォームには、検索の追加条件が表示されます。 検索フォームはア
セットタイプによって異なります。 特定のアセットタイプの検索フォームに
関する質問は、管理者に問い合わせてください。

これは、アーティクルアセットタイプの［簡易検索］フォームです。

4. 検索条件を、次のように入力します。

a. ［検索］フィールドをクリックして、ドロップダウンリストから検索パラ

メータを選択します。

b. 検索するテキストを入力します（このフィールドは空白のままにするこ

ともできます）。

c. 1 ページに表示する検索条件と一致したアセットの数を指定します（10 ～

300 まで選択できます）。 

d. 結果をソートする値を選択します。

検索条件をまったく入力しないで検索すると、アセットのインスタンスがす
べて（最大 1000 件）取得され、1 ページにつき 20 件のインスタンスがデ
フォルトのソート順で表示されます。

5. [ 検索 ] をクリックします。

検索結果は、作業領域の検索フォームの下に表示されます。

検索結果の左上には、検索条件に一致したアセットの合計数に対する現在表
示されているアセット数が表示されます。 右上の［前の］および［次へ］の
ハイパーリンクをクリックすると、前後の検索結果を表示できます。

各検索結果ページの左下部分には、以下のように 1 ページに表示する件数を
選択できる一連の数字が表示されています。
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希望の数をクリックすると、検索が再実行され、1 ページに選択した数のア
セットが表示されます。 

検索条件の保存

検索条件を入力して［検索］をクリックするときに、他のユーザーが使用できる
ようにその検索条件を保存することもできます。 検索を保存しておくと、毎回同
じ検索条件を入力する手間が省けるほか、1 回のクリックで希望の検索が実行で
きるようになります。

検索条件を保存するには

1. 検索を実行した後で、［この検索を保存］ハイパーリンクをクリックして、
［検索の保存］フォームを開きます。

2. 以下の手順に従って、フォームに入力します。

a. 保存する検索の名前を入力します（赤いアスタリスクは必須フィールド

であることを示します）。 ここで指定した名前は、［検索］フォームの
［保存済み検索］の下にある検索項目部分にハイパーリンクとして表示さ
れます。

b. この検索を他のユーザーと共有するかどうかを指定します。共有する場

合は、ラジオボタンをクリックして、共有するロールを選択します。 複
数のロールを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックするか（隣
接しないロールを選択する場合）、Shift キーを押しながらクリックします

（隣接したロールをまとめて選択する場合）。 デフォルトでは、検索は共
有されません（プライベート）。

c. この検索を、ユーザーの他のサイトにも表示させるかどうかを指定しま

す。右矢印をクリックして、サイトを［使用可能］リストボックスから
［選択したアイテム］リストボックスに移動します。
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d. 条件を確認または編集する場合は、［この検索を編集］ハイパーリンクを

クリックします。 その後もう一度検索を実行してから［この検索を保存］
をクリックして、［検索の保存］フォームに戻ります。

3. [ 保存 ] をクリックします。

検索結果の保存

検索が正常に実行された場合、結果の一部またはすべてを参照用に保存しておく
と、同じ検索を再実行したり、ブラウザで前のページに戻ったりする必要がなく
なります。

検索結果を保存するには

1. 検索を実行した後で、フォームの検索結果が表示されるまでスクロールし
ます。

2. 結果の最初のページで、一致したアイテムの右側にあるチェックボックスを

オンにして、保存するアイテムを選択します。 [ マイアクティブリストへの
追加 ] ボタンをクリックします。

追加したアイテムがアクティブリストに表示されます。

3. ブラウザの［戻る］ボタンをクリックして、アイテムを選択した検索結果

ページに戻ります。 

4. ［次へ］ をクリックすると、検索結果の次のページに進みます。 

5. 次の手順を繰り返して、各ページから保存するアイテムをアクティブリスト

に追加していきます。

a. アイテムを選択します。

b. [ マイアクティブリストへの追加 ] ボタンをクリックします。

c. ブラウザの［戻る］ボタンをクリックします。
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d. 検索結果の次のページに進みます。 

検索結果ページに戻った後にブラウザの［進む］ボタンをクリックすると、
アクティブリストに戻ります。

保存済みの検索の実行

保存済みの検索を実行するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［検索］をクリックし、Content Server の標準インターフェイ

スの作業領域に検索可能なアセットを表示します。

3. ［保存済み検索］までスクロールし、保存済みの検索リストから実行したい

検索を探します。

検索名または目のアイコンをクリックして、検索を実行します。

保存済みの検索の編集

保存済みの検索を編集するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［検索］をクリックして、Content Server の標準インターフェ

イスの作業領域に検索可能なアセットを表示します。

3. ［保存済み検索］までスクロールし、保存済みの検索のリストから編集する

検索を見つけます。

鉛筆のアイコンをクリックして、編集する保存済みの検索を開きます。

特定の属性の検索

CS-Direct Advantage を使用しているユーザーに適切な許可がある場合は、対象
となるフレックスアセットで詳細検索を実行すると、特定の属性および属性値を
検索できます。 たとえば、GE Lighting サンプルサイトがインストールされている
と、プロダクトの特定の属性および属性値を検索できます。

特定の属性および属性値を検索するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［検索］をクリックして、Content Server の標準インターフェ

イスの作業領域に検索可能なアセットを表示します。

3. プロダクトアセットタイプの［詳細検索］をクリックします。
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4. ［Product の詳細検索］フォームで、［属性値の選択］をクリックして、［属性

値の選択］フォームを開きます。

5. ［使用可能］リストボックスのアセットを選択してから、矢印ボタンをク

リックして［選択したアイテム］リストボックスに移動します。 複数のア
セットを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックするか（隣接しない
アセットを選択する場合）、Shift キーを押しながらクリックします（隣接し
たアセットをまとめて選択する場合）。

［検索］をクリックして、属性ベースの検索を実行します。 ［属性値の選択］
をクリックして、選択した属性の特定の値に基づいた検索を実行します。

6. 値ベースの検索の場合、検索に使用する特定の属性値を入力して、［検索］

をクリックします。

検索結果には、指定した値を含んだ属性を持つプロダクトアセットが表示さ
れます。

検索のヒント

デフォルトでは、システム独自の SQL 検索メカニズムが使用されます。 お使い
のサイトが検索エンジンを使用できるように設定されている場合があります。 シ
ステム管理者に、検索エンジンが有効になっているかどうかを確認してくだ
さい。 
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デフォルトの検索メカニズム（SQL による検索）を使用する際
のヒント
デフォルトの SQL による検索メカニズムを使用する場合は、次の点に注意して
ください。

• 検索文字列ではフレーズを使用しないでください。 フレーズは、スペース文
字で区切られた一連の独立した単語として扱われ、すべての単語に一致する
全レコードが取得されます。 

• 検索文字列を引用符記号で囲まないでください。 引用符記号も一文字として
扱われるため、 「John Doe」と入力すると、引用符で囲まれた John Doe のみ
が検索されます。 

• コンマは文字として解釈されません（ベーシックアセットのみ）。 たとえば、
「logo, banner」を検索すると、logo という単語と banner という単語が検索さ
れます。 

Verity 検索エンジンを使用する際のヒント
Verity 検索エンジンではベーシックアセットとフレックスアセットの両方の検索
がサポートされていますが、SQL とは異なる構文規則があります。 詳細について
は、Verity のマニュアルを参照してください。 
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アセットの編集
アセットは、アセットタイプとシステム設定に応じて、さまざまな方法で編集で
きます。 アセットは、次のインターフェイスを使用して編集します。

• Content Server の標準インターフェイス

• Content Server Desktop 

• Content Server DocLink

• Internet Explorer ブラウザウィンドウ（InSite Editor を使用）

アセットを編集するには、適切な許可が必要です。

Content Server の標準インターフェイスでの編集

Content Server の標準インターフェイスでアセットを編集するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 編集するアセットを検索します。 

3. 検索結果リストでは、各アセットの横にアイコンのリストがあります。 編集

するアセットの行の［編集］アイコン（鉛筆アイコン）をクリックします。 

Content Server の標準インターフェイスの［編集］フォームにアセットが表
示されます。 

4. 変更を加えてから、［変更の保存］をクリックします。 

システムによりアセットの [ 調査 ] フォームが更新されて、変更が確定され
ます。 [ キャンセル ] をクリックすると、変更されていない状態のアセットが
[ 調査 ] フォームで表示されます。

5. （オプション）パブリッシュ時にアセットがどのように表示されるかを確認

するには、［プレビュー］アイコンをクリックします。

CS-Desktop での編集

Microsoft Word で作成されたアセットを編集するには、CS-Desktop の［開く］コ
マンドを使用します。 Content Server データベースにアセットを保存するには、
CS-Desktop の［保存］コマンドを使用します。 これらのコマンドは、CS-Destkop
ツールバーから使用できます。このツールバーは、CS-Desktop クライアントの
インストール時に Word のインターフェイスに追加されます。 

CS-Desktop で作成されたアセットを Content Server の標準インターフェイスを
使用して編集すると、操作が許可されていないことを示すメッセージと、
CS-Desktop クライアントソフトウェアのダウンロードサイトへのリンクが表示
されます。

CS-Desktop の使用方法については、クライアントソフトウェアとともにインス
トールされているオンラインヘルプを参照してください。

CS-DocLink での編集

Windows のファイルタイプから作成されたアセットを編集するには、CS-DocLink
の［開く］ コマンドを使用して元のアプリケーションでアセットを開きます。 
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Content Server データベースにアセットを保存するには、ファイルをまずデスク
トップに保存してから、Windows のエクスプローラの Content Server 階層にド
ラッグします。 これらの機能は、CS-Doclink クライアントのインストール時に
Windows のエクスプローラに Content Server の拡張機能を追加すると利用できる
ようになります。 

CS-DocLink の使用方法については、クライアントソフトウェアとともにインス
トールされているオンラインヘルプを参照してください。

InSite Editor での編集

通常は Content Server の標準インターフェイスで作業はしないものの、不定期に
テキストの編集やコンテンツの承認を行うビジネスユーザーなどの場合は、
InSite Editor が便利です。この特別なツールを使用すると、サイトのコンテンツ
ページで直接作業ができます。

InSite Editor を使用するには

• Internet Explorer 5.5（Windows 版）以上が必要です（その他のブラウザは現在
サポートされていません）。

• 編集中のページを表示するために使用するテンプレートは、適切にコード化
されている必要があります。

ブラウザウィンドウに編集可能なページを表示すると、そのページで直接編集可
能なフィールドの横に鉛筆アイコンが表示されます。 鉛筆アイコンをクリックす
ると、目のアイコンに変化します。点線で囲まれたフィールド内のテキストを編
集することができます。 フィールドがリビジョントラッキングによって保護され
ている場合、鉛筆アイコンのかわりに、現在フィールドを編集できないことを示
すロックアイコンが表示されます。 

別の InSite Editor ウィンドウにある［保存］をクリックして、編集した内容を
Content Server データベースに反映させます。 InSite Editor ウィンドウでは、ア
セットの状態のチェック、ワークフローの割当てやアセットの検索を実行できま
す。 InSite Editor の使用方法については、オンラインヘルプを参照してください。
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eWebEditPro の使用
Content Server は eWebEditPro（Ektron, Inc. 社の WYSIWYG HTML エディタ）をサ
ポートしています。お使いのシステムがこの製品を使用するように設定されてい
る場合、関連付けられたテキストフィールドの［新規］または［編集］フォーム
と共にこのエディタが表示されます。

このエディタを使用すると、太字、斜体、下線などのスタイルを設定できます。 
フォントサイズや色の変更、箇条書きリストの作成、ハイパーリンクテキストの
挿入も可能です。 テキストフィールドのコンテンツに加えた変更は、すぐにエ
ディタウィンドウに表示されます。

また、eWebEditPro を使用して、InSite Editor でフィールドを編集することもでき
ます。 

注意

eWebEditPro ツールバーにイメージのアップロード機能が含まれてい
る場合は、使用する前に管理者に確認してください。 この方法でアッ
プロードされたイメージはアセットではありません。このイメージ
をアップロードしたアセットを配信システムにパブリッシュしても
ミラーパブリッシュされません。

目のアイコンを
クリックすると 
編集用のレンダ
リングが表示さ
れます。

編集中のフィー
ルドの境界を示
す点線

鉛筆アイコンを
クリックすると、 
フィールドを編
集できます。

InSite Editor の
ポップアップ
ウィンドウ

編集中のア
セットと
フィールド

ここをクリック
すると、割当の
表示と終了がで
きます。
ここをクリック
すると検索がで
きます。

ここを
クリックすると
編集内容を保存
できます。

編集されたア
セットに関す
る情報

[ 編集 ] ボタン : 
eWebEditPro の
フィールドを編
集する場合にク
リックします
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アセット内へのリンクの埋め込み
アセットを作成および更新するときに、他のソースへの参照リンクを含まなけれ
ばならないことがあります。 Content Server では、3 種類の方法でリンクを挿入
する（埋め込む）ことができます。 

• 現在のサイト内にある別のアセットを参照するハイパーリンクを埋め込む

• 外部 URL へのハイパーリンクを埋め込む

• 現在のサイトから別のアセットのコンテンツを埋め込む

eWebEditPro HTML エディタでは、最初の 2 つの埋め込みリンクはサポートされ
ていますが、3 番目のものについてはサポートされていません。

これらの埋め込み機能がどの程度利用できるかについては、サイト設計者がカス
タムアセットの設計で設定した内容によって決まります。 Content Server に同梱
されているベーシックアーティクルアセットでは、アーティクル本文のテキスト
ボックスにこれら 3 種類の埋め込みリンクを挿入することができます。 次の節で
は、ベーシックアーティクルアセットで埋め込みリンクを使用する方法について
説明します。 

内部リンクの埋め込み

内部リンクとは、同じサイト内で現在のアセットから別のアセットを起動するリ
ンクです。 

アーティクルアセットのアーティクル本文のテキストボックスに内部リンクを挿入するには

1. 内部リンクを挿入するアーティクルアセットの［編集］フォームを開きま
す。 新しいアーティクルアセットに内部リンクを埋め込むこともできます。

2. ツリーでリンク先となるアセットを検索して、選択します。 定義では、選択

できるアセットはプレビュー可能な（テンプレートが関連付けられている）
アセットのみです。

3. アーティクル本文のテキストボックスから、ハイパーリンクを設定するアー

ティクルテキストを選択します。 または、アーティクル本文の任意の場所に
新しいテキストを入力して、それを選択することもできます。

4. テキストボックスの右側の［リンクの追加］をクリックします。 以下のポッ

プアップウィンドウが表示されます。
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5. （オプション）［選択 Template］ドロップダウンリストから、リンク先のア

セットを表示するテンプレートを選択します。 選択しない場合は、リンク先
のアセットのデフォルトのテンプレートが使用されます。

6. （オプション）ハイパーリンクを設定するアーティクル本文のテキストを編

集します。 

7. ［Save 変更の保存］をクリックして埋め込みリンクを保存します。

ポップアップウィンドウが閉じ、以下のように、アーティクル本文にコード
化されたリンクが表示されます。

<A タグと </A> タグ間の情報は、リンクが内部リンクであることを示し、リン
ク先のアセット、使用するテンプレート、ハイパーリンクを設定したテキストを
指定します。

8. ［Save 変更の保存］をクリックして、アーティクルアセットを保存します。 

ここでキャンセルすると、リンク情報はアーティクル本文に表示されなくな
ります。

アーティクルアセットを保存した後は、プレビュー機能を使用して、埋め込みリ
ンクが正しく表示されているか確認してください。 アーティクルには、埋め込ん
だアセットへのハイパーリンクが表示されるはずです。 リンクをクリックする
と、選択したテンプレートでアセットが表示されます。

外部リンクの埋め込み

外部リンクは、別の Web サイトページを開くリンクです。 外部リンクが挿入で
きるのは、現在の Content Server サイトに外部 Web サイトを参照するリンクア
セットタイプのインスタンスが存在する場合のみです。 

アーティクルアセットのアーティクル本文のテキストボックスに外部リンクを挿入するには

1. 外部リンクを挿入するアーティクルアセットの［編集］フォームを開きま
す。 新規作成するアーティクルアセットに外部リンクを埋め込むこともでき
ます。

2. リンク先のサイトを指すリンクアセットを検索、選択します。 通常は、リン

クアセットタイプを検索して、必要なアセットタイプをアクティブリストに
追加し、［Active List］タブからそのリンクアセットの参照先を選択します。

注

編集できるのはリンクテキストのみです。 その他の部分の編集につ
いては、経験豊富なプログラマまたは設計者以外は行わないでくだ
さい。
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3. アーティクル本文のテキストボックスから、ハイパーリンクを設定するアー

ティクルテキストを選択します。 アーティクル本文の任意の場所に新しいテ
キストを入力して、それを選択することもできます。

4. テキストボックスの右側の［リンクの追加］をクリックします。 以下のポッ

プアップウィンドウが表示されます。

5. （オプション）ハイパーリンクを設定するテキストを編集します。

6. [Save 変更の保存 ] をクリックします。

ポップアップウィンドウが閉じ、以下のように、アーティクル本文にコード
化されたリンクが表示されます。

<A タグと </A> タグの間の情報は、リンクが外部リンクであることを示し、
URL とハイパーリンクを設定したテキストを含むアセットを指定します。

7. ［Save 変更の保存］をクリックして、アーティクルアセットを保存します。 

ここでキャンセルすると、リンク情報はアーティクル本文に表示されなくな
ります。

アーティクルアセットを保存した後は、プレビュー機能を使用して、埋め込みリ
ンクが正しく表示されていることを確認してください。 アーティクルには、埋め
込んだ URL へのハイパーリンクが表示されるはずです。 リンクをクリックする
と、別のブラウザウィンドウが開かれ、指定した Web サイトが表示されます。 
埋め込み文字列から「TARGET="_blank"」を削除すると、現在のブラウザウィン
ドウに指定した Web サイトが表示されます。 

注

編集できるのはリンクテキストのみです。 その他の部分の編集につ
いては、経験豊富なプログラマまたは設計者以外は行わないでくだ
さい。
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アセットのコンテンツの埋め込み

別のアセットのコンテンツを（現在のサイトから）任意のアーティクルアセット
に挿入する（埋め込む）ことができます。 そのアセットのコンテンツは、一般に
ページレットと呼ばれる特別なテンプレートによって表示されます。 

アーティクルアセットのアーティクル本文のテキストボックスにアセットのコンテンツを挿入す
るには

1. 別のアセットのコンテンツを挿入するアーティクルアセットの［編集］
フォームを開きます。 新規作成するアーティクルアセットにアセットのコン
テンツを埋め込むこともできます。

2. ツリーで挿入するコンテンツを含むアセットを選択します。

3. アーティクル本文のテキストボックスで、アセットのコンテンツを挿入する

場所に任意のテキストを入力し、選択します。 ここで入力するテキストは何
でもかまいません。入力して選択したテキストは、コンテンツで置き換えら
れます。

4. テキストボックスの右側の［含む］をクリックします。 以下のポップアップ

ウィンドウが表示されます。

5. （オプション）［選択 Template］ドロップダウンリストで、アセットのコンテ

ンツを表示するテンプレートを選択します。 選択しない場合は、選択したア
セットのデフォルトのテンプレートが使用されます。

6. [Save 変更の保存 ] をクリックします。

ポップアップウィンドウが閉じ、以下のように、アーティクル本文にコード
化されたリンクが表示されます。
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<SPAN タグと </SPAN> タグの間の情報は、リンクが挿入リンクであること
を示し、挿入するアセット、使用するテンプレート、ハイパーリンクを設定
したテキストを指定します。

7. ［Save 変更の保存］をクリックして、アーティクルアセットを保存します。 

ここでキャンセルすると、リンク情報はアーティクル本文に表示されなくな
ります。

アーティクルアセットを保存した後は、プレビュー機能を使用して、埋め込みリ
ンクが正しく表示されていることを確認してください。 アーティクルの挿入箇所
に挿入するアセットが、リンクテキストとして入力したダミーテキストの代わ
りに表示されます。 挿入したコンテンツが、選択したテンプレートで表示され
ます。

埋め込みリンクとフレックスアセット

フレックスアセットに対しても、基本アセットと同じ 3 種類の埋め込みリンク
機能を属性レベルで使用できます。 フレックスアセットを作成または更新する
と、埋め込みリンクをサポートするフレックス属性が、［リンクの追加］ボタン
と［含む］ボタンを備えたフォームに表示されます。 これらのボタンを使用し
て、アーティクルアセットのアーティクル本文のフィールドで説明されている手
順に従って 3 種類のリンクタイプを埋め込みます。 

他のサイトとのアセットの共有
1 つのアセットを複数のサイトで使用する場合は、そのアセットを共有すること
によって、同じアセットを何度も作成して管理する手間を省くことができます。 
アセットを共有するには、適切な許可が必要です。

アセットを共有する際は、次の点に注意してください。 

• アセットを共有できるのは、ユーザーがアクセス可能なサイトに対してのみ
です。 アクセス可能なサイトが 1 つのみの場合は、アセットの共有機能は使
用できません。 

• ページアセットは共有できません。 

• アセットは、コンテンツが同一の場合にのみ共有してください。 つまり、共
有するサイトで 1 つでもコンテンツを変更する必要がある場合は、アセット
を共有しないでください。 この場合は、変更が必要なサイトに対して新しく
アセットを作成する必要があります。 

• アセットにワークフローが割り当てられている場合は、ユーザーまたは他の
ユーザーがアセットの元のサイトで作業しているときのみ、ワークフローの
状態を変更できます。 

注

編集できるのはリンクテキストのみです。 その他の部分の編集につ
いては、経験豊富なプログラマまたは設計者以外は行わないでくだ
さい。
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• アセットは、パブリッシュの準備ができている状態、つまりアセットが承認
された状態になってから共有することをお勧めします。 

• アセットを共有する場合は、共有サイトにアセットがコピーされるわけでは
ありません。 したがって、共有アセットを削除すると、そのアセットを共有
する他のサイトでも使用できなくなります。

アセットを共有するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 共有するアセットを検索します。

3. アセットの［調査］フォームで、アクションバーのドロップダウンリストか

ら［ アセットタイプの共有］を選択します。

4. ［アセットタイプの共有］フォームで、このアセットを共有するサイトの名

前を選択します。

5. [Save 変更の保存 ] をクリックします。

アセットの［調査］フォームが更新され、アセットにアクセス可能なサイト
が一覧表示された確認メッセージが画面の上部に表示されます。

コレクションアセット
ページアセットのコンテンツは、さまざまなソース（イメージおよびテキスト
ファイル、クエリーなど）から成り立っています。 多くのページでは、重要なコ
ンテンツはコレクションから取り出されています。 コレクションでは、アセット
のグループを定義します。 

通常は、サイト設計者または管理者がコレクションを作成します。 コレクション
アセットを扱うユーザーの役割は、1 つ以上のクエリー結果からアイテムを選択
して、コレクションを作成することです。 1 つのコレクションで使用されるすべ
てのクエリーからは、同じタイプのアセットが返される必要があります。 

コレクションを作成する前に
コレクションを作成するときは、関連付けられているページをレンダリングする
テンプレートのエレメントに意味のある順序で、アセットをランク付けします。 
たとえば、Burlington Financial サンプルサイトでは、コレクションは重要度の順に
ランク付けされたアーティクルのリストです。 これらのコレクションには、レン
ダリングされた（オンライン）ページに表示される順序でランク付けしたアー
ティクルのリストが含まれます。 

コレクションを作成する前に、アセットを順序付ける方法とコレクションに含め
るアセット数を決定する必要があります。 たとえば、コレクションに対して 10
のアセットを選択しても、コレクションのテンプレートが 5 つのアセットしか
表示できないようにコーディングされている場合、それらのアセットが表示され
るページには、最初の 5 つのアセットしか表示されません。
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コレクションの作成

コレクションを作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 作成するコレクションを検索します。

3. ［調査］フォームで該当するコレクションを開きます。

4. アクションバーのドロップダウンリストから［作成］を選択します。 右下部

分にある［作成］ハイパーリンクをクリックしても同じです。

コレクションで 1 つ以上のクエリーが実行され、その結果がアセットのリス
トとして表示されます。 

5. ［ランク］フィールドに適切な数値を入力して、アセットをランク付けしま

す。 最大 3 桁まで数字を入力できます。 既に上位リストに含まれているア
セットを消去する場合は、［ランク］フィールドの横の［消去］オプション
を選択します。 クエリーリストのランク番号を削除しても、すでにリストに
含まれているアセットを消去することはできません。

6. [Save 変更の保存 ] をクリックします。

これで、コレクションが作成されたことになり、［調査］フォームに表示さ
れます。

リコメンデーションアセットとコレクションアセット
コレクションアセットと同様、リコメンデーションアセットも、アセットのグ
ループを定義するものです。 コレクションアセットではすべてのメンバーが同じ
タイプでなければならないのに対し、リコメンデーションアセットには異なるタ
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イプのアセットを含めることができます。 リコメンデーションアセットは、コレ
クションアセットが使用される場所であればどこでも使用できます。

Engage をインストールすると、リコメンデーションアセットによってマーケ
ティング担当者に最適な強力な機能が加わり、 ビジターの履歴やプロファイルお
よびその他の情報といった、現在の状況下での選択基準に基づいて動的に他のア
セットをユーザーに推奨することができます。

リコメンデーションアセットの作成手順については、192 ページの「リコメン
デーションアセットの作成」を参照してください。
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アセットと関係
アセットには、名前付き関連と無名の関連を使用して親子の関係を設定すること
ができます。

名前付き関連

名前付き関連は、特定のアセットタイプに限定された関連です。 名前付き関連
は、アセットフォームのフィールドとして表示されます。 これらのフィールド
は、管理者が設定するアセットの関連によって作成されます。

管理者は、アセットタイプとサブタイプの組み合わせに関連を設定して、名前付
き関連をさらに制限することができます。 サブタイプが存在する場合、フォーム
のフィールドには、アセットタイプとサブタイプに該当する名前付き関連のみが
表示されます。 サブタイプが存在しない場合は、そのアセットタイプのすべての
名前付き関連が表示されます。 サブタイプはサイト固有にすることができるの
で、サイトに固有のアセットの関連を作成できます。

Burlington Financial サンプルサイトの名前付き関連の例としては、アーティクルア
セットとイメージファイルアセット間の Spot ImageFile、Main ImageFile、Teaser 
ImageFile の関連が挙げられます。 たとえば、［アーティクル］フォームの［Main 
ImageFile］フィールドでイメージファイルアセットを選択すると、選択したイ
メージファイルアセットは、アーティクルアセットの子になります （このイ
メージファイルアセットを、他のアーティクルの子に設定することもできます）。 

無名関係

コレクションは、アセット間の無名関連の一例です。 コレクションのアイテム
は、コレクションの子アセットですが、その関連に名前はありません。 また、
ページアセットで名前付き関連を使用するほかに、他のソースからページコンテ
ンツを選択する場合も、無名関連といえます。 ツリーから他のアセットをコンテ
ンツとして選択、または、ツリー表示がオフになっている場合は、［ページ］
フォームの［候補］リストから選択します。 候補リストには、アセット履歴とア
クティブリストの内容が含まれています。

Burlington Financial サンプルサイトの無名関連の例としては、About ページに配置
される About Burlington Financial アーティクル、Contact Us ページに配置される
Contact Us アーティクルが挙げられます。 

他のアイテムを選択するだけでは、それらが開いているページに表示されるとは
限りません。 アセットのテンプレート要素が、関連付けられたアセットを認識
し、書式化するようにコーディングされている必要があります。そうでない場合
は、配信サイトには表示されません。

アセットの関連付け

アセットを関連付けるには（Burlington Financial を例に使用）

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ImageFile アセットに対して検索を実行します。 

3. 検索結果リストで、関連付けるアセットの右側にあるチェックボックスをオ

ンにして、［マイアクティブリストへの追加］をクリックします。
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4. ［New Article］フォームを開いて、［関連］領域までスクロールします。

5. ツリー内の［Active List］タブをクリックします。

6. フォーム上の関連付けられた ImageFile タイプに適切なイメージをタブから選

択します。

7. ［選択したアイテムの追加］をクリックします。

8. 必要に応じて手順 6 と 7 を繰り返して、他の ImageFile タイプを選択します。

9. フォームの他のフィールドに入力してアセット定義を完了し、［保存］をク

リックします。

新しいアセットの［調査］フォームが更新され、アセットの詳細が表示され
ます。

ツリー表示がオフになっている場合は、ImageFile タイプフィールドの右側にあ
る矢印をクリックすると、［Active List］および［History］タブの内容が別の
ウィンドウに一覧表示されます。 選択項目をクリックして、フォームのフィール
ドに追加します。

ページアセット
通常は、サイト設計者または管理者がページを作成します。 ページアセットを扱
うユーザーのロールは、ページアセットのコンテンツを更新または改訂し、パブ
リッシュできるように承認することです。

ページアセットがパブリッシュの承認を受けられるようにするには、次のタスク
を完了する必要があります。

• ページアセットに含まれているコレクションを調べて、その中のアセットを
ランク付けして整理します（コレクションの作成）。

• ページに含まれるアセットを編集します（見出しまたは要約の変更など）。

• 古いアセットを更新されたアセットに置き換えます。

• ページアセットをプレビューして、正しく表示されることを確認します。

ページの編集についても、他のアセットと同じ方法で行います。 ツリーから使用
するアセットを選択します。ツリー表示がオフになっている場合は、［Active 
List］および［History］タブの内容を含む［候補］リストから選択します。

• ページアセットの作成および配置方法については、『Content Server 
Developer's Guide』を参照してください。

• アセットの編集方法については、79 ページの「アセットの編集」を参照して
ください。

• コレクションについては、87 ページの「コレクションアセット」を参照して
ください。

• パブリッシュの承認については、「第 5 章 パブリッシュ」を参照してくだ
さい。
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アセットの削除 
削除機能を使用しても、アセットが実際にデータベースから削除されるわけでは
なく、 アセットの状態が「無効」に変更されるだけです。 また、依存関係がない
場合は、そのアセットに以前パブリッシュされたことがある場所に対するパブ
リッシュの承認が自動的に与えられます。

制約

アセットを削除する場合は、次の制約が適用されます。

• アセットを削除できるのは、適切な許可がある場合のみです。

• ワークフロー機能を使用している場合、アセットを削除する許可があって
も、他のユーザーに割り当てられているアセットは削除できません。

• すでに配置されているページは削除できません。 ページを削除するには、
ページの配置を解除する必要があります。

• 他のアセットと関連付けられている場合、そのアセットは削除できません。 
コレクションに含まれているアーティクルも削除できないアセットの一例で
す。 そのアーティクルを削除するには、コレクションからアーティクルを削
除する必要があります （このような場合は、Content Server の標準インター
フェイスにアセットの関連に関する情報が表示されます）。 

• SiteEntryアセットがによって参照されているCSElementアセットは削除できま
せん。

• 他のフレックスファミリーアセットによって使用されているフレックス定義
またはフレックスペアレント定義は削除できません。 また、フレックスペア
レント、フレックス属性、およびフレックス属性エディタを削除する前に、
既存の依存関係をよく調べる必要があります。 そのフレックス属性を削除す
ると、フレックス属性に格納されている既存のデータが失われることを示す
警告が表示されます。

アセットの削除

アセットを削除するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 削除するアセットを検索します。 

3. アセットの行またはアセットの［調査］フォームのアクションバーにある

［削除］アイコンをクリックします。

4. Content Serverの標準インターフェイスに確認メッセージが表示されます。 ア

セットが他のアセットやページから参照されているコレクションに関連付け
られている場合は、これらのアセットへのリンクを示すリストが表示されま
すので、これらの関連を解除してから、再度削除を試みてください。

5. ［削除］をクリックします。

6. データベースのアセットのステータスが「無効」に変わります。 標準の検索

では、「無効」としてマークされたアセットは検索されません。
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第 5 章

パブリッシュ
Content Server を使用する最終的な目的は、コンテンツを Web サイトにパブ
リッシュして、オンラインサイトのビジターがコンテンツを読んだり、コンテン
ツと情報をやりとりしたりできるようにすることです。 パブリッシュすると、ア
セットは管理システムから配信システムに移動されます。 

この章では、パブリッシュプロセスの概要とパブリッシュするアセットを承認す
る手順について説明します。 この章は、以下の節から構成されています。

• パブリッシュ方法

• パブリッシュの承認

• パブリッシュコンソール

• パブリッシュタスク

パブリッシュ方法
CS を使用すると、動的コンテンツ、静的コンテンツ、またはその両方の組み合
わせを配信システムに載せることができます。 それぞれのコンテンツには、デ
フォルトのパブリッシュ方法（配信タイプ）が用意されています。 コンテンツを
ファイルに変換して、Content Server 以外のシステムに載せることもできます。 
コンテンツの変換にも、デフォルトのパブリッシュ方法があります。 

• サーバーへのミラー： これは、管理システムの Content Server データベース
のテーブルから、配信システムの Content Server データベースのテーブルに
アセットをコピーする方法です。 ミラーされた後は、ビジターの要求に応じ
て、Web サーバーからページが動的に生成されるようになります。 これを、
動的パブリッシュ先と呼びます。

• ディスクへのエクスポート： これは、設計チームが提供するテンプレートに
従って、すべてのアセットを静的 HTML ファイルにレンダリングする方法で
す。 エクスポートされた後は、これらのファイルを配信システムの Web サー
バーにアップロードできます。 これを、静的パブリッシュ先と呼びます。

• XML へのエクスポート： これは、アセットを個々の XML ファイルに変換して、
ディレクトリに格納する方法です。 格納された後は、XML ファイルに対応し
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た外部コンテンツ配信システムにこれらのアセットファイルをパブリッシュ
できます。 これを、外部パブリッシュ先と呼びます。 

管理者は、配信タイプとパブリッシュ先を設定し、それぞれのパブリッシュ先に
アクセスできるサイトを宣言します。 パブリッシュ先の設定方法、エクスポート
する HTML ファイルの名前の付け方などについては、『Content Server 
Administrator's Guide』を参照してください。

パブリッシュの承認
アセットをパブリッシュするためには、そのアセットのパブリッシュを承認する
必要があります。 アセットには依存関係（ ベーシックアセットには名前付き関
連と無名の関連があり、フレックスアセットには定義とペアレント定義）があり
ます。 承認を求めることによって、従属アセット（親または子）の準備ができて
いないアセットがパブリッシュされるのを防ぐことができます。 これにより、配
信システムで壊れたリンクが表示されるのを防ぐことができます。

アセットの依存関係

アセットの承認状態はその依存関係によって決定されます。これには、特定のア
セットアイテムに関連付けられているすべてのアセットアイテムの承認状態、お
よびこれらの関連アイテムの依存関係が含まれます。

アセットの依存関係は、アセット間に何らかの相関関係がある場合に存在しま
す。 たとえば、任意のページアセットとコレクションアセットの間に何らかの相
関関係があるとします。 そのコレクションアセットは 3 つのアーティクルアセッ
トと相関関係があり、 そのアーティクルアセットの 2 つは ImageFile アセットと
相関関係があるとします。 このツリー階層にはこれらすべてのアセット間におけ
る一連の親子関係を形成します。 パブリッシュするには、これらすべてのアセッ
トを承認する必要があります。 

依存関係のタイプ

CS が認識し、実行するパブリッシュの依存関係のタイプは 2 種類あります。

• 存在：このタイプの依存関係では、アセットの従属アセットが、バージョン
に関係なく、パブリッシュ先に存在していればよいことになります。 たとえ
ば、親アセットとその子アセットが承認されパブリッシュされていると仮定
します。 子アセットを再度編集し、まだ承認されていない状態で、 親アセッ
トを再度編集したとします。 ここで、この親アセットが承認されると、子ア
セットが再び承認を受けていなくても、子アセットは既にパブリッシュ先に
存在しているので、親アセットをパブリッシュすることができます。 HTML
ページと別のページへの HREF リンクとの関係も、この存在の依存関係の一
例といえます。この場合は、リンク先のページが存在していればその HTML
ページをパブリッシュできます。 

• 一致：このタイプの依存関係では、パブリッシュ先の親アセットとその子ア
セットのバージョンが一致している必要があります。 たとえば、親アセット
とその子アセットが承認されパブリッシュされていると仮定します。 子ア
セットを再度編集し、まだ承認されていない状態で、 親アセットを再度編集
したとします。 ここで、この親アセットを承認しようとすると、子アセット
がまだ承認されていないため、親アセットは承認待ち状態になります。 子ア
セットを承認すると、両者のバージョンが一致するので、親アセットもパブ
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リッシュ可能な状態になります。 一連の説明文とそれに伴う図の関係は、一
方が変更されるとそれに合わせて他方も変更する必要があるという点で、 一
致タイプの依存関係の一例といえます。 

依存関係： 動的パブリッシュ

ミラーサーバーへパブリッシュするアセットを承認すると、アセットの依存関係
や各従属アセットに関連付けられている依存関係のタイプが決定されます。 その
アセットをパブリッシュするためには、すべての従属アセットが承認されている
か、または以前にパブリッシュされている必要があります。 どちらにも当てはま
らない場合は、通常、従属アセットが承認されるまで、アセットのパブリッシュ
は承認待ち状態となります。 

アセットが承認されると、承認の依存関係が記録されます。 その後にアセットを
変更すると、アセットは承認済みとみなされなくなるため、パブリッシュするた
めには再度承認する必要があります。

ベーシックアセットでは、サーバーにミラーパブリッシュする場合、デフォルト
の依存関係タイプは存在となります。管理者が特定の名前付き関連に対してデ
フォルトの依存関係タイプを上書きした場合は、この限りではありません。 フ
レックスアセットの場合、フレックスファミリーのメンバー間には明確に定義さ
れた一致と存在の依存関係があります。これらの依存関係は、開発チームが管理
システムを設計する際に考慮されます。 ベーシックアセットおよびフレックスア
セットの依存関係の詳細については、『Content Server Developer's Guide』を参照
してください。 

依存関係： 外部パブリッシュ

アセットを XML ファイルへパブリッシュする際の承認ロジックは、サーバーへ
のミラーパブリッシュと同等です。 アセットをパブリッシュするには、すべての
従属アセットが承認されているか、または以前にパブリッシュされている必要が
あります。 どちらにも該当しない場合、アセットのパブリッシュは従属アセット
の承認待ち状態となります。 アセットが承認され、パブリッシュの準備がととの
うと、アセットが XML ファイルに書き込まれます。 承認された従属アセットも
別の XML ファイルに書き込まれます。 以前にパブリッシュされている従属ア
セットは、コンテンツに変更がない限り XML ファイルには書き込まれません。

依存関係： 静的パブリッシュ

静的パブリッシュの場合、テンプレートアセットを使用してアセット間の依存関
係が決定されます。 テンプレートがレンダリングされることによって表示および
リンクされるアセットは、すべて依存関係があるとみなされます。 ただし、リン
ク先のアセットが参照しているアセットは、依存関係があるとはみなされませ
ん。 デフォルトでは、表示されるアセットには一致の依存関係、リンク先のア
セットには存在の依存関係があります。 

最終的に、テンプレート設計者が「ディスクへのエクスポート」の依存関係タイ
プを決定します。

デフォルト承認テンプレート
アセットをパブリッシュするときには、状況に応じて異なるテンプレートを使用
した方がよい場合があります。 ただし、アセットを承認するときは、依存関係の
特定に使用されるテンプレートに最も包括的なものを選択してください。ここで
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いう包括的なテンプレートとは、テンプレートの中でも代表的な依存関係が一番
多く含まれているものを指します。 このテンプレートは、配信システム上で実際
にアセットを表示するテンプレートとは異なる場合があります。 デフォルト承認
テンプレートが用意されているのはこのためです。

管理者は、各パブリッシュ先のそれぞれのアセットタイプに対するデフォルト承
認テンプレートを設定できます。 アセットのサブタイプ を使用すると、1 つのア
セットタイプをさらに細かく分類できます。 このようにサブタイプを利用して、
管理者は特定のアセットタイプに複数のデフォルト承認テンプレートを割り当て
ることができます。 アセットタイプに使用可能なサブタイプのリストがある場合
は、アセットの［新規］および［編集］フォームのドロップダウンリストに表示
されます（ベーシックアセットのみ）。 

デフォルト承認テンプレートが設定されていない場合は、アセットの［新規］ま
たは［編集］フォームで定義されている表示テンプレートを使用して依存関係が
決定されます。

エクスポート開始ポイント 
静的パブリッシュ先の場合、承認済みのアセットをパブリッシュする前に、エク
スポート開始ポイントを定義する必要があります。 開始ポイントを指定せずにパ
ブリッシュしようとすると、パブリッシュコンソールで静的パブリッシュ先を選
択した後に次のメッセージが表示されます。 

実際に開始ポイントが、、割り当てられたテンプレートを使用して、開始ポイン
トに指定されたアセットとそのリンク先のすべてのアセットを「パブリッシュせ
よ」と指示します。 開始ポイントは 1 つでも複数でも指定できます。 最低でも各
ルートノード（トップレベルのページ）をエクスポート開始ポイントとして指定
したいと考えるでしょう。同時にルートノードは、配信システムにパブリッシュ
するアセットのサブセットをエクスポートするための手段として使用することも
できます。 詳しくは、104 ページの「エクスポート開始ポイントの指定」を参照
してください。

パブリッシュ保護メカニズム

Content Server では、承認およびパブリッシュプロセスの整合性を維持するた
め、以下のようなルールを設定しています。

• 承認およびパブリッシュタスクには適切な権限が必要です。

• すべての承認およびパブリッシュの処理は、パブリッシュ先単位で実行され
ます。

• Content Server の標準インターフェイスでは、［調査］フォームまたは［ス
テータス］フォームから個々のアセットを承認するか、またはアセットのリ
ストのチェックボックスをオンにする方法で、アセットを承認します。 ア
セットの承認はワークフローで自動化することもできます。 管理者は、すべ
てまたは特定のアセットを一括承認することができます。 
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• パブリッシュの実行中は、パブリッシュ処理が完了するまで、そのパブリッ
シュ先に対して承認されたアセットを編集することはできません。ただし、
管理者がこれとは異なるシステム設定を行っている場合は、この限りではあ
りません。

• パブリッシュの実行中は、パブリッシュ処理が完了するまで、そのパブリッ
シュ先に対してすでに承認されているアセットを開いて編集しても、編集内
容を保存することはできません。

• パブリッシュは増分方式です。つまり、同じバージョンのアイテムがそのパ
ブリッシュ先にすでにパブリッシュされている場合、そのアイテムはパブ
リッシュされません。 ただし、管理者はこの制約を無効にして、前のパブ
リッシュ履歴に関係なく任意のパブリッシュ先に対してすべてのアセットの
パブリッシュを実行することができます。

• パブリッシュ先にパブリッシュするアセットを個別に選択することはできま
せん。パブリッシュを開始すると、まだ一度もパブリッシュ先にパブリッ
シュされていないアセットのうち、承認済みでパブリッシュの準備ができた
アセットすべてがパブリッシュされます。 任意のアセットを次のパブリッ
シュイベントでパブリッシュされないようにするには、そのアセットを承認
しないでください。
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パブリッシュコンソール
パブリッシュコンソールを使用すると、アクセス可能なサイトに設定されたパブ
リッシュ先のパブリッシュ処理を表示、管理できます。 パブリッシュコンソール
でおこなえる操作は、以下のとおりです。

• 承認済みでパブリッシュの準備ができたアセットがある、パブリッシュ先へ
のパブリッシュ処理を開始します。

• パブリッシュ先へのパブリッシュが承認待ち状態になっているアセットを検
索して解決します。

• 現在実行中のパブリッシュイベントを確認します。

• パブリッシュイベントのスケジュールを表示します。

• すでに実行されたパブリッシュイベントの監査記録を表示します。

ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、Content Server の標準イン
ターフェイスの作業領域にパブリッシュコンソールを開きます。 次の節では、
パブリッシュコンソールを使用してさまざまなパブリッシュ操作をおこなう
方法について説明します。

パブリッシュタスク
ここでは、Hello Asset World サンプルアセットを使用しながら、Content Server
の標準インターフェイスでアセットを承認する方法とパブリッシュする方法につ
いて説明します。

パブリッシュするアセットの承認

パブリッシュするアセットを承認するには、適切な権限が必要です。 アセットを
承認する作業は、自動化することもできます。 たとえば、Burlington Financial サン
プルサイトに含まれているサンプルワークフロープロセスの Normal Article 
Process には、ワークフローで処理されたアセットを提供されている静的および
動的パブリッシュ先に対して自動的に承認する最終段階のアクションがありま
す。 詳しくは、115 ページの「サンプルワークフロー」を参照してください。

表示可能なアセットについては、プレビューで確認した上で、承認してくだ
さい。

パブリッシュするアセットを承認するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. パブリッシュを承認するアセットを検索して選択します。 

3. ［調査］フォームにアセットを開き、ドロップダウンリストから［パブリッ

シュ先の承認］を選択します。 パブリッシュ承認フォームが表示されます。

注

パブリッシュコンソールにアクセスするには、適切な ACL が必要
です。
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4. 承認するアセットのパブリッシュ先を選択します。一般的なパブリッシュ先

として、ディスクにエクスポートパブリッシュする方法には静的パブリッ
シュ先が、サーバーにミラーパブリッシュする方法には動的パブリッシュ先
が用意されています。 フォームには、現在のサイトに対して設定されている
他のパブリッシュ先も表示されます。 アセットは、個々のパブリッシュ先に
対して承認する必要があります。

［承認］をクリックします。

通常、承認済みのアセットがパブリッシできない原因となっているアセット
がリストに表示されます。

5. アセットは承認されていますが、従属アセットの承認が必要なためパブリッ

シュできません。 ［すべて選択］をクリックして、承認が必要なアセットの
横にあるチェックボックスをすべてオンにして、［承認］をクリックします。 
CS によって、これらの他のアセット間の依存関係が確認され、同様の結果
が表示されます。 すべての依存関係が解決されるまで、関連アセットの承認
を続けます。

［ステータス］フォームからアセットを承認することもできます。手順について
は、99 ページの「承認状態の確認」を参照してください。

承認状態の確認

アセットの承認状態を確認するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 確認するアセットを検索して選択します。 
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3. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。 

［パブリッシュ先］領域までスクロールします。次のような画面が表示され
ます。

フォームには、現在のサイトの管理者が定義した各パブリッシュ先に対する
アセットの承認状態が表示されます。

これをパブリッシュ先でプレビュー：このハイパーリンクをクリックする
と、プレビューウィンドウにアセットが表示されます。

- 静的パブリッシュ先の場合、デフォルト承認テンプレート（［テンプレー
ト］で指定）によってアセットの依存関係が確認されます。 詳しくは、95
ページの「デフォルト承認テンプレート」を参照してください。 

- 動的パブリッシュ先および XML パブリッシュ先へのエクスポートの場合、
アセットはそのまま表示されます。

承認状態：承認サイクルにおけるアセットの現在の状態を説明します。 何ら
かの操作が必要な場合は、［このアセットを承認］など、適切なハイパーリ
ンクが表示されます。 詳しくは、101 ページの「承認状態」を参照してくだ
さい。

ファイル / パス： 開始ポイント：（静的パブリッシュ先のみ）エクスポート
開始ポイントを定義するフォームへのリンクが表示されます。エクスポート
開始ポイントは、依存関係の確認を開始する最上位ページ（たとえば Home
など）となります。 オプションで、アセットの作成時に指定したファイル名
やパス名を上書きすることもできます。 詳しくは、104 ページの「エクス
ポート開始ポイントの指定」を参照してください。

従属アセットの承認：現在のアセットと依存関係にあるアセットのリストへ
のリンクが表示されます。 これらの従属アセットの状態は、次のサンプルリ
ストのスナップショットに示されているように、「承認済み」、「承認が必
要」、他の従属アセットの「承認待ち」の 3 種類があります。 

リストにあるアセットの［承認が必要］リンクをクリックすると、CS に
よってアセットが承認され、そのアセットの依存関係が確認されます。 この
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アセットの承認状態は、［承認済み］または［承認待ち］のどちらかになり
ます。

リストにあるアセットの［承認待ち］ リンクをクリックすると、承認待ちア
セットをパブリッシュする前に承認が必要なアセットのリストが表示されま
す。 ［すべて選択］をクリックして、承認が必要なアセットの横にある
チェックボックスをすべてオンにして、［承認］をクリックします。

これら 2 つのイベントの操作は、98 ページの「パブリッシュするアセットの
承認」で説明されている手順 4 および 5 と類似しています。

承認状態
以下の表では、各パブリッシュ先に対する［ステータス］フォームに表示される
可能性のある承認状態とその意味、必要な操作（該当する場合）を示してい
ます。 

状態 意味

承認済み。 パブリッシュ先へのパブ
リッシュが承認済みで準備ができて
います。 

（情報）このアセットは、内容が変
更されたり、一致の依存関係にある
従属アセットの内容が変更されない
限り、次のパブリッシュイベント時
にこのパブリッシュ先にパブリッ
シュされます。 

承認もパブリッシュも完了していま
す。 アセットのバージョンはパブ
リッシュ先のバージョンと同じ
です。 

（情報）一致の依存関係にあるア
セットがすでにこのパブリッシュ先
にパブリッシュされています。 

現在チェックアウトされています。 
パブリッシュ先にパブリッシュされ
ません。 

（操作が必要な場合あり）アセット
は、リビジョントラッキングで
チェックアウトされています。 承認
されていますが、リビジョントラッ
キング機能が無効になるまではパブ
リッシュできません。

•［チェックイン］：アセットを再承
認してください。

•［チェックアウトを元に戻す］：ア
セットは承認されているためパブ
リッシュ可能です。

•［ロールバック］：アセットを再承
認してください。

パブリッシュ先にエクスポートされ
るページでリンクとして承認されて
います。

（情報）このアセットは、エクス
ポートされるページからリンクされ
る場合に限り、静的パブリッシュ用
に承認されています。

アセットはパブリッシュ先へのパブ
リッシュの承認後、変更されてい
ます。

（操作が必要）アセットを再承認し
てください。 ［このアセットを承認］
リンクをクリックして、承認プロセ
スを開始します。 
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［パブリッシュできない原因となっているアセットの表示］リンクをクリックす
ると、次のようなフォームが表示されます。

Hello Asset World は単純なサイトですが、複雑なサイトの場合は通常、アセット
のリストがさらに長くなります。 フォームには、パブリッシュする前に承認が必
要なアセットだけでなく、そのアセットに関連する承認待ちアセットも表示され
ます。 ［すべて選択］ をクリックして、両方のリストのアセットを選択します。

［承認］をクリックして、競合している問題や原因となりうるものをすべて解決
します。

承認済みですが、パブリッシュ先 に
パブリッシュするための承認は、す
でに存在しない従属アセットのバー
ジョンに基づいています。

（操作が必要）このアセットのバー
ジョンが従属アセットのバージョン
と一致するように、アセットを再承
認してください。 ［このアセットを
承認］リンクをクリックして、承認
プロセスを開始します。 

承認待ち。 承認済みですが、従属ア
セットのパブリッシュ先へのパブ
リッシュがまだ承認されていま
せん。

（操作が必要）従属アセットが承認
されるまで、アセットは承認待ちに
なります。 ［パブリッシュができな
い原因となっているアセットの表
示］リンクをクリックして、従属ア
セットを表示し承認します。

承認が必要。 パブリッシュ先へのパ
ブリッシュが承認されていません。

（操作が必要）アセットを承認して
ください。 ［承認］リンクをクリッ
クして、承認プロセスを開始し
ます。 

このアセットは、参照元のアセット
が承認されるまでパブリッシュでき
ません。

（操作が必要）このアセットをパブ
リッシュする前に、参照元アセット
を承認してください。 承認待ち状態
の関連アセットも一覧表示されて、
承認が必要となる場合があります。 

［パブリッシュできない原因となっ
ているアセットの表示］リンクをク
リックして、参照元アセットと関連
アセットを表示し、承認します。

状態 意味
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承認の競合の解決

アセットは承認されていても、従属アセットまたは参照アセットが承認されてい
ないために、パブリッシュが承認待ち状態になっている場合、承認の競合が発生
します。 98 ページの「パブリッシュするアセットの承認」99 ページの「承認状
態の確認」では、個々のアセットに対する承認の競合を解決する方法について説
明します。

複数のアセットが持つ承認の競合をグローバルに解決するには、次の手順に従っ
て、パブリッシュコンソールで特定のパブリッシュ先に対するのパブリッシュの
状態を調べます。

パブリッシュ先に対する競合を解決するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、パブリッシュコンソールを

開きます。

3. ドロップダウンリストからパブリッシュ先を選択し、［パブリッシュ先の選

択］をクリックします。

4. 選択したパブリッシュ先に対する承認待ちアセットがある場合は、そのア

セットへのハイパーリンクをクリックします。 承認待ちアセットのリストが
表示されます。

5. ［承認］列の［承認待ち］ハイパーリンクをクリックして、承認フォームを

開きます。

6. ［すべて選択］をクリックして、承認が必要なアセットの横にあるチェック

ボックスをすべてオンにして、［承認］をクリックします。

注

[ パブリッシュ ] タブが表示されない場合は、この操作を行う許可が
ない可能性があります。
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7. パブリッシュ先に対する承認待ちアセットのリストに戻り、手順 5 と 6 を繰り

返して承認の競合をすべて解決します。 これで、承認済みのアセットを一括
してそのパブリッシュ先にパブリッシュできます。

エクスポート開始ポイントの指定

ディスクにエクスポートする場合は、パブリッシュを開始するポイントを定義し
て、システムにパブリッシュを開始する場所を知らせる必要があります。つま
り、トップレベルのアセットを指定して、該当するアセットとそのリンク先のす
べてのアセットをパブリッシュします。 

アセットを開始ポイントとして割り当てるとき、アセットに使用するテンプレー
トを指定する必要があります。 異なるパブリッシュ条件に応じて、複数のテンプ
レートを指定できます。

アセットをエクスポート開始ポイントとして指定するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. エクスポート開始ポイントにするアセットを検索して選択します。 

3. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

4. ［パブリッシュ先］領域にある静的パブリッシュ先を探して、［パス / ファイ

ル名と開始ポイントを指定する］リンクをクリックします。 アセットフォー
ムには、次の Hello Asset World サンプルサイトの例に示されているような
フィールドが表示されます。

5. 以下の手順に従って、フォームに入力します。

a. ［パス］：（オプション）アセットフォームで指定したパス（ある場合）を

上書きするためのディレクトリパスを指定します。 管理者が指定した命
名規則に従ってください。 この値は、アセットの開始ポイント宣言とは
別に指定できます。

パスは、installation-dir/export ディレクトリに追加されます。 この例で
は、パスは installation-dir/export/Hello となります。

b. ［ファイル名］：（オプション）アセットフォームで指定したファイル名

（ある場合）を上書きするためのファイル名を指定します。 管理者が指定
した命名規則に従ってください。 この値は、アセットの開始ポイント宣
言とは別に指定できます。
デフォルトのファイル名は、site-assettype-template_assetid.html
となります。 この文字列の中の assetid の部分に、ここで指定したファイ
ル名が入ります。 この例では、ファイル名は site-assettype-
template_World.html となります。 CS の命名規則では、必ず固有の名前
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が使われるようになっています。 このデフォルトでつけられた名前を上
書きする場合は、指定するファイル名を必ず固有のものにしてください。
まとめると、ここで指定されるパスとファイル名はパブリッシュ先に固
有のものです。 これらのフィールドが空白であっても、アセットにパス
とファイル名が指定されている場合は、それらの値が使用されます。 そ
うでない場合は、デフォルトの命名規則を使用してパスとファイル名が
決定されます。 詳細については、『Content Server Administrator's Guide』
を参照してください。

c. 開始ポイントに使用するテンプレートをクリックします。 テンプレート

をクリックすると、エクスポート開始ポイントの設定ラジオボタンで自
動的に［はい］ が選択されます。 複数のテンプレートを選択して、複数の
開始ポイントを定義することができます。 たとえば、テキストのみの開
始ポイントとグラフィックを多用した開始ポイントを指定する場合は、
適切なテンプレートを選択します。

d. 指定したパスを強制するかどうかを指定します。 上の例では、パスのみ

を強制する場合、パスとファイル名は Hello/site-assettype-
template_World.html となります。

e. 指定したファイル名を強制するかどうかを指定します。 ファイル名を強

制する場合、site-assettype-template 部分は切り捨てられ、名前は

ファイル名のみになります。 上の例では、パスと名前は Hello/
World.html となります。

複数の開始ポイントを定義する場合、そのうちの 1 つのポイントに対し
てのみファイル名を強制できます。

6. [ 保存 ] をクリックします。 ［ステータス］フォームが更新されて、指定した

情報が適用されます。

承認済みアセットのパブリッシュ

アセットを承認すると、パブリッシュ先に分けてまとめられます。 アセットをパ
ブリッシュすると、パブリッシュの配信タイプに応じて、サーバーにミラーリン
グされるか、ディスクにエクスポートされます。 

パブリッシュはパブリッシュコンソールから直ちにに実行する場合と、管理者が
設定するスケジュールイベントとして実行される場合があります。 どちらの場合
も、パブリッシュはバックグラウンドプロセスとして実行されるため、Content 
Server の標準インターフェイスでの作業を続行できます。 パブリッシュを実行で
きるユーザーは、サイトのポリシーと実際の運用形態によって決定されます。 

承認済みのアセットをパブリッシュするには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、パブリッシュコンソールを

開きます。
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3. ドロップダウンリストからパブリッシュ先を選択し、［パブリッシュ先の選

択］をクリックします。 配信タイプに基づいた［パブリッシュ］フォームが
表示されます。

ディスクにエクスポートする場合

ディスクにエクスポートする配信タイプは参照ベースです。つまり、パブ
リッシュされる HTML ファイルに承認済みのアセットへの参照が含まれてい
ることになります。 選択したパブリッシュ先に対してパブリッシュの準備が
できたアセット参照がない場合、フォームには［パブリッシュ］ボタンは表
示されません。 また、開始ポイントへのリンクも表示されます。 静的パブ
リッシュ先にパブリッシュする場合は、開始ポイントが必要となります

（ 96 ページの「エクスポート開始ポイント」を参照）。

サーバーにミラーする場合

選択したパブリッシュ先に対してパブリッシュの準備ができたアセットがな
い場合、フォームには［パブリッシュ］ボタンは表示されません。

4. 承認済みのアセットのリストを表示するには、ハイパーリンクをクリックし

ます。
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［戻る］をクリックすると、前の画面に戻ります。

5. 承認済みのアセットを、選択したパブリッシュ先にパブリッシュするには、

［パブリッシュ］をクリックします。 確認メッセージが表示されたら、［OK］
をクリックして続行します。

パブリッシュタスクが開始されたことを確認するメッセージ、または選択し
たパブリッシュ先へのパブリッシュが実行中のためタスクを開始できないこ
とを示すメッセージが表示されます。 ハイパーリンクをクリックして、パブ
リッシュコンソールに戻ります。

現在のパブリッシュ処理の表示

現在のパブリッシュ処理を調べるには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、パブリッシュコンソールを

開きます。

3. 次に示す［パブリッシュセッションの実行中］までスクロールします。 

実行中のセッションについては、以下の点にも留意してください。

- このリストには、パブリッシュコンソールから、またはスケジュール設
定されたイベントとしてトリガーされた実行中のパブリッシュセッショ
ンが（パブリッシュ先別）に表示されます。 最後に開始されたセッショ
ンから順に一覧表示されます。

- 表示される状態は実行中またはエラーのいずれかとなります。エラーの
ハイパーリンクをクリックすると、その問題と考えられる原因が表示さ
れます。

- 実行中のアクティビティを確認できる調査アイコンがあります。 セッ
ションの状態がエラーの場合は、ごみ箱アイコンが表示され、エラー原
因のトラブルシューティング後にそのセッションを削除することができ
ます。 これらのアイコンは、現在のサイトに設定されているパブリッ
シュ先に対してのみ表示されます。 その他のパブリッシュ先では、パブ
リッシュセッションの状態が実行中かエラーであるかは表示できますが、
セッションの内容を調べたり、エラーが発生しているセッションを削除
することはできません。 

注

パブリッシュ先にパブリッシュするアセットを個別に選択するこ
とはできません。承認済みのアセットは、すべてまとめてパブ
リッシュされます。
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スケジュール設定されたパブリッシュアクティビティの表示

スケジュール設定されたパブリッシュアクティビティを確認するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、パブリッシュコンソールを

開きます。

3. 次に示す［スケジュール設定されているパブリッシュタスク］までスクロー

ルします。 

スケジュール設定されたパブリッシュについては、以下の点にも留意してく
ださい。

- 管理者はパブリッシュを、パブリッシュ先ごとに時間指定されたイベン
トとして設定します。

- 時間フォーマットは、hh:mm:ss W/DD/MM です。

hh（時間）＝ 0 ～ 23

mm（分）＝ 0、15、30 または 45

ss（秒）＝ 0

W（曜日）＝ 0（日）～ 6（土）

DD（日）＝ 1 ～ 31

MM（月）＝ 1 ～ 12

上の例では、MyExportTarget に対するパブリッシュは、毎日午前 0 時にス
ケジュール設定されています。 MyMirrorTarget に対しては、毎週月、水、金
曜日の午前 8 時、正午、午後 4 時にパブリッシュがスケジュール設定されて
います。

あらゆるサイトのすべてのパブリッシュ先に対してスケジュール情報が用意され
ています。
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パブリッシュ履歴の表示

パブリッシュ履歴を確認するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［パブリッシュ］をクリックして、パブリッシュコンソールを

開きます。

3. 次に示す［パブリッシュ履歴］までスクロールします。 

パブリッシュ履歴については、以下の点にも留意してください。

- このリストには、完了したパブリッシュセッションが最大 20 件表示され
ます。 最後に完了したセッションから順に一覧表示されます。

- 表示される状態は、完了（成功）または失敗（セッション実行時にエ
ラーが発生してトラップ）のいずれかです。

- 以下に示されているように、確認できる調査アイコンがあります。 セッ
ションレコードを削除するためのごみ箱アイコンもあります。 セッショ
ンレコードは、削除する前にアーカイブすることができます。 これらの
アイコンは、現在のサイトに設定されているパブリッシュ先に対しての
み表示されます。 その他のパブリッシュ先では、セッションが完了した
かどうかは表示できますが、セッションの結果を調べたり、セッション
レコードを削除することはできません。

目のアイコンをクリックすると、パブリッシュ済みのアセットをプレ
ビューできます。アセット名のリンクをクリックすると、［調査］フォー
ムにパブリッシュ済みのアセットが表示されます。
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第 6 章

ワークフロー
多くの場合、Web サイトは複数の人が作成に関わっています。 コンテンツの構
成、コンテンツの編集および確認作業、コンテンツの配置、ページを更新する時
期の決定は、 それぞれの担当者から担当者へと移行していきます。 このように、
コンテンツが一定のパターンで人から人へと移行するプロセスをワークフローと
呼びます。 

この章では、ワークフローの概念についての簡単な概要とワークフローに関連す
る特定のタスクを実行する手順について説明します。 この章は、以下の節から構
成されています。

• 概要

• サンプルワークフロー

• ワークフロータスク

• ワークフローグループ

• ワークフローレポート
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概要
ここでは、ワークフローの基本概念と用語について説明します。

ワークフローとアセット

アセットはワークフローに割り当てることができます（必ずしも割り当てる必要
はありません）。 ワークフロープロセスは、特定のアセットまたは特定のタイプ
のアセットすべてに適用できます。 アセットをグループ化して、同じワークフ
ローを同時に通過させるようにすることもできます。

アセットを自動的にワークフローに割り当てるか、手動で割り当てるかは、サイ
トの設定内容に応じて異なります。 Content Server では、ワークフローシステム
を利用して、ユーザーに対するアセットのアサイメントを管理、トラッキングし
たり、許可を通してユーザーが処理できる作業内容を指定することができます。 
ワークフロー管理者は、アセットタイプごとに必要な数のワークフロープロセス
を定義できます。 

ステップと状態

ワークフロープロセスで、一連のステップが定義されます。 それぞれのステップ
で、アセットが開始状態から完了状態へと移行します。 ワークフロー管理者は、
ワークフロープロセスの作成時に、各ステップを定義して適切な開始状態と完了
状態を割り当てます。 ステップにはそれぞれ名前が付きます。 たとえば、「Send 
for Review」もステップの 1 つです。 アセットは、複数のステップを経由して、
ある状態から別の状態に移行することもあります。 たとえば、承認準備が完了し
たアーティクルは、事実的な誤り（Reject for Error）やスタイル上の問題

（Reject for Style）が原因で拒否される場合があります。 

アセットはロール別にユーザーに割り当てられます。 アセットがプロセスを通過
するときに、各ステップでは、アセットが 1 つ以上のロールに属するユーザー
に割り当てられます。 各ステップには、アセットを解放（ステップを完了）し
て、ワークフロー内を移動させることができる許可を持つロールが少なくとも 1
つあります。 ロールに属するユーザーは、次に進むステップを選択することがで
きます。 たとえば、承認担当者の場合は、承認を要求するアーティクルを拒否す
ることも承認することもできます。 Content Server の標準インターフェイスにロ
グインすると、自分に割り当てられているすべてのアセットが表示されます。 ア
セットの処理が完了したら、そのアセットに対する処理が完了したことを示し
ます。 ワークフロープロセスの状態が変化して、次のアサイメントが決定され
ます。 

ステップには条件を設定することもできます。つまり、条件が満たされるまで
は、特定のユーザーまたはすべてのユーザーがステップを処理できなくなり
ます。

ロール、ユーザー、参加者

ワークフロープロセスでは、機能を実行するための許可はロールに対して与えら
れます（ユーザーに対してではない）。 許可が使用できるのは、アセットにワー
クフローが割り当てられている場合のみです。 許可は、ユーザーのロールだけで
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なく、アセットの状態やアセットがユーザーに割り当てられているかどうかに
よっても異なります。 

特に指定しない限り、アセットは任意のロールに属するすべてのユーザーに割り
当てられます。 アセットは、該当するロールを持つすべてのユーザーのアサイメ
ントリストに表示されますが、 参加者を選択すると、特定のアセットを処理する
ことができるユーザーを限定できます。 参加者は、アセットにワークフローが割
り当てられるときに設定されます。 また、アセットの処理中に参加者を追加する
こともできます。

参加者を設定する場合は、各ロールに対して 1 人以上のユーザーを選択します。 
選択された参加者のアサイメントリストにのみアセットが表示されますので、そ
の参加者がアサイメントを完了しない限り、ワークフロープロセスのアセットの
状態は変更されません。

ワークフローのアサイメント

一般的なワークフローの設計では、ワークフローが割り当てられると、電子メー
ルで通知されます。 Content Server の標準インターフェイスにログインすると、

［マイワーク］に自分のアサイメントが表示されます。 アイコンバーの［マイア
サイメントの表示］をクリックすると、オンラインセッション中にいつでも最新
情報に更新されたリストを表示できます。

アサイメント期間
各ワークフローの状態には、アサイメントの完了推定時間が設定されています。 
アサイメントの各担当者は、次のアサイメントのデフォルトの推定時間を上書き
することもできます。ただし、ワークフロー管理者がこの機能を無効にしている
場合は、変更できません。 完了推定時間は、アサイメントリストの［期限］列に
表示されます。 完了推定時間に関連させて時間設定したイベントのようにトリ
ガーされる、電子メール通知によるアサイメントアクションを関連付けることも
できます。 以下に例を示します。

• アサイメント期限日の 1 日前に、ユーザーに催促通知が届きます。

• ユーザーとワークフローの開始者の元に、アサイメント期限日当日に警告が
届きます。

• 期限日の翌日に、開始者にアサイメントが完了されていないことを知らせる
通知が届きます。

アサイメントの投票
ワークフローに参加しているユーザーには承認権があり、 アサイメントを完了す
ることによって承認を記録します。 承認する方法は、ワークフロープロセスで割
り当てられたロールによって異なります。 たとえば、承認者の場合、アセットを
承認または拒否することでワークフローのアサイメントを完了します。

注

ワークフローでは、許可と機能権限は同義語として使用できます。 
この章で説明する「許可」は、「アクセスの許可」のことではありま
せん。
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何らかの理由でアサイメントを完了できない場合は、承認作業をキャンセルでき
ます。 アサイメントはそのまま残りますが、アセットはワークフローの先に進む
ことができます。 その承認がこのロールおよびステップの最後の（または唯一
の）承認である場合は、承認作業をキャンセルすることはできません。 アサイメ
ントはまだ残っているため、キャンセルを取り消して承認することができます。
つまり、アセットがまだ次の状態に移行していなければ、アサイメントを完了で
きます。

アサイメントの委任
アサイメントを処理する別の方法として、同じロールの別のユーザーにアサイメ
ントを委任する方法があります。 ただし、委任先のユーザーに、自分と同じロー
ルで委任しようとしているアセットがすでに割り当てられている場合は委任でき
ません。 

アサイメントを委任できるかどうかは、ワークフローの許可によって制御されま
す。 管理者は常にアサイメントを委任できます。

アサイメントの委任には、電子メールによる通知をトリガーする委任アクション
を関連付けることができます。以下に例を示します。 

• 新しいアサイメントの受領者に通知する。

• ワークフロー管理者にアサイメントの委任を通知する。

同意とデッドロック

アセットは、参加者の承認、つまりアサイメントの完了に基づいてある状態から
別の状態に移行します。 ワークフロー管理者は、ワークフロープロセスを定義す
るときに、特定のステップの特定のロールに属するすべての参加者が承認する必
要があるかどうかを決定します。 すべての参加者が承認する必要がない場合（デ
フォルト）は、アサイメントを最初に終了するユーザーがアセットの通過を指示
します。 フローが決定されると、そのロールに属する他のすべての参加者に対す
るアサイメントが取り消されます。

すべての参加者が承認する必要がある場合は、各参加者の完了済みアサイメント
は、すべての参加者が承認するまでキューに入れられ、すべての参加者が承認し
たときに次の状態に移行します。

アセットが次に移行するステップの選択があり、各ステップですべての参加者の
承認が必要な場合は、デッドロックが発生する可能性があります。 デッドロック
は、すべての参加者が承認する必要があり、どのステップを選択するかについて
の承認結果が一致しない場合に発生します。 通常ワークフロープロセスには、す
べての参加者に対して電子メールによる通知を生成し、承認集計を示して、いず
れかの結果が過半数を超えるようにすべての参加者に再承認を促すデッドロック
アクションが含まれています。

ワークフローグループでは、管理者は［ステップをグループ単位で同期］の設定
をオンまたはオフに切り替えることによって、アセットをステップ単位で一括し
て強制的に移行する時期を選択できます。 設定をオンにすると、すべてのアセッ
トが次の状態に同時に移行します。したがって、グループ内の各アセットは、す
べてのアセットが承認されるまで、承認された順にキューに入れられます。 

通常のワークフローと同様、ワークフローグループ内でもデッドロックすること
があります。 たとえば、異なる状態につながる異なるステップがすべて承認しな
ければならないが，合意に達しないとき、 これらの異なるステップが同期化され
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ている場合には、グループデッドロックが発生する可能性があります。 管理者
は、このような事態を回避するように、慎重に計画する必要があります。

サンプルワークフロー
Burlington Financial サンプルサイトのサンプルワークフロープロセスである
Normal Article Process では、アーティクルアセットの作成からパブリッシュの承
認までをフロー形式で説明しています。 

このサンプルワークフロープロセスでは、4 つのいずれかのロールを持つユー
ザーが、新しくアーティクルアセットを作成して、そのアセットを Normal 
Article Process ワークフローに割り当てます。 アセットを割り当てると、ワーク
フローが開始して、 アーティクルが作成者から編集者、さらに校正者から承認者
へと移行します。 校正者と承認者は、アーティクルを承認または拒否することが
できます。 校正者と承認者のいずれかがアーティクルを拒否すると、アーティク
ルは編集者に戻されます。 アーティクルをパブリッシュするには、校正者と承認
者の両方が承認に同意する必要があります。

サンプルワークフローは 3 段階の状態で 6 つのステップを移行するだけのシン
プルなフローですが、ワークフロープロセスの仕組みを理解するには十分です。 
各ロールには参加者が 1 人ずつ割り当てられ、ユーザー名はそれぞれのロール
を表しています（たとえば、user_author は作成者ロールの参加者）。 実際には、
各ロールに複数の参加者が割り当てられるような複雑なプロセスが構成される可
能性が高くなります。

サンプルワークフローのステップと状態

次の表に、Normal Article Process のステップと状態を示します。 

ワークフ
ローの開始

作成者

作成者が編
集者に割り
当てる

編集確認用
に送信

編集者が承認
者と校正者に
割り当てる

承認用に送信

作成者に
割り当て
る

開始
ステップ

校正者
編集者に割り当
てる

スタイルによる
拒否

、承認者 
校正者が承認機
能を開始

パブリッシュの
承認

承認待ち

承認者
校正者

承認待ち

編集者
アセット
はもはや
ワークフ
ローにあ
りません

承認者
編集者に割り当
てる

エラーによる拒否
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) へ
現在の状態 ステップ 説明 次に移行する状態

なし StartStep
（開始ス
テップ）

4 つのいずれかのロール（作成
者、編集者、校正者、承認者）
を持つユーザーがアーティクル
を Normal Article Process ワーク
フローに割り当てます。 

Workflow Initiated
（ワークフローの開始

Workflow Initiated
（ワークフローの
開始）

Send for 
Review

（確認用に
送信）

作成者ロールのユーザーに、電
子メールによるアサイメント通
知が届きます。 作成者は、アー
ティクルを作成または改訂して、
アサイメントを完了します。

 Ready for Review
（レビュー準備完了 ) へ

Ready for Review
（レビュー準備
完了）

Send for 
Approval

（承認用に
送信）

編集者ロールのユーザーに、電
子メールによるアサイメント通
知が届きます。

編集者は、アーティクルに改訂
を加えて、アサイメントを完了
します。

Ready for Approval
（承認準備完了）へ
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サンプルワークフローのシナリオ

ここでは、サンプルワークフローの Normal Article Process を使用して、一般的な
アーティクルのフローについて説明します。 

1. ユーザーがアーティクルアセットを作成してワークフローに割り当てる

適切な許可を持つユーザーがアーティクルアセットを作成し、そのアセットを
ワークフローに割り当てると、プロセスが開始します。

2. 作成者がアーティクルを作成して確認用に送信する

作成者の Ada に、電子メールによるアサイメント通知が届きます。 アーティク
ルの状態が、ワークフローの最初の状態である「Workflow Initiated（ワークフ
ロー開始）」になります。 Ada は、アーティクルの作成、アーティクルアセット
の保存を行った後、［マイアサイメントの完了］機能を使用してアーティクルを
確認用に送信します。 

Ready for 
Approval

（承認準備完了）

Reject for 
Error

（エラーに
よる拒否）

承認者ロールのユーザーに、電
子メールによるアサイメント通
知が届きます。

承認者は、事実に誤りがあるた
めアーティクルを拒否して、ア
サイメントを完了します。 アー
ティクルの拒否によって編集者
への通知がトリガーされます。
編集者はアーティクルを訂正し、
承認を受けるために再送信する
必要があります。

Ready for Review
（レビュー準備完了 ) へ

Reject for 
Style

（スタイル
による
拒否）

校正者ロールのユーザーに、電
子メールによるアサイメント通
知が届きます。

校正者は、スタイルに問題があ
るためアーティクルを拒否して、
アサイメントを完了します。 
アーティクルの拒否によって編
集者への通知がトリガーされま
す。編集者はアーティクルを訂
正し、承認を受けるために再送
信する必要があります。 

Ready for Review
（確認準備完了）へ

Approve 
for 
Publishing

（パブリッ
シュの承
認）

承認者と校正者の両方が、アー
ティクルを承認して、それぞれ
のアサイメントを完了します。

アーティクルの状態が更新され、
選択されたパブリッシュ先に対
するパブリッシュが承認されま
す。 アーティクルはワークフ
ローから削除されます。

なし

現在の状態 ステップ 説明 次に移行する状態
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ワークフロープロセスのアーティクルの状態が「Ready for Review（確認準備完
了）」になります。アーティクルは編集者の Edie に割り当てられ、編集者に新し
いアサイメントに関する電子メールの通知が届きます。 

3. 編集者がアーティクルを編集して承認用に送信する

編集者の Edie はログインして、自分のアサイメントリストからアーティクルを
選択します。 Edie はアーティクルを読んで、句読点を数箇所修正します。 編集作
業が終了したら、加えた変更を保存してから、［マイアサイメントの終了］機能
を使用してアーティクルを承認用に送信します。 

ワークフロープロセスのアーティクルの状態が「Ready for Approval（承認準備
完了）」になります。アーティクルは承認者の Alan と校正者の Charlie に割り当
られ、この 2 人に新しいアサイメントに関する電子メールの通知が届きます。 

4. 校正者と承認者がアーティクルを承認する

- 承認者がアーティクルを承認する

承認者の Alan はすでにログインしていたため、電子メール受信後、［マ
イアサイメントの表示］機能を使用して自分のアサイメントリストを表
示します。 Alan は、新しく割り当てられたアーティクルを選択して内容
を調べます。 問題がないようなので、［マイアサイメントの終了］機能を
使用します。 Alan はアーティクルを承認することも拒否することもでき
るため、ワークフロープロセスでは両方のオプションが表示されます。 

ただし、Alan がアーティクルを承認しても、校正者の Charlie が承認する
まで、アーティクルの状態は変わりません。 

- 校正者がアーティクルを承認する

校正者の Charlie は、アーティクルを調べて承認します。 

Charlie または Alan のどちらかがアーティクルを拒否した場合、アーティ
クルは編集者の Edie に戻されます。 ここでは、Charlie と Alan が両方とも
承認したため、アーティクルは自動的にパブリッシュを承認され、ワー
クフローから削除されます。 

ワークフロータスク
ここでは、Content Server の標準インターフェイスで実行される一般的なワーク
フローに関連したタスクについて説明します。 

注

Normal Article Process ワークフローでは、承認者または校正者のどち
らかがアーティクルを拒否すると、他のユーザーへのアサイメントが
取り消され、アーティクルは編集者に戻されます。 実際に設定されて
いるワークフローでも、このような不一致が原因でデッドロックが発
生する可能性があります。デッドロックは、アセットを前の状態に戻
したり、次の状態に移行する前に解決しておく必要があります。
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アセットの状態の表示

この章の後半で説明されている手順の多くは、アセットを［ステータス］フォー
ムで開いて、アセットの状態を表示するくように指示されます。 アセットの状態
を表示する方法はここで触れますので、各手順では説明を省略しています。

• 下の図に示されているように、アサイメント項目にある［ワークフロー状
態］列のハイパーリンクをクリックして、アサイメントリストからアセット
の状態を表示する方法。

• 下の図に示されているように、アセット項目にある［ステータス］列のハイ
パーリンクをクリックして、アセットリストからアセットの状態を表示する
方法。

• アクションバーのドロップダウンリストにある［ステータス］を選択して、
［調査］フォームからアセットの状態を表示する方法。

• フォームの本文にある［ステータス］のハイパーリンクをクリックして、
［調査］フォームまたは［編集］フォームからアセットの状態を表示する
方法。

• ツリー内のアセットを選択してマウスを右クリックすると表示されるポップ
アップメニューから、［ステータス］を選択してアセットの状態を表示する
方法。

アセットに対するワークフローオプションの設定

適切な許可があり、アセットタイプに対して定義されたワークフロープロセスが
存在する場合は、作成するアセットまたは既存のアセットにワークフローを割り
当てることができます。 

ワークフローをアセットに割り当てるには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索または作成し
ます。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［ワークフローの選択］を選択します。 以下のような［ワークフロー
の選択］フォームが表示されます。
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4. ［ワークフローの選択］フォームで、［ワークフロープロセスの選択］ ドロッ

プダウンリストからワークフローを選択します。 ワークフローを選択すると、
フォームにワークフローオプションが表示されます。

5. オプション「参加者の設定 ...」をクリックして参加者の設定フォームを開き、

各ロールから少なくとも 1 人のユーザーを選択します。 参加者を設定しない
場合は、アセットがワークフロープロセスを移行するに従って、各ロールの
すべてのユーザーがアサイメントを受け取ることになります。 

6. （オプション）［依頼内容］テキストボックスに指示を入力します。 これらの

指示は、アサイメントを受け取るユーザー用です。

7. （オプション）指定の書式を使用して、次のアサイメントの完了期限となる

［アサイメント期限］の日付を設定します。 特定の日付を入力しない場合、ア
サイメントの期限は次の状態で設定された時間までとなります。この時間
は、［期限］をクリックするとデフォルトで表示されます。 

この機能は、ワークフロー管理者が有効にしている場合のみ表示され、ユー
ザーにワークフロープロセスの管理者ロールが割り当てられている場合また
は適切な許可が与えられている場合のみ使用できます。 詳しくは、123 ペー
ジの「アサイメント期限を設定する」を参照してください。
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8. （オプション）指定の書式を使用して、割り当てられたアセットのワークフ

ロープロセス完了期限となる［プロセス期限］の日付を設定します。 

この機能は、ワークフロー管理者が有効にしている場合のみ表示され、ユー
ザーにワークフロープロセスの管理者ロールが割り当てられている場合また
は適切な権限が与えられている場合のみ使用できます。 詳しくは、121 ペー
ジの「プロセス期限の設定」を参照してください。

9. フォームの入力が完了したら、［ワークフローの選択］ボタンをクリックし

ます。

この時点で、アセットに対するワークフローが開始されます。通常、次のス
テップに関連付けられたロールの参加者に電子メールによるアサイメント通
知が届きます。 フォームの上部に、以下のような情報が表示され、このアク
ティビティを確認するための［ステータス］フォームが再表示されます。

ワークフロー期限の設定

ワークフローでは、以下の 2 種類の期限設定を設けることができます。

• プロセス期限：アセットが 1 つのワークフロープロセスを通過するために割
り当てられた全体的な時間。 デフォルトのプロセス期限はありません。 

• アサイメント期限：アセットがワークフローを進行する際に、1 つ 1 つのアサ
イメントを完了するために割り当てられた時間。 デフォルトのアサイメント
期限は、ワークフロー管理者がワークフローの状態を作成するときに設定し
ます。 

各期限には相互の関係はありませんので、1 つ 1 つのアサイメント期限の合計と
プロセス期限が一致しないこともあります。 これらの期限はあくまで情報として
提供されるもので、 期限を超過してもペナルティが与えられたり、エラーメッ
セージが発行されたりすることはありません。

プロセス期限の設定 
プロセス期限を設定する前に、ワークフロー管理者は以下の設定をする必要があ
ります。

• このワークフロープロセスに対してプロセス期限を設定できるようにする。

• 自分にワークフロープロセスの管理者ロールを割り当てるか、適切な権限を
与える。

両方の条件が満たされていない場合、このオプションは使用できません。

プロセス期限を設定するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索または作成し
ます。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。
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3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［プロセス期限の設定］を選択します。 ［プロセス期限の設定］
フォームが表示されます。

4. 指定の書式で日付を入力します。 プロセス期限を設定する場合は、ワークフ

ロープロセスにおけるアセットの位置や、残りのステップの累積時間を考慮
する必要があります。 デフォルトのプロセス期限はありません。

5. ［保存］をクリックして、操作を完了します。 ［ステータス］フォームが再表

示されます。
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プロセス期限の設定は、以下のタスクを実行するときに使用するフォームからも
指定できます（ただし、前述の 2 つの条件が満たされている場合のみ）。

• ワークフロー内にアセットを配置する

• ワークフローグループを作成する

• ワークフローグループを編集する

• ワークフローグループにアセットを追加する

アサイメント期限を設定する 
アサイメント期限を設定する前に、ワークフロー管理者は以下の設定をする必要
があります。

• このワークフローの状態に対してアサイメント期限を設定できるように
する。

• 自分にワークフロープロセスの管理者ロールを割り当てるか、適切な権限を
与える。

両方の条件が満たされていない場合、このオプションは使用できません。

アサイメント期限を設定するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索または作成し
ます。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックし、ドロップダウンリスト

から［アサイメント期限の設定］を選択します。 ［アサイメント期限の設定］
フォームが表示されます。

4. 指定の書式で日付を入力します。 デフォルトのアサイメント期限は、ワーク

フローの状態定義から設定されます。 Normal Article Process の場合、各状態の
期間は現在の日付と時刻から 1 年となっています。

5. ［保存］をクリックして、操作を完了します。 ［ステータス］フォームが再表

示されます。

アサイメント期限の設定は、以下のタスクを実行するときに使用するフォームか
らも指定できます（ただし、前述の 2 つの条件が満たされている場合のみ）。

• ワークフロー内にアセットを配置する
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• アサイメントを終了する

• ワークフローグループにアセットを追加する

アサイメントリストの更新

サイトへの初回ログイン時は、Content Server の標準インターフェイスの作業領
域にデフォルトで表示される［マイワーク］に自分のアサイメントが一覧表示さ
れます。 

ログイン中にこのアサイメントリストを更新するには、次のいずれかを実行し
ます。

• ボタンバーの［マイワーク］をクリックして、初回ログイン時の表示を更新
する方法。

• アイコンバーの［マイアサイメントの表示］アイコンをクリックして、自分
に割り当てられたワークフローアサイメントのみを表示する方法（以下
参照）。

各アサイメントにそれぞれ［期限］が設定されています。 ［期限］列の各値はア
サイメントの状態を示す色および記号で表示されます。

最後の 2 つのイベント（期限が迫っているイベントと期限を超過したイベント）
では、ワークフロープロセスで時間指定されたイベントが設定されている場合、
ワークフローの他の参加者に電子メールが送信されます。 プロセス期限が表示さ
れていない場合は、期限が設定されていません。 

［待機中の完了アサイメント］の下に表示されるアセットは、承認済みでキュー
に入れられ、ロールのすべての参加者による承認を待機しているアセットが表示
されます。

アサイメントの完了

アサイメントに対する作業が完了したら、アセットがワークフロープロセスの次
の状態に移行できるように、作業が完了したことをシステムに通知する必要があ
ります。 次の手順に従って、アサイメントを完了してください。 

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

色 / 記号 アサイメントの状態

黒 指定された期限

赤 24 時間以内に期限

赤の太字プラス（+）記号 期限から超過した時間
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2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［マイアサイメントの終了］を選択します。 ［マイアサイメントの終
了］フォームが、次に進む可能性のあるステップと状態とともに表示され
ます。 

a. アセットの次のステップと状態を選択します。

b. （オプション）[ 実行者コメント ] フィールドには、アセットに対して実行

した作業の短い説明を入力します。

c. （オプション）[ 実行者コメント ] フィールドには、次の担当者に対する簡

潔な提案を入力します。

d. （オプション）次のアサイメントに割り当てられた時間を上書きするに

は、［アサイメント期限］領域を使用して指定の書式で日付を入力しま
す。 特定の日付を入力しない場合、アサイメントの期限は次の状態で設
定された時間までとなります。この時間は、［期限］をクリックするとデ
フォルトで表示されます。

この機能は、ワークフロー管理者が有効にしている場合のみ表示され、
ユーザーにワークフロープロセスの管理者ロールが割り当てられている
場合または適切な権限が与えられている場合のみ使用できます。 詳しく
は、123 ページの「アサイメント期限を設定する」を参照してください。

4. [ マイアサイメントの終了 ] をクリックします。

[ 状態 ] フォームが更新され、変更が反映されます。 実行されたアクション
は、［ワークフロー履歴］の概要に表示されます。 実行予定のアクションは、
[ ワークフロー状態 ] の概要に表示されます。

アサイメントを完了した後の処理は、そのステップに対するワークフロープロセ
スの定義によって異なります。 5 つの処理が考えられます。

• ワークフローの状態が変化しても、アサイメントをそのまま保持します。 こ
れにより、移行前の状態のアセットに対して引き続き作業ができます。 アサ
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イメントをそのまま保持して場合の利点について不明な場合は、管理者に問
い合わせてください。 

• ワークフローの状態が変化しても、アセットは誰にも割り当てられません。 
アセットに対して次に実行される処理は、機能権限によって管理されます。 
これは、管理者がワークフロー内にアセットを確保するためのメカニズム
です。

• アセットは、ワークフロープロセス定義（管理者が設定したもの）に従っ
て、選択されたロールを持つすべてのユーザーに割り当てられます。

• アセットは、ワークフロープロセス定義に従って、選択されたロールを持つ
参加者に割り当てられます。 これが、アセットがワークフローを移動する際
の一般的なメカニズムとなります。

• 自分がアサイメントを割り当てるユーザー（ワークフロープロセスの次のス
テップを完了する担当者）を選択します。 この方法には、アサイメントを割
り当てるユーザーをリアルタイムで決定できるという柔軟性があります。 こ
の場合、［マイアサイメントの終了］をクリックすると、以下のような
フォームが表示されます。

アサイメントを割り当てる各ロールのユーザーを選択して、［ユーザーの割
り当て］をクリックします。 アサイメント完了の結果を示すフォームが再表
示されます。

アサイメントの委任

アサイメントリストを確認しているときに、完了できない特定のアサイメントが
出てくる場合があります。 たとえば、予定している休暇と期限日が重なっている
場合などもこの例に当てはまります。 このような場合は、同じロールを持つ別の
ユーザーにアサイメントを委任することができます。ただし、すでにこのユー
ザーにこのロールでアセットが割り当てられていないことが条件です。 委任する
ユーザーは、参加者リストに含まれている必要はありません。また、別のロール
でアセットが割り当てられていてもかまいません。 

アサイメントを委任するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。
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3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［アサイメントの委任］を選択します。 
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［アサイメントの委任］フォームが表示されます。

4. アサイメントを委任するユーザーを選択します。 必要に応じて、アクション

に関するコメントを入力します。

5. ［委任］をクリックします。

委任の確認メッセージが［ステータス］フォームの上部に表示され、フォー
ムの［ワークフロー状態］と［ワークフロー履歴］の表示が入力に応じて更
新されます。 この操作を行うと、新しい参加者に電子メールを送信する設定
がトリガーされます（そのようにサイトが設定されている場合のみ）。

投票権の棄権キャンセル

割り当てられたアサイメントの中に、処理できないものが入ってくることがあり
ます。 現在抱えているワークロードが多すぎたり、ロールに適任ではなかったり
する場合などもこの例に当てはまります。 このような場合には、承認作業をキャ
ンセルする、つまり参加を放棄することができます。

アサイメントに対する承認作業をキャンセルする手順

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［承認作業の辞退］を選択します。
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［承認作業の辞退］フォームが表示されます。

4. アクションに関する簡単な説明を入力して、［承認作業の辞退］をクリック

します。

キャンセルの確認メッセージが［ステータス］フォームの上部に表示され、
フォームの［ワークフロー状態］と［ワークフロー履歴］の表示が入力に応
じて更新されます。 キャンセルしても、アサイメントはアサイメントリスト
から削除されません。

5. このロールの唯一の参加者（または、最後の参加者）である場合は、承認を

キャンセルできず、次のメッセージが表示されます。

他の方法で、このアサイメントを処理する必要があります。 

承認のデッドロックの解決

アセットが次の状態に移行するステップの選択があり、各ステップですべての参
加者の承認が必要な場合は、デッドロックが発生する可能性があります。 デッド
ロックは、各ステップで承認結果が一致しない場合に発生します。

デッドロックを解決するには、一部の参加者が承認を変更して、全員の承認結果
を一致させる必要があります。 承認結果の不一致がデッドロックの原因になって
いることを電子メールで通知された場合は、再度承認してデッドロックを解消す
る必要があります。

アサイメントを再度承認するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。
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3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［マイアサイメントの終了］を選択します。 以下のフォームが表示さ
れます。このフォームを使用して承認を変更し、デッドロックを解決でき
ます。

4. 必要に応じてフォームに入力し、［マイアサイメントの終了］をクリックし

てデッドロックを解決します。 

多くの場合、デッドロックを解決するには、参加者が相互に情報交換したり、話
し合う必要があります。 

すべてのメンバーが全項目に同意しなければならない場合を除いて、グループ
デッドロックも同じ方法で解決します。 ワークフロー管理者が［ステップをグ
ループ単位で同期］機能を適切に使用している場合、グループデッドロックは発
生しません。

ワークフローからのアセットの削除

アセットをワークフローから削除するには、適切な許可が必要です。

ヒント

承認をキャンセルに変更してデッドロックを解決できる場合もあ
ります。これで、アセットは次の状態に移行できます（ 128 ペー
ジの「投票権の棄権キャンセル」を参照してください）。
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アセットをワークフローから削除するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［ワークフローからの削除］を選択します。 以下のフォームが表示さ
れます。

4. [ ワークフローからの削除 ] をクリックします。 

削除の確認メッセージが［ステータス］フォームの上部に表示され、フォー
ムの［ワークフロー履歴］の表示が入力に応じて更新されます（タスクの状
態は取り消されます）。 

アセットの参加者リストの確認

アセットの参加者リストを調べるには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［参加者の表示］を選択します。

［参加者の表示］フォームが表示されます。

フォームには、ワークフロープロセスの各ステップに対して許可を持つユー
ザー（アセットを解放、ステップを完了できるユーザー）と、通知を受ける
ユーザー（次にアセットが割り当てられるユーザー）が一覧表示されます。 
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ワークフロー参加者の設定

ワークフロー内の既存のアセットに対して参加者を設定できます。 たとえば、
ワークフローの参加者を確認しているときに、特定のロールを持つ参加者として
含まれるべきユーザーが一覧表示されていないことが判明した場合などにこの設
定を使用します。

ワークフローの参加者を設定するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［参加者の設定］を選択します。

4. 参加者としてリストに入れるユーザーを選択し、［参加者の設定］をクリッ

クします。

アセットの参加者リストが更新され、変更が反映されます。

アセットのワークフロー進行状態の確認

アセットのワークフロー進行状態を調べるには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開き、アセットの現在の状態とワーク

フローの履歴を表示します。

［ワークフローの状態］に、ワークフロープロセス内におけるアセットの現在位
置が示されます。 ［ワークフロー履歴］の各行は、個々のアサイメントを示しま
す。 項目は、最後に完了した状態の変更がリストの一番上に表示されています。 

注

参加者リストは入力に応じて更新されますが、追加されたユーザー
は、ロールに割り当てられたステップにまだ到達していない場合にの
み、アサイメントを取得します。
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以下の表は、［ステータス］フォームの［ワークフロー状態］および［ワークフ
ロー履歴に表示される項目について説明したものです。 

列  定義

[ 割り当て先 ] アセットが割り当てられた担当者のユーザー名。 ユー
ザー名に続いてかっこ内にユーザーのロールが表示され
ます。

[ 割り当てた
ユーザー ]

アセットの作業を完了した担当者のユーザー名。 アセッ
トがワークフローの初期状態にある場合、ここにはワー
クフロープロセスをアセットに割り当てた担当者のユー
ザー名が表示されます。 

[ 割り当て日時 ] アセットがユーザーに割り当てられた日時。 

[ 依頼内容 ] アセットを割り当てたユーザーからの指示（このユー
ザーがフォームに指示を入力した場合に表示されますが、
入力していない場合は [ コメントなし ] と表示）。 この画
面に全文が表示されていない場合は、クリックすると表
示されます。

この警告アイコンは、ワークフローの状態がデッドロッ
ク状態にあることを表し、デッドロックの原因を特定し
ます。

[ 選択された
ステップ ]

 [ マイアサイメントの終了 ] フォームに次に進むステッ
プに複数の選択がある場合に、アサイメントを終了した
ユーザーによって選択されたステップ。 

[ 実行者
コメント ]

このユーザーがアセットに対して行った作業に関する情
報（フォームに情報が入力された場合に表示され、入力
がない場合は [ コメントなし ] と表示）。 この画面に全文
が表示されていないときは、クリックすると表示され
ます。

[ 解決した
ユーザー ]

アセットを次の状態に移行するアクションを実行した
ユーザー名。

[ 解決日時 ] アセットを次の状態に移行するアクションが実行された
日時。
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ワークフローグループ
ワークフローグループを使用すると、一連の定義されたアセットを組織的に管理
できます。これにより、ワークフローグループのアセットが一緒にワークフロー
プロセスを完了できるようになり、パブリッシュの段階に進むことができます。

ここでは、ワークフローグループを作成および管理する方法について説明し
ます。

ワークフローグループの作成

ワークフローグループを作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーのワークフローをクリックして、Content Server 標準インター

フェイスの作業領域にワークフロー管理コンソールを表示します。

3. ［ワークフローグループを作成］ハイパーリンクをクリックし、［ワークフ

ローグループ］フォームを開きます。 赤いアスタリスクは必須フィールドを
示します。 参加者を設定する前に、これらのフィールドを追加する必要があ
ります。 以下の表の説明に従って、フォームに入力してください。

[ タスクの状態 ] アサイメントの状態。 表示される可能性のある値は以下
のとおりです。

• Abstain：割り当てられたユーザーが承認をキャンセル
した状態。

• Active：アセットが現在ユーザーに割り当てられてい
る状態。

• Cancelled：最初の承認によってアセットが次の状態に
移行したため、他のユーザーへのアサイメントが取り
消された状態。

• Completed：担当者がステップを完了した状態。

• Delegated：同じロールの別のユーザーにアサイメント
が委任されている状態。

• Queued：アセットにはステップに対する複数の担当者
が存在し、次のステップに移行する前にすべてのユー
ザーが承認するのを待機している 承認しないユーザー
がいる状態（アセットがデッドロック状態の場合）。

フィールド 定義

グループ名 グループの名前を入力します。

説明 グループの目的または機能に関する簡単な説明を
入力します。

ワークフロープロセス グループ化するアセットに適切なワークフロープ
ロセスを選択します。

列  定義
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参加者の設定 グループに対して選択したワークフロープロセス
に基づいて参加者を設定するには、このボタンを
クリックします。 ［グループの参加者の設定］
フォームが表示されますので、 定義された各ロー
ルに対して、1 人のユーザーを選択してください。 
選択が完了したら、［参加者の設定］ をクリックし
て［ワークフローグループへの追加］フォームに
戻ります。

プロセス期限 （オプション）指定の書式を使用して、アセットグ
ループのワークフロープロセス完了期限となる日
付を設定します。

この機能は、ワークフロー管理者が有効にしてい
る場合のみ表示され、ユーザーにワークフロープ
ロセスの管理者ロールが割り当てられている場合
または適切な権限が与えられている場合のみ使用
できます。 詳しくは、121 ページの「プロセス期限
の設定」を参照してください。

アセットの追加 / 削除 グループに対してアセットの追加および削除がで
きるユーザーを指定します。 任意のユーザー、ま
たは選択したロールのすべてのユーザーを指定で
きます。 複数のロールを選択するには、Ctrl キー
を押しながらクリックするか（隣接しないロール
を選択する場合）、Shift キーを押しながらクリッ
クします（隣接したロールをまとめて選択する
場合）。

グループの編集 / 削除 作成したグループを編集したり、グループ全体を
削除できるユーザーを指定します。 任意のユー
ザー、または選択したロールのすべてのユーザー
を指定できます。 複数のロールを選択するには、
Ctrl キーを押しながらクリックするか（隣接しな
いロールを選択する場合）、Shift キーを押しなが
らクリックします（隣接したロールをまとめて選
択する場合）。

グループデッドロック
時のアクション

デッドロック発生時に、グループのメンバーに電
子メールによる通知を送信するかどうかを指定し
ます。

フィールド 定義
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4. フォームへの入力が完了したら、［保存］をクリックします。 新しいワークフ

ローグループ定義の概要が表示されます。

グループは、ワークフロー管理コンソールの［ワークフローグループ］の下
にも表示されます。
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ワークフローグループへの複数アセットの追加

アセットをワークフローグループに追加するには、以下の基準を満たしている必
要があります。

• グループ定義で指定されているように、ワークフローグループにアセットを
追加するには、適切な許可が必要です。

• グループに対して選択したワークフロープロセスの開始ステップを実行する
には、適切な許可が必要です。

• アセットは、グループに割り当てられたワークフロープロセスに適切なもの
であることが条件です。 

• すでにワークフロー内にあるアセットは追加できません。

複数のアセットを既存のワークフローグループに追加するには

1. ワークフローグループに追加するアセットをアクティブリストに追加し
ます。

2. 画面の上部の [ ワークフロー] タブをクリックします。 ワークフローグループ

のリストが表示されます。

3. アセットを追加する先のグループの [ アイテム ] ハイパーリンクをクリックし

ます。 ［ワークフローグループ］ページが開きます。

4. [ アクティブリスト ] タブをクリックして、ワークフローグループに追加する

アセットを選択（ハイライト表示）します。

5. [ワークフローグループ]ページの[グループに追加]ボタンをクリックします。 

アセットがワークフローグループに追加されたことを確認するページが表示
されます。 追加できないアセットの横に、グループに追加できない理由を説
明したエラーメッセージが表示されます。

ツリーがオフになっているときのワークフローグループへのアセッ
トの追加

グループ定義で指定されているように、アセットの追加には適切な許可が必要で
す。また、アセットは、グループに割り当てられたワークフロープロセスに適切
なものであることが条件です。 すでにワークフロー内にあるアセットは追加でき
ません。

アセットをワークフローグループに追加するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［ワークフローグループへの追加］を選択します。 
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［ワークフローグループへの追加］フォームが表示されます。

4. 複数のワークフローグループが存在する場合は、［グループへの追加］領域

を使用して、アセットを追加するグループを選択します。

5. （オプション）［依頼内容］テキストボックスに、適切な指示またはコメント

を入力します。

6. （オプション）次のアサイメントに割り当てられた時間を上書きするには、

［アサイメント期限］領域を使用して指定の書式で日付を入力します。 ［期
限］ をクリックして、割り当てられたデフォルトの時間を表示します。

この機能は、ワークフロー管理者が有効にしている場合のみ表示され、ユー
ザーにワークフロープロセスの管理者ロールが割り当てられている場合また
は適切な権限が与えられている場合のみ使用できます。 詳しくは、123 ペー
ジの「アサイメント期限を設定する」を参照してください。

7. ［グループへの追加］をクリックします。

グループへの追加を確認するメッセージが［ステータス］フォームの上部に
表示され、［ワークフローグループ］フィールドが［ワークフローコマンド］
ドロップダウンフィールドの下に、ワークフローグループへのリンクととも
に追加されます。 リンクをクリックして、グループのコンテンツを表示し
ます。

ワークフローグループからのアセットの削除

グループ定義で指定されているように、アセットの削除には適切な許可が必要
です。 
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アセットをワークフローグループから削除するには

1. Content Server の標準インターフェイスで、アセットを検索して選択します。

2. ［ステータス］フォームでアセットを開いて、アセットの状態を表示します。

3. ［ワークフローコマンド］フィールドをクリックして、ドロップダウンリス

トから［ワークフローグループからの削除］を選択します。 

［ワークフローグループからの削除］フォームが表示されます。

4. ［グループからの削除］をクリックします。

グループからのアセットの削除を確認するメッセージが［ステータス］
フォームの上部に表示され、フォームのワークフローの詳細が更新されま
す。 このアセットはワークフローグループからは削除されますが、グループ
の一部として割り当てられていたワークフロープロセスには残されます。 た
だし、アセットをワークフローから削除すると、アセットが割り当てられて
いたワークフローグループからも削除されます。

ワークフローグループの編集または削除

グループ定義で指定されているように、ワークフローグループの編集または削除
には、適切な許可が必要です。 グループは空の状態でなければ削除できません。

ワークフローグループを編集または削除するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［ワークフロー］をクリックして、Content Server の標準イン

ターフェイスの作業領域にワークフロー管理コンソールを表示します。

3. 作業するワークフローグループを検索し、実行するアクションに対応するア

イコンをクリックします（適切な許可がない場合やグループにワークフロー
内のアセットが含まれている場合、アイコンは淡色表示され、使用できま
せん）。

a. 鉛筆のアイコンを選択すると、グループの追加に使用されるフォームと

同じフォームが開き、グループ定義に基づいてあらかじめ選択された
フィールドが表示されます。 必要に応じて編集します。現在の選択に追
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 6 章 ワークフロー

ワークフローグループ
140
加して選択する場合は、Ctrl キーを使用します。 完了したら、［保存］を
クリックして操作を完了します。

b. ごみ箱アイコンは、ユーザーが削除の実行が確認されると、グループを

削除します。 グループは空の状態でなければ削除できません。

注

参加者を新しいメンバーとして追加する場合、すでにグループ内
にあるアセットのアサイメントは割り当てられません。新しいメ
ンバーには、追加された後に新しく追加されるアセットのアサイ
メントのみが割り当てられます。
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ワークフローレポート
ワークフローレポートを使用すると、ワークフローのアセットやユーザーのアサ
イメントの進捗状況をトラッキングすることができます。 ワークフローレポート
は、現在のワークフローの状態を判断できる便利なメカニズムです。 また、ワー
クフローレポートを使用すると、複数のアセットタイプにまたがる検索を実行で
きます。

ここでは、ワークフローレポートを作成および管理する方法について説明し
ます。

ワークフローレポートの作成

ワークフローレポートを作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［ワークフロー］をクリックして、Content Server の標準イン

ターフェイスの作業領域にワークフロー管理コンソールを表示します。

3. ［ワークフローレポートの作成］ハイパーリンクをクリックして、［ワークフ

ローレポートの作成］フォームを開きます。 以下の表の説明に従って、
フォームに入力してください。

フィールド 定義

アセットタイプ すべてのアセットタイプまたは特定のアセットタ
イプについてレポートするかどうかを選択します。 
複数のアセットを選択するには、Ctrl キーを押し
ながらクリックするか（隣接しないアセットを選
択する場合）、Shift キーを押しながらクリックし
ます（隣接したアセットをまとめて選択する場
合）。

ワークフローの状態 ワークフローのすべての状態または特定の状態の
いずれについて報告するかを選択します。 複数の
状態を選択するには、Ctrl キーを押しながらク
リックするか（隣接しない状態を選択する場合）、
Shift キーを押しながらクリックします（隣接した
状態をまとめて選択する場合）。 ワークフローの状
態はワークフロープロセスによって異なります。

割り当てられた
ユーザー

次のいずれについて報告するかを選択します。

• 任意のユーザー

• 特定のユーザー

• 特定のロールを持つすべてのユーザー

複数のユーザーを選択するには、Ctrl キーを押し
ながらクリックするか（隣接しないユーザーを選
択する場合）、Shift キーを押しながらクリックし
ます（隣接したユーザーをまとめて選択する
場合）。
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4. フォームの入力が完了したら、［レポート］をクリックします。 ［ワークフ

ローレポートの結果］フォームが表示されます。

このフォームには、検索されたレポート項目のほかに、指定したフィルタ条
件も表示されます（指定されている場合）。 ［このワークフローレポートを編
集］ハイパーリンクから［ワークフローレポート］フォームに戻ると、これ
らの条件を編集できます。 

ワークフローレポート条件の保存

レポートを作成するための条件を入力して［レポート］ をクリックするときに、
レポート条件を保存してその条件を他のユーザーが使用できるようにするオプ
ションを選択できます。 レポートを保存しておくと、実行のたびに条件を再入力
する手間が省け、1 回のクリックでレポートを実行できます。

レポート条件を保存するには

1. ［ワークフローレポートの結果］フォームから［このワークフローレポート
を保存］ハイパーリンクをクリックし、［ワークフローレポートの保存］
フォームを開きます。

期限 次のいずれの期限日を持つアサイメントについて
報告するかを選択します。

• 任意の期限日

• 20 分～ 3 日の範囲で選択した時間内にやってく
る期限日

• 20 分～ 3 日の範囲で選択した時間だけ超過して
いる期限日

レポートオプション レポートに表示する項目数を 2 ～ 300 の範囲で指
定します。

レポートのソート条件を指定します。

• 割り当てられたユーザー

• アセットの状態（ワークフローの状態）

• アサイメントが作成された日（割り当てられ
た日）

フィールド 定義
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2. 次のように、フォームに入力します。

a. レポートの名前を入力します（必須フィールド）。 ここで指定した名前

は、ワークフロー管理コンソールの［ワークフローレポート］の下にあ
るレポート項目のハイパーリンクとして表示されます。

b. このレポートを他のユーザーと共有する場合は、チェックボックスをオ

ンにして、共有するロールを選択します。 複数のロールを選択するには、
Ctrl キーを押しながらクリックするか（隣接しないロールを選択する場
合）、Shift キーを押しながらクリックします（隣接したロールをまとめて
選択する場合）。

c. 条件を確認または編集する場合は、［この検索を編集］をクリックしま

す。 レポートを編集すると再度レポートを実行する必要がありますので、
結果フォームの［このワークフローレポートを保存］を再度クリックし
て、保存フォームに戻ります。

3. [ 保存 ] をクリックします。

ワークフローレポートの実行

ワークフローレポートを実行するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［ワークフロー］をクリックして、Content Server の標準イン

ターフェイスの作業領域にワークフロー管理コンソールを表示します。

3. 保存済みレポートのリストから、実行するレポートを検索します。

レポート名または目のアイコンをクリックして、レポートを実行します。 結
果を保存する場合は、作業領域を印刷できます。
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保存済みワークフローレポートの編集または削除

ワークフローレポートを編集または削除するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［ワークフロー］をクリックして、Content Server の標準イン

ターフェイスの作業領域にワークフロー管理コンソールを表示します。

3. 保存済みレポートのリストから編集または削除するレポートを選択し、実行

するアクションに対応するアイコンをクリックします。

- レポートを編集するには、鉛筆のアイコンをクリックします。レポート
を作成するときと同じフォームが開き、元の基準に基づいてあらかじめ
選択されたフィールドが表示されます。 必要に応じて編集します。現在
の選択に追加して選択する場合は、Ctrl キーを使用します。 完了したら、

［レポート］をクリックして、もう一度レポートを実行します。 次に［こ
のワークフローレポートを保存］をクリックして保存フォームに戻り、

［保存］をクリックします。

- レポートを削除するには、ごみ箱アイコンをクリックし、［このアイテム
を削除］をクリックして削除を実行します。
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リビジョントラッキング
Content Server のリビジョントラッキング機能は、アセットに加えられた変更を
トラッキングしたり、管理するのに便利です。 リビジョントラッキングを使用す
ると、以下のようにアセットを管理できます。 

• 1つのアセットを編集または削除できるユーザーを一度に1ユーザーのみに制
限する。

• アセットの以前のバージョンとその作成者をトラッキングする。

• アセットを以前のバージョンに復元する（ロールバック機能）。

この章では、リビジョントラッキングの概要とアセットをトラッキングする手順
について説明します。 この章は、以下の節から構成されています。

• 概要

• アセットのチェックアウト

• チェックアウトを元に戻す

• アセットのチェックイン

• バージョン履歴の確認

• 以前のバージョンへの復元（ロールバック）

• ロックされたアセットを解除するには

リビジョントラッキングは設定可能な機能のため、ユーザーサイトに対して有効
にする必要があります。 リビジョントラッキングの使用に関して問題や疑問が生
じた場合は、管理者に問い合わせてください。
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概要
リビジョントラッキングを使用すると、アセットをチェックアウト、つまりロッ
クすることができます。 アセットをチェックアウトすると、他のユーザーはその
アセットを変更できなくなります。 アセットに対する作業が完了したら、アセッ
トを再びチェックインして、 他のユーザーがそのアセットを使用できるようにし
ます。 

任意のアセットに対してリビジョントラッキングを使用しても、他のユーザーは
通常どおりアセットの詳細を表示したり、検索機能やクエリー、コレクションを
使用してアセットを検索できます。

アセットへのアクセスは、アセットのチェックアウトおよびチェックインによっ
て管理します。 アセットへのアクセスを管理するコマンドは、3 種類あります。

• [ チェックアウト ] コマンド： アセットをチェックアウトできるのは、一度に 1
ユーザーのみです。 チェックアウトされているアセットを他のユーザーが
チェックアウトしようとしたり、変更しようとすると、そのアセットが使用
できないことを示すメッセージが表示されます。

ワークフローで割り当てられたアセットをチェックアウトすると、そのア
セットをチェックインするまで、アサイメントを完了したことになりま
せん。

チェックアウトされたアセットは、チェックインされるまで、パブリッシュ
の承認ができません。

• [ チェックイン ] コマンド： チェックアウトされているアセットをチェックイ
ンします。 チェックインされると、他のユーザーがそのアセットを使用でき
るようになります。そのアセットがワークフローで割り当てられている場合
は、チェックインすることでアサイメントを完了することができます。

チェックアウトされているアセットをチェックインすると、チェックインに
よるレコードが作成され、最後に保存されたアセットのバージョンのコピー
が保存されます（保持されるバージョン数は組織によって異なります）。

また、チェックインしてアーカイブバージョンを保存し、そのままチェック
アウトして作業を継続するオプションもあります。 このオプションは、新し
いバージョンを保存できますが、そのアセットを自分専用として使用できる
ようにしておくことができます。

• [ チェックアウトを元に戻す ] コマンド： アセットをチェックアウトした後、
そのアセットに加えた作業を保存したくない場合に、このコマンドでチェッ
クアウトをキャンセル（元に戻すこと）します。 この場合は、単にアセット
のロックが解除されるだけで、新しいバージョンは保存されません。 

ロールバックとリビジョン履歴

チェックアウトされているアセットをチェックインすると、そのアセットは以前
のバージョンのリストに追加されます。 必要に応じて古いバージョンにアセット
を復元したり、アセットのリビジョン履歴を確認できます。 

• ロールバックとは、前のバージョンにアセットを復元することです。 チェッ
クアウトされた状態のアセットであれば、希望する古いバージョンまでロー
ルバックさせることができます。 ロールバック機能では、アセットのコンテ
ンツは復元されますが、状態（作成済み、編集済み、受信済みなど）は以前
のバージョンの状態にリセットされることはありません。また、ワークフ
ローの状態にも影響を与えることはありません。 アセットがワークフローの
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一部になっている場合は、適切な権限のあるユーザーであれば、以前のバー
ジョンに復元することができます。

• [ リビジョン履歴 ] コマンド： アセットのリビジョン履歴を表示、確認するた
めのコマンドで、どのユーザーでも使用できます。 リビジョン履歴では、ど
のユーザーがアセットをチェックアウトしているかも表示されます。

自動チェックアウトとチェックイン

チェックアウトされていないアセットに対して編集、削除、ロールバック、ワー
クフローの設定を実行しようとすると、そのアセットはシステムによって自動的
にチェックアウトされます。 また、編集済みのアセットを保存すると、そのア
セットは自動的にチェックインされ、バージョンが保存されます （手動でア
セットのチェックアウト、編集、保存を行うと、手動でアセットをチェックイン
するまでバージョンは保存されません）。必要に応じて、手動による操作と自動
リビジョントラッキング機能を使い分けると便利です。

自動チェックアウト機能に適した作業について
自動チェックアウト機能は適切な場合にのみ使用するようにしてください。 たと
えば、アセットに単純な変更を 1 つ加えるだけであれば、自動チェックアウト
を使用することができます。 ただし、広範囲にわたるリビジョンを行う場合は、
なるべく自動チェックアウトを使用しないでください。 アセットが自動的に
チェックアウトされると、ユーザーが［保存］をクリックするたびに、アセット
の正式なアーカイブバージョンがシステムに保存されるようになっています。 そ
のため、1 つの変更を加えるたびに保存して、調査する方法で複数の変更を加え
ると、保存のたびにアセットのバージョンがチェックインされ、 保存するように
設定されているバージョン数によっては、保持しておきたい古いバージョンが自
動的にチェックインされるバージョンで上書きされる可能性があります。

自動チェックアウトおよびチェックインを使用するコマンド
次の表は、アセットを自動的にチェックアウトまたはチェックインする CS コマ
ンドを示したものです。

コマンド リビジョン管理に対する影響

新規 新しくアセットを作成する［新規］フォームを開くと、
アセットがチェックアウトされて、SYSTEM バージョン
が保存されます。 このバージョンにはコンテンツがあり
ません。 アセットの保存時には、もう 1 つの（2 つ目の）
バージョンが保存されます。

編集 アセットがチェックアウトされ、他のユーザーはこの
バージョンを編集できなくなります。

保存 アセットをチェックインします （ただし、自動的に
チェックアウトされたアセットの場合のみ）。
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コピー アセットの新しいコピーをチェックアウトします。 コ
ピー操作中は、コピー元のアセットはチェックアウトさ
れません。 新しいコピーは、上述の「新規」に説明され
ている新しくアセットを作成する場合と同様に動作しま
す。 ただし、コピーバージョンの方が含まれるデータが
多くなります。 コピーされたアイテムは、［編集］フォー
ムに表示されます。 保存すると、アセットの 2 番目の
バージョンが作成されます。

削除 アセットをチェックアウトします。 ユーザーが削除を承
認すると、アセットがチェックインされます。

作成 コレクションアセットをチェックアウトします。 操作が
完了すると、アセットがチェックインされます。

配置 ページアセットをチェックアウトします。 操作が完了す
ると、アセットがチェックインされます。

ロールバック [ ロールバック ] をクリックすると、アセットがチェッ
クアウトされ、すぐにチェックインされます。

コマンド リビジョン管理に対する影響
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アセットのチェックアウト

アセットをチェックアウトするには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. チェックアウトするアセットを検索して選択します。

3. ［調査］フォームでアセットを開き、アクションバーの下にある［チェック

アウト］ をクリックします。

アセットが別のユーザーによってすでにチェックアウトされている場合は、
その旨を示すメッセージが Content Server の標準インターフェイスに表示さ
れます。 チェックアウトに成功すると、Content Server の標準インターフェ
イスに 「チェックアウトに成功しました。」というメッセージが表示され、
チェックアウトの状態が次のように更新されます。

チェックアウトを元に戻す 

チェックアウトを元に戻すには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. アセットを検索して選択します。

3. ［調査］フォームでアセットを開き、アクションバーの下にある［チェック

アウトを元に戻す］をクリックします。

Content Server の標準インターフェイスに、「チェックアウトを元に戻しまし
た。」というメッセージが表示されます。このチェックアウトは記録されず
に、アセットがデータベースに戻されます。 
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アセットのチェックイン

アセットをチェックインするには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. チェックインするアセットを検索して選択します。

3. ［調査］フォームでアセットを開き、アクションバーの下にある［チェック

イン］ をクリックします。

Content Server の標準インターフェイスにチェックインフォームが表示され
ます。

4. （オプション）［コメント］テキストボックスには、チェックインしている

バージョンに関連するコメントまたは指示を入力します。 バージョン履歴を
表示すると、入力したコメントがアセットのタイトルと共に表示されます。

5. [ チェックアウトの保持 ]（オプション）。アセットをバックアップした後も、

アセットに対する作業を続行する必要がある場合に、このオプションを選択
します。

6. [ チェックイン ] をクリックします。 

確認メッセージが表示されます。

バージョン履歴の確認

アセットのバージョン履歴を確認するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 履歴を調べるアセットを検索して選択します。

3. ［調査］フォームでアセットを開き、アクションバーの下にある［バージョ

ンの表示］をクリックします。

Content Server の標準インターフェイスに、選択したアセットのリビジョン
履歴レポートが表示されます。
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左側の列にある該当するアイコンをクリックして、一覧表示されているバー
ジョンを表示します。 ［調査］ビューが別ウィンドウで表示されます。

以前のバージョンへの復元（ロールバック）

アセットをロールバックするには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ロールバックするアセットを検索して選択します。

3. ［調査］フォームでアセットを開き、アクションバーの下にある［ロール

バック］をクリックします。

Content Server の標準インターフェイスに、アセットのバージョンのリスト
が表示されます。

4. 復元させるバージョンの横にある［ロールバック］列のオプションをオンに

します。

5. ［ロールバック］をクリックします。

確認メッセージが表示されます。 アセットをロールバックすると、別のバー
ジョンが作成されます。

ロックされたアセットを解除するには
リビジョントラッキングが有効になっていると、自動チェックアウト機能も有効
になっているため、Content Server の標準インターフェイスでの作業中に誤って
アセットをチェックアウトしてしまう可能性があります。 その場合は、アセット
がロックされ、その他のユーザーがそのアセットを使用できなくなります。 ア
セットを誤ってチェックアウトしたことで、他のユーザーの作業を妨害しないよ
うに、チェックアウトされたアセットを確認して、必要のないアセットをチェッ
クインします。 
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ロックされたアセットのロックを解除するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. アイコンバーにある［マイチェックアウトの表示］アイコンをクリックし

ます。

現在自分がチェックアウトしているすべてのアセットが表示されます。

3. チェックアウトされるべきでないアセットを選択して、チェックインしま

す。この手順については、150 ページの「アセットのチェックイン」を参照
してください。
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第 3 部

Engage の使用
この部では、Content Server のオプション製品である Engage を使用して、サイ
トのビジターを対象にマーケティングキャンペーンを実施するマーケティング担
当者のタスクと責任について説明します。

この部は、以下の章から構成されています。

• 第 8 章　「Engage の概要」

• 第 9 章　「ビジターのグループ化（セグメント化）」

• 第 10 章　「リコメンデーションの作成および設定」

• 第 11 章　「プロモーションの作成」
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第 8 章

Engage の概要
Content Server では、フレックスアセットモデルを使用して、販売用の製品およ
びコンテンツを提供するオンラインカタログを作成できます。 市場を特定の顧客
グループを定義するセグメントに分割して、それぞれのセグメントに対してパー
ソナライズした販売促進メッセージやマーケティングメッセージを提供する場合
に、ソリューションとなるのが Engage です。 

Engage ソフトウェアは、Content Server にマーチャンダイジング機能を追加し
て、e コマースサイトのプログラミングに使用する XML および JSP オブジェク
トメソッドを拡張します。 また、このソフトウェアを使用すると、サイトのビジ
ターと顧客に関する情報収集、その情報の評価、評価した情報を使用して各ビジ
ターに表示する製品の配置やプロモーション商品のパーソナライズ化を行うオン
ラインサイトを設計できます。

この章は、以下の節から構成されています。

• マーチャンダイジングアセットについて

• セグメントによるビジターの分類

• セグメントに属するビジターへのリコメンデーションの作成

• 購買パターンに基づくプロモーション

注

CS-Engage をインストールする前に、CS-Direct と CS-Direct 
Advantage をインストールしてください。
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マーチャンダイジングアセットについて
Engage では、マーチャンダイジングアセットを使用して、以下の処理を実行し
ます。 

• ビジター属性、履歴属性、履歴定義アセットを使用して、ビジターデータを
収集する。

• 収集したビジターデータを使用して、ビジターセグメントを定義する（セグ
メントアセット）。

• ビジターが属するセグメントに基づいて製品とコンテンツを推奨する（リコ
メンデーションアセット）。

• すべてのセグメントまたは特定のセグメントに適用されるプロモーションを
実行する（プロモーションアセット）。

ビジターデータとリコメンデーションアセットを作成および管理するのは開発者
と管理者ですが、セグメントアセットとプロモーションアセットを作成および管
理するのはマーケティング担当者です。 他の Content Server アプリケーションと
同様に、管理サイトでアセットを作成および操作します。 作業が完了したら、ア
セットを承認して、これらのアセットを配信サイトにパブリッシュします。 

マーケティング担当者と開発者は、効果的な販売サイトを構築するために広範囲
にわたって協力する必要があります。 Engage に関連する開発タスクについては、

『Content Server Developer's Guide』で詳しく説明されています。

セグメントによるビジターの分類
セグメントとは、収集したビジターデータに基づいてビジターをグループに分類
するアセットのことです。 セグメントを作成するには、フィルタ基準として使用
するビジターデータの種類を決定し、ビジターがそのセグメントの適格者となる
かどうかを判別する値を設定します。

マーケティング担当者は、Engage の［セグメントのフィルタ］フォームを使用
して、開発者が作成したビジター属性、履歴属性、および履歴定義に基づいてビ
ジターをグループに分類します。

セグメントは、Engage を使用したパーソナライズ機能における重要な要素です。 
ビジターがサイトに訪れたときに提供する情報を使用して、ビジターがセグメン
トのメンバーとして適格者となるかどうかが判別されます。 リコメンデーション
またはプロモーション情報を載せたページが表示される場合、Engage は、ビジ
ターが属するセグメントを判断し、そのセグメントに指定された製品のリコメン
デーションまたはプロモーションのメッセージを表示します。 

セグメントの詳細については、第 9 章　「ビジターのグループ化（セグメント
化）」を参照してください。

セグメントに属するビジターへのリコメンデーション
の作成

リコメンデーションアセットを作成して、リコメンデーションを設定するには、
作成したセグメントに対するアセットの重要性に基づいてレーティングします。 
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リコメンデーションは、サイトページ上で特集を組んだり、推奨品として紹介す
る製品またはコンテンツを決定するアセットです。 これらのアセットは、ビジ
ターが属するセグメントに基づいたルールとなります。また、プロダクトアセッ
トまたはコンテンツアセット間の関係に基づく場合もあります。 

リコメンデーションにはテンプレートがあります。 リコメンデーションは、サイ
トページにテンプレートがレンダリングされるときに、そのテンプレートに対す
るアセットのリストを返します。 推奨されたアセットのリストに含まれるアイテ
ムは、ビジターが属するセグメントに基づいて、ビジターに対する重要度が高い
順にレーティングされます。 

リコメンデーションの詳細については、第 10 章　「リコメンデーションの作成
および設定」を参照してください。

購買パターンに基づくプロモーション
プロモーションは、ビジターが購入しようとしている製品とビジターが属するセ
グメントに基づいて、ビジターに提供する特別な価値（割引）を定義するアセッ
トです。 この価値は、以下のような方法で提供されます。 

• プロモーション対象製品の購入価格を割引する。

• ショッピングカートの合計額を割引する。

• 配送料を割引する。

• 複数の割引（  配送料の割引＋購入価格またはショッピングカート合計額の
割引）を組み合わせる。

プロモーションでは、リコメンデーションと同じテンプレートが使用されます。 
マーケティング担当者は、プロモーションによって無効となるリコメンデーショ
ンを決定します。Engage では、そのリコメンデーションのテンプレートを使用
して、サイトページにプロモーションをレンダリングします。

セグメントの詳細については、第 11 章　「プロモーションの作成」を参照して
ください。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 8 章 Engage の概要

購買パターンに基づくプロモーション
158
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



159
第 9 章

ビジターのグループ化（セグメント化）
セグメントとは、収集したビジターデータに基づいてビジターをグループに分類
するアセットのことです。 セグメントを作成するには、フィルタ基準として使用
するビジターデータの種類を決定し、ビジターがそのセグメントの適格者となる
かどうかを判別する値を設定します。 

この章では、セグメントの概要とセグメントを作成する手順について説明しま
す。 この章は、以下の節から構成されています。

• セグメントについて

• セグメントフォームについて

• セグメントの作成

• サンプルセグメントアセット

• セグメントのパブリッシュ

• パブリッシュ完了後
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セグメントについて
セグメントは、リコメンデーションやプロモーションの作成に使用します。 セグ
メントによって、リコメンデーションやプロモーションのプロダクトの中からビ
ジターに適しているものが選択され、プロダクトビジターに表示されます。

セグメントは、Engage を使用したパーソナライズ機能とマーチャンダイジング
機能の重要な要素です。 サイトページが基準にするビジターセグメントの作成
は、特定のビジターセグメントに対してどのマーチャンダイジングメッセージを
関連付ければよいかを把握しているマーケティング担当者が行います。

セグメントを作成する場合は、セグメントのメンバーを選ぶフィルタ基準を指定
します。このフィルタ基準に一致したビジターのみがメンバーになることができ
ます。 これは、データベースまたはサイトの管理者がデータベースクエリーを作
成するときにパラメータを設定して、このパラメータに一致したデータベースレ
コードのみがクエリー結果に含まれるのと同じ概念ですすることに匹敵します。

セグメントとビジターデータアセット

セグメントを作成するには、ビジターデータアセットをフィルタ基準として使用
します。 ビジターデータアセットには、 ビジター属性、履歴属性、履歴定義の 3
種類があります。

• ビジター属性には、1 つの特性のみに限定された情報が含まれます。 ビジター
属性には、「経験年数」、「職種」、「子供の数」などの名前を付けることがで
きます。

ビジターがデータを変更すると、新しいデータが以前のデータを上書きされ
ます。 たとえば、ビジターが職種を「肉屋」から「パン屋」に変更した場合
は、ビジターが以前肉屋であったという記録が消去されます。

• 履歴属性とは、1 種類の履歴レコードを作成するためにグループ化される情
報の個々の種類です。 

• この履歴レコードが履歴定義となります。 たとえば、「購入」と呼ばれる履歴
定義を「SKU 番号」、「アイテム名」、「数量」、「価格」からなる履歴属性で構
成することができます。 

Engage では、履歴定義として記録されたデータは 1 単位の情報として処理
されます。 データの各インスタンスにはタイムスタンプが割り当られて保存
されるため、履歴定義の数または合計に基づいてセグメントを作成でき
ます。

開発者は、マーケティングチームと設計チームが収集、分析する情報の種類に基
づいて、ビジターデータアセットを作成します。 マーケティング担当者は、これ
らのアセットを使用してビジターを分類するセグメントを作成し、開発者はビジ
ター情報を収集して保存できるようにサイトページをプログラムします。

セグメントの作成 概要

セグメントの作成には、5 つの基本的な手順があります。 

1. 計画する：開発者およびマーケティング担当者など各部門の担当者を含む設
計チームは、サイトのビジターから収集するデータを決定します。

2. ビジターデータアセットを作成する：開発者は、Engage のフォームを使用し

て、必要なビジター属性、履歴属性、および履歴定義を作成、定義します。
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3. セグメントを作成する：マーケティング担当者は、Engage の [ セグメント ]

フォームを使用して、ビジター属性、履歴属性、および履歴定義に基づいて
ビジターを分類します。

4. ビジターデータを収集する：開発者は、ビジターデータを収集して保存でき

るように、適切なサイトページをプログラムします。 たとえば、セグメント
の適格者となるかどうかの判別基準となる情報をビジターに入力させるオン
ライン登録フォームの作成もこの例に当てはまります。 サイトを閲覧してい
るビジターによって提供された情報は、Content Server データベースに保存
されます。 

5. ビジターをセグメント化する：これで、サイトを閲覧しているビジターに

よって提供される情報を使用して、ビジターがセグメントのメンバーとして
適格者となるかどうかが判別されます。 プロモーションメッセージとリコメ
ンデーションのプロダクトは、ビジターが属するセグメントに基づいてパー
ソナライズ化されます。

セグメントフォームについて
セグメントの作成には、[ セグメントのフィルタ基準 ] フォームと [ セグメント
定義 ] フォームの 2 種類のフォームを使用します。 ここでは、これらのフォーム
について説明します。

[ セグメントのフィルタ基準 ] フォーム

[ セグメントのフィルタ基準 ] フォームには、セグメントの作成に使用可能なビ
ジターデータアセットが表示されます。 このフォームで、セグメントを定義する
基準を選択します。

カテゴリ
[ セグメントのフィルタ条件 ] フォーム上では、ビジターデータアセットは
フォームの上部の横方向に表示されているカテゴリに分類されています （下図
参照）。

カテゴリをクリックすると、フォームにそのカテゴリのビジター属性または履歴
定義が表示されます。 

ビジターデータアセットはそれぞれ内容が広く異なるため、開発者はそれらをカ
テゴリ別に割り当てることで整理します （各カテゴリはビジターデータアセッ
ト定義時に作成）。 上の図には、ビジタービジター Demographics というカテゴリ
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が表示されていますが、これは開発者がビジターの個人情報に関連するビジター
属性用に作成したものです。

[ ショッピングカート ] フォーム
「ショッピングカート」は、[ セグメントのフィルタ ] フォーム上でカテゴリとと
もに表示されます。ショッピングカートは、属性のカテゴリというよりは特殊な
デフォルト機能として考えます。

[ ショッピングカート ] フォームを使用すると、以下に挙げるような条件に基づ
いて、セグメントを作成できます。

• ショッピングカートに入っているすべてのプロダクトの合計値

• ショッピングカートに特定のプロダクトが含まれているかどうか

• ショッピングカートに特定の数のプロダクトが含まれているかどうか

• ショッピングカートに特定の数の特定のプロダクトが含まれているかどうか

ビジターの現在のショッピングカートの状態に基づいてプロモーションを導入す
る場合は、このフォームを使用してセグメントを作成し、作成したセグメントを
プロモーションで使用します。

[ ショッピングカート ] フォームを使用すると、いつでもセグメントを定義でき
ます。 したがって、サイト開発者がビジター属性または履歴定義を作成する前で
も、ショッピングカート情報で定義されたセグメントを作成できます。

注

お使いのシステムで実際に表示されるビジターデータアセット
のカテゴリは、インストールオプションや開発者が定義した内
容によって異なります。 カテゴリやビジターデータアセットに
関する情報については、開発者に問い合わせてください。
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[ セグメント定義 ] フォーム

セグメントの作成時には、セグメントに追加する各条件（基準）が以下のような
フォームで表示されます。

基準を行（表の横方向）に追加すると、より包括的なセグメントを作成できま
す。 前の例では、ビジターサスペンス（suspense）またはロマンス（romance）
のいずれか一方、またはその両方の種類の映画に関心があるビジターが、このセ
グメントに含まれることになります。 

このように、表に対して横方向に基準を追加すると、任意のビジターセグメント
に対してビジターが適格者となるかどうかを判断する要素が追加されていき
ます。 

基準を列（表の下方向）に追加すると、より限定されたセグメントを作成できま
す。 次の例では、ビジター両方の基準に一致するビジターのみが、このセグメン
トに属することになります。

ビジターがどたばた喜劇映画（slapstick）に関心のある 18 ～ 30 歳の人であれ
ば、適格となりセグメントに属すことができます。 このように、フォームの列に
対して下方向に制限を追加することで、セグメントに制限を追加します。 
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要約すると、表の横方向に基準を追加するとセグメントの基準範囲が広くなり、
表の下方向に基準を追加するとセグメントの基準範囲が狭くなります。

セグメントの作成
セグメントを作成する前に、以下のタスクが完了されていることを確認してくだ
さい。

• マーケティング、設計、および開発チームが集まって、ビジターから収集す
るデータの種類を決定していること。

• 開発者が、各部門の担当者を含むチームが必要であると判断したビジター属
性、履歴属性、履歴定義を作成していること。

• マーケティング担当者が、作成されたビジターデータアセットのリストまた
は概要を入手していて、ビジターデータアセットの意味と分類方法を理解し
ていること。

手順 1：セグメントの名前付けおよび定義

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの [ 新規 ] をクリックして、作成可能なアセットタイプのリストを

作業領域に表示します。

3. リストから [NewSegment] を選択します（リストに [NewSegment] が表示され

ない場合は、セグメントを新規作成するための適切な許可がありません）。

[ 新規 Segment] フォームが表示されます。

4. [ 名前 ] フィールドに、固有でわかりやすいセグメント名を入力します。 ス

ペースを含む、最大 64 文字の英数字を入力できます。 先頭には必ず文字を
指定してください。

5. [説明]フィールドに、セグメントの簡単な説明を入力します。 最大128文字の

英数字を入力できます。

6. [ 続行 ] をクリックします。

[ セグメントのフィルタ基準 ] フォームが表示されます。 セグメントの作成に
使用可能なビジター属性と履歴定義のカテゴリは、フォームの上部の横方向
に表示されます。
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大文字と小文字を区別しないように特に選択しない限り、テキスト文字列の
フィルタリングでは大文字と小文字が区別されます。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性に基づいてセグメントを作成する場合は、 手順 2：ビジ
ター属性によるセグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義に基づいてセグメントを作成する場合は、 手順 3：履歴定義に
よるセグメントフィルタ条件の作成 に進みます。

- ショッピングカートに基づいてセグメントを作成するには、 手
順 4：ショッピングカート基準によるセグメントの定義 に進みます。

手順 2：ビジター属性によるセグメントのフィルタ条件の作成

1. [ セグメントのフィルタ基準 ] フォームで、ビジター属性を一覧表示するカテ
ゴリの名前をクリックします。

Engage に、カテゴリ内の属性のリストが表示されます。

2. セグメントの定義に使用する属性の名前をクリックします。

3. フォームに、その属性に対して有効な制限フィールドが表示されます。

4. フォームを使用して、ビジターをセグメントに含む、またはセグメントから

除外する属性の値を設定します。 

たとえば、属性が「年齢」で、18 ～ 30 歳の人をセグメントに含む場合は、
以下のように値を設定します。

この範囲の年齢の人を除外する場合は、以下のように値を設定します。

18 歳の人のみを含めるには、以下のように値を設定します。
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5.  [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。

6. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、 [ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

8. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、ステップ 2 に戻ります。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。

手順 3：履歴定義によるセグメントフィルタ条件の作成

1. [ セグメントのフィルタ基準 ] フォームで、[History] のカテゴリをクリックし
ます。
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履歴定義用の [ セグメントのフィルタ条件 ] フォームが表示されます。 この
フォームにカテゴリの最初の履歴定義が表示されます。 以下に例を示します。

このフォームには、アイテムの制限またはフィルタリングに使用する一般領
域が 3 つあります。

- フォームの上部のオプション領域

- フォームの左側の期間制限領域

- フォームの右側の履歴属性制限領域。 このセクションには、履歴定義を
定義する履歴属性が一覧表示されます。

2. 1 つのアイテムを制限およびフィルタリングできる [ セグメントのフィルタ条

件 ] フォームの 3 つの領域を活用すると、以下の 1 つ以上のオプションを使
用して、簡単なまたは複雑な基準を作成できます。

ヒント

フォームに表示されているものとは異なる履歴定義を使用するに
は、フォームの下部の [ 追加基準 ] のリストから選択してくだ
さい。
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オプション 1：合計に基づくフィルタリング
合計費用、合計価格、合計アイテム数などの合計に基づいてセグメントを定義で
きます。 

たとえば、サイト開発者が、サイトビジターの購入履歴を記録するための購入履
歴という名前の履歴定義を作成したと仮定します。 この定義の履歴属性の 1 つが
アイテム数とすると、 マーケット担当者はこの履歴定義を使用して、サイトビジ
ターが購入したアイテムの合計数に基づいてセグメントを作成できます。

合計に基づいてセグメントを定義するには

1. [ 合計 ] オプションを選択して、ビジターをセグメントに含む、またはセグメ
ントから除外する値を設定します。 

たとえば、履歴定義の購入履歴に 10 アイテム以上購入したビジターのみを
含めるように設定することができます。

2.  [ 特定の期間に制限 ] から、合計の計算に使用する期間を指定します。

たとえば、過去 6 か月間に指定された数のアイテムを購入したビジターに限
定するには、履歴定義の購入履歴に対する期間オプションの値を以下のよう
に設定します。

特定の日（休日など）に指定された数のアイテムほどを購入したビジターに
限定するには、以下のように値を設定します。

3. （オプション）履歴属性を追加してさらに基準を絞り込む場合は、 オプショ

ン 5： 履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義 に進んでください。

4. [ この基準を追加 ] をクリックします。
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基準がセグメントに追加されます。
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5. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

6. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側にある
ドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウンリストか
らカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックします。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。

オプション 2：数量に基づくフィルタリング
任意のビジターに対してこの履歴定義が記録された合計回数に基づいてセグメン
トを定義することができます。 

たとえば、マーケティング担当者は オプション 1：合計に基づくフィルタリン
グ で説明されている履歴定義の購入履歴を使用して、任意のビジターに対して
購入履歴が記録された回数に基づいてセグメントを定義することができます。 こ
の基準では、購入したプロダクトの種類や支払った金額ではなく、ビジターが購
入した回数が考慮されます。 

回数に基づいてセグメントを定義するには

1. フォームの上部にある [ 数 ] オプションを選択して、ビジターをセグメントに
含む、またはセグメントから除外する値を設定します。 

たとえば、5 回以上何かを購入したビジターのみを含めるように、履歴定義
の購入履歴を設定できます。

2. [ 特定の期間に制限 ] から、回数を計上する期間を指定します。

たとえば、過去 6 か月間に購入したビジターに限定するには、履歴定義の
[ 購入履歴 ] に対する期間オプションの値を以下のように設定します。

特定の日（休日など）に何かを購入したビジターに限定するには、以下のよ
うに値を設定できます。
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3. （オプション）履歴属性を追加してさらに基準を絞り込む場合は、 オプショ

ン 5： 履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義 に進んでください。

4. [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。

5. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

6. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。
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オプション 3：履歴定義の最初の記録に基づくフィルタリング
ビジターに対して履歴レコードが最初に記録された日付に基づいてセグメントを
定義することができます。 

たとえば、マーケット担当者は オプション 1：合計に基づくフィルタリング で
説明されている履歴定義の購入履歴を使用して、ビジターが初めて何かを購入し
た日、つまり、そのビジターに対して購入履歴が最初に記録された日付に基づい
てセグメントを定義することができます。

履歴定義が最初に記録された日付に基づいてセグメントを定義するには

1. フォームの上部にある [ 最先記録日 ] オプションを選択して、ビジターをセグ
メントに含む、またはセグメントから除外する値を設定します。 

たとえば、2005 年 1 月 1 日以前に何かを購入したビジターのみを含めるよ
うに、履歴定義の購入履歴をビジター設定できます。

2. [ 特定の期間に制限 ] から、この条件に使用する期間を指定します。

たとえば、特定の日（この例では 2005 年 1 月 1 日）から過去 2 年間に何か
を購入したビジターに限定するには、購入履歴の期間値を以下のように設定
します。

3. （オプション）履歴属性を追加してさらに基準を絞り込む場合は、 オプショ

ン 5： 履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義 に進んでください。

4. [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。

5. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

6. 以下のいずれかを実行します。
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- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。

オプション 4：履歴定義の最後の記録に基づくフィルタリング
ビジターに対して履歴定義が最後に記録された日付（現在に最も近い日付）に基
づいてセグメントを定義することができます。 

たとえば、マーケット担当者は オプション 1：合計に基づくフィルタリング で
説明されている履歴定義の購入履歴を使用して、ビジターが最後に何かを購入し
た日、つまり、そのビジターに対して購入履歴が最後に記録された日付に基づい
てセグメントを定義することができます。

履歴定義が最後に記録された日付に基づいてセグメントを定義するには

1. フォームの上部にある [ 最終記録日 ] オプションを選択して、ビジターをセグ
メントに含む、またはセグメントから除外する値を設定します。 

たとえば、2005 年 1 月 1 日以降に何かを購入したビジターに限定するには、
購入履歴の値を以下のように設定します。

2. [ 特定の期間に制限 ] から、この条件に使用する期間を指定します（下の例で

は ([ 全体 ]）。

3. （オプション）履歴属性を追加してさらに基準を絞り込む場合は、 オプショ

ン 5： 履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義 に進んでください。

4. [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。 以下に例を示します。
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5. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに追加するには、この手順を続行します。

6. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックしま
す。

7. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。

オプション 5： 履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義
履歴属性を追加すると、特定の属性を考慮することにより、回数、合計、最先記
録日または最終記録日にさらに制限を加えた複雑な基準を作成することができ
ます。

履歴属性を追加してセグメントを詳細に定義するには

1. フォーム上部にある 4 つのオプション（[ 数 ]、[ 合計 ]、[ 最先記録日 ]、[ 最終記
録日 ]）のうちのいずれかを選択して設定します。 各手順の詳細については、
次のいずれかを参照してください。

- オプション 1：合計に基づくフィルタリング
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- オプション 2：数量に基づくフィルタリング

- オプション 3：履歴定義の最初の記録に基づくフィルタリング

- オプション 4：履歴定義の最後の記録に基づくフィルタリング

2. [ 履歴属性 ]（フォームの右側）から、 [ 選択した属性の値 ] オプションを選択し

ます。

3. この履歴定義に対する属性リストから、フィルタとして使用する履歴属性を

クリックします。

フォームに、その属性に対して有効な制限フィールドが表示されます。

4. 制限フィールドを使用して、基準をさらに制限する属性値を設定します。 以

下に例を示します。

5. [ 特定の期間に制限 ] から、この条件に使用する期間を指定します。

6. [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。

7. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに追加するには、この手順を続行します。

8. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックしま
す。

9. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。
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オプション 6：プロダクトを追加してセグメントを詳細に定義
このセグメントを定義するために使用する履歴定義にプロダクトリスト履歴属性
がある場合は、プロダクトを追加すると、特定のプロダクトを考慮することによ
り、回数、合計、最先記録日または最終記録日にさらに制限を加えた複雑な基準
を作成することができます。 

プロダクトをセグメント定義に追加するには

1. フォーム上部にある 4 つのオプション（[ 数 ]、[ 合計 ]、[ 最先記録日 ]、[ 最終記
録日 ]）のうちのいずれかを選択して設定します。 この手順の詳細について
は、次のいずれかを参照してください。

- オプション 1：合計に基づくフィルタリング

- オプション 2：数量に基づくフィルタリング

- オプション 3：履歴定義の最初の記録に基づくフィルタリング

- オプション 4：履歴定義の最後の記録に基づくフィルタリング

2. [ 履歴属性 ]（フォームの右側）から、 [ 選択した属性の値 ] オプションを選択し

ます。

3. 属性リストから、[Product List] を選択します。

フォームに [ 選択 ] ボタンが表示されます。

4. ツリーで、[Product] タブを選択します。

5. 選択するプロダクトをクリックします。 複数のプロダクトを選択するには、

Ctrl キーまたは Shift キーを押しながら選択範囲をクリックします。

6. [ 選択 ] をクリックします。

選択したプロダクトのペアレントアセットとプロダクトが一覧表示されま
す。 以下に例を示します。

ツリーがオフになっている場合は、[ 選択 ] ボタンの代わりに右向き矢印が
表示されます。これをクリックすると、ポップアップウィンドウが開いて、
アクティブリストおよび履歴からアイテムを選択できます。

7. [ 特定の期間 ] から、この基準に使用する期間を指定します。

8. [ この基準を追加 ] をクリックします。

基準がセグメントに追加されます。

9. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

10. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
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行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックしま
す。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

11. 以下のいずれかを実行します。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、 手順 4：ショッピングカート
基準によるセグメントの定義 に進みます。

手順 4：ショッピングカート基準によるセグメントの定義

1. [ ショッピングカート ] をクリックします。

画面に [ ショッピングカート ] フォームが表示されます。

2. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントをビジターのショッピングカートに入っているプロダク
トの合計金額に基づいて定義するには、最初のオプションを選択してか
ら値を設定します。 たとえば、カート内に合計して最低 $50 以上のプロ
ダクトが入っているビジターに限定するには、以下のように値を設定し
ます。

- このセグメントをビジターのショッピングカートにある合計アイテム数
に基づいて定義するには、2 番目のオプションを選択してから値を設定
します。 たとえば、カート内に 3 個以上のプロダクトが入っているビジ
ターに限定するには、以下のように値を設定します。
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3. アイテム数または金額をカタログ内の特定のアイテムに制限するには、以下

の手順に従います。

a.  [ ツリーで特定のアイテムに制限します ] を選択します。

b. ツリーで、[ プ Product] タブを選択します。

c. 選択するプロダクトをクリックします。 複数のプロダクトを選択するに

は、Ctrl キーを押しながらクリックするか（隣接しない製品を選択する
場合）、Shift キーを押しながらクリックします（隣接した製品をまとめて
選択する場合）。

d. [セグメントのフィルタ] フォームで、[選択したアイテムの追加]をクリッ

クします。

ツリーがオフになっている場合は、[ 選択したアイテムの追加 ] ボタンの
代わりに右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップ
アップウィンドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からアイテム
を選択することができます。

4. [ この基準を追加 ] をクリックします。

ショッピングカート基準がセグメントに追加されます。

5. 以下のいずれかを実行します。

- このセグメントの作成を終了する場合は、[ 保存 ] をクリックします。

- さらに、セグメントに基準を追加するには、この手順を続行します。

6. 以下のいずれかを実行します。

- ビジターがこのセグメントに対する適格者となるかどうかを判断するた
めの基準をさらに追加するには、上の手順で追加した基準の右側（同じ
行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップダウ
ンリストからカテゴリ名を選択して、[ 別の基準を追加 ] をクリックし
ます。

- セグメントにさらに制限を追加するには、上の手順で追加した基準の下
（次の行）にあるドロップダウンフィールドをクリックします。ドロップ
ダウンリストからカテゴリ名を選択して、[ 制限の追加 ] をクリックし
ます。

7. 以下のいずれかを実行します。
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- [ ショッピングカート ] を選択した場合は、ステップ 2 に戻ります。

- ビジター属性カテゴリを選択した場合は、 手順 2：ビジター属性による
セグメントのフィルタ条件の作成 に進みます。

- 履歴定義カテゴリを選択した場合は、 手順 3：履歴定義によるセグメン
トフィルタ条件の作成 に進みます。

サンプルセグメントアセット
Engage と Burlington Financial Extensions を合わせてインストールすると、以下の
2 つのサンプルセグメントアセットもインストールされます。

• BFfrequentvisitors

• highriskinvestors

これらのサンプルアセットは、ツリーの [Marketing] タブに表示されます。 これ
らのセグメントは、[Marketing] タブにも表示されるサンプルリコメンデーション
およびプロモーションアセットと連動して動作するように設計されています。 こ
れらのサンプルセグメントをテンプレートとして使用すると、サイト用のセグメ
ントアセットを作成できます。

セグメントのパブリッシュ
パブリッシュの準備ができたセグメントを配信システムにパブリッシュするに
は、そのセグメントを承認する必要があります。 そうすると、Engage でセグメ
ントを使用してビジターを評価したり、ビジターに適切なアイテムを推奨できる
ようになります。

パブリッシュを承認する前に、セグメントが正しく設定されていることを検証す
るための調査または確認を必ず行ってください。 

アセットの承認およびパブリッシュの詳細については、第 5 章 「パブリッシュ」
を参照してください。

パブリッシュ完了後
セグメントの作成、検証、パブリッシュが一通り完了した後は、各セグメントの
メンバーにとって重要度の高いプロダクトとコンテンツにレーティングを割り当
てる必要があります。 詳細については、第 10 章 「リコメンデーションの作成お
よび設定」を参照してください。

セグメントを作成した後で、プロモーションを作成することもできます。 詳しく
は、第 11 章 「プロモーションの作成」を参照してください。
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第 10 章

リコメンデーションの作成および設定
リコメンデーションは、サイトページ上で特集を組んだり、推奨品として紹介す
るアセットを決定するアセットです。 リコメンデーションは、ビジターが属する
セグメントに基づいて推奨するアセットを決定します。また、プロダクトやコン
テンツに相当するフレックスアセット間の関係に基づく場合もあります。

リコメンデーションアセットの作成後、リコメンデーションを設定するには、作
成したセグメントに対するアセットの重要度に基づいてレーティングします。 ア
セットが推奨されるかどうかは、これらのレーティングに基づいて決定されま
す。 さらに、リコメンデーションは複数のフレックスアセット間の関係を定義す
ることもでき、 どのアセット間に関係を持たせるかはマーケティング担当者が決
定します。

この章は、以下の節から構成されています。

• リコメンデーションアセットについて

• リコメンデーションアセットタイプ

• リコメンデーションアセットの作成

• リコメンデーションアセットの編集

• 推奨されるアセットの設定

• フレックスアセットの関係の設定

• リコメンデーションアセットの検証

• サンプルリコメンデーションアセット

• レーティングされたフレックスアセットのパブリッシュ
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リコメンデーションアセットについて
リコメンデーションアセットは、プロダクトやコンテンツに相当するアセットの
収集、評価、およびソートを行い、現在のビジターに最適なアセットを推奨しま
す。 リコメンデーションアセットは、 ビジターが属するセグメントのリストとア
セットに対して設定されている確信度を調べることによって、ビジターに対して
最適なアセットを決定します。 確信度については、185 ページの「確信度」を参
照してください。

マーケティング担当者は、セグメントを作成した後、各セグメントに対する重要
度に基づいてフレックスアセットをレーティングします。 リコメンデーションア
セットがサイトページから呼び出されると、Engage によって現在のビジターに
適したセグメントが判断されます。リコメンデーションが示すアセットから、そ
れらのセグメントに対して最高レーティングを獲得しているアセットを選択しま
す。 これが、ビジターに「推奨」されるアセットなります。 

リコメンデーションには以下の 3 種類があります。

• 関連アイテム：プロダクトまたはコンテンツに相当するフレックスアセット
間の関係に基づいて、推奨アイテムのリストを返します。 それらの関係を持
たせるアセットの種類はマーケティング担当者が決定します （旧バージョン
では、「コンテキストベース」と呼ばれていました）。 

• 静的リスト：ビジターが選択されたセグメントに対する適格者となる場合
や、該当するセグメントがない場合に推奨アイテムのリストを返します。 

（旧バージョンでは、「マニュアル」と呼ばれていました）。 

• 動的リスト：セットアップした動的選択に基づく推奨アイテムの動的リスト
を返します。 （旧バージョンでは、「SQL」と呼ばれていました）。 

Engage では、サイトページを表示するテンプレートに表示しきれないほど多く
のアイテムがリストに含まれる場合、リコメンデーションの設定オプションとア
セットのレーティングを使用して、推奨アイテムのリストを制限します。 関連ア
イテムリコメンデーションの場合も、アセットの関係を使用してリストを制限で
きます。 どのようなリコメンデーションであっても、任意のビジターが属するセ
グメントに対する任意のアセットのレーティングが 0 の場合、そのアセットが
そのビジターに対して推奨されることはありません。また、レーティングが 100
の場合は必ず推奨されることになります。

リコメンデーションの作成 概要

ここでは、リコメンデーションを作成するための基本的な手順を説明します。

1. 設計者と開発者はマーケティングチームと共に、サイトに表示するすべての
マーチャンダイジングメッセージを定義し、リコメンデーションアセットと
プロモーションアセットを使用してどのようにそれらのメッセージを表現す
るかを計画します。

注

旧バージョンで作成された SQL リコメンデーションを使用または更
新することはできますが、新しい SQL リコメンデーションは作成で
きません。 
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2. 設計者と開発者は、リコメンデーション用テンプレートを設計し、コード化

します。 また、動的リストを生成するための CSElement アセットも作成し
ます。 

3. その後、マーケティング担当者は Engage リコメンデーションフォームを使用

して、リコメンデーションに名前を付け、設定を行います。

4. マーケティング担当者は、Engage フレックスアセットフォームを使用して、

各セグメントに対するアセットの重要度、つまり、各セグメントのメンバー
となる個々のビジターに対するアセットの重要度をレーティングします （通
常、レーティングは、個々のフレックスアセットではなく、フレックスペア
レントに対して割り当てます）。

5. 各関連アイテムリコメンデーションに対して、マーケティング担当者は、リ

コメンデーションによって定義された関係を持つアセットを、フレックスア
セット（プロダクトまたはコンテンツに相当）に割り当てます （通常、個々
のフレックスアセットではなく、フレックスペアレントに対する関係を指定
します）。

レーティングおよび確信度について

現在のビジターに対する最適なアセットについては、アセットのレーティング 
に確信度 の値を乗算して決定されます。確信度の値とは、アセットの最終レー
ティングを取得するために、リコメンデーションによってアセットに割り当てら
れた値のことです。

ここでは、これらの値について説明します。

レーティング
アセットのレーティングとは、作成したセグメントのメンバーに対してアセット
の重要度または非重要度を表すために割り当てられる値のことです。 アセットに
手動で割り当てることのできるレーティングは、以下の 3 種類です。

これらの特定のレーティングを割り当てられていないフレックスアセットまたは
フレックスペアレントには、システムデフォルトレーティングが適用されます。 
システムデフォルトは、マーケティング担当者および Web 開発チームが（サイ

レーティング 説明

セグメント内 現在のビジターが特定
のセグメントのメン
バーである場合に使用
されます。

セグメント外 現在のビジターが特定
のセグメントのメン
バーではない場合に使
用されます。

適用レーティング
なし

他に適用できるレー
ティングがない場合に
使用されます （「代替」
レーティング）。
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トページの XML または JSP オブジェクトメソッドを使用して）変更しない限り、
50 に設定されています。 システムデフォルトは、サイトに対するレーティング
評価の平均または中間点を示すものです。そのため、FatWire では、システムデ
フォルトレーティングを 50 から変更しないことをお勧めします。

セグメントに対してレーティングできるのは、プロダクトまたはコンテンツに相
当するフレックスアセットのみです。 ベーシックアセット（アーティクル、イ
メージなど）および AssetMaker で作成されたその他のアセットは、セグメント
に対してレーティングできません。

範囲

レーティングの値として設定可能な値は 0 ～ 100 の数値です。  0 および 100 の
各値は、アセットのレーティングに対して以下のような影響を与えます。

• 任意のセグメントに対するレーティングが 0 の場合、そのアセットはそのセ
グメントのメンバーに対して推奨されません。 たとえば、「Macintosh Users」
という名前のセグメントのメンバーには、PC や PC 関連プロダクトを推奨し
ないようにすることができます。

• 任意のセグメントに対するレーティングが 100 の場合、そのセグメントのメ
ンバーにはそのアセットが必ず推奨されます。

レーティングの継承 
フレックスアセットおよびフレックスペアレントは、「セグメント内」、「セグメ
ント外」、および「代替」（他に適用できるレーティングがない場合）レーティン
グを、それぞれのペアレントから継承します。 アセットまたはペアレントの最終
レーティングは、個別レーティングの値（個別レーティングが設定されていない
場合は、システムデフォルトレーティングの値）に、継承レーティングの値を加
えた値の平均となります。 アセットに継承されるレーティングの値は、ペアレン
トに設定されたレーティングの値にそのペアレントに継承されたレーティングの
値を加えた値になります。

以下に例を示します。

アセットまたは
ペアレント

個別レー
ティング

継承レー
ティング

最終レーティング

アセットペアレ
ント A

（トップレベル
グループ）

80 継承なし 80

アセット
ペアレント B

（アセットペアレ
ント A の子）

60 80 (60 + 80) / 2 = 70

アセット 1

（アセットペアレ
ント B の子）

70 70 (70 + 70) / 2 = 70

* アセットが階層のトップレベルにあるため、継承レーティングが
ない場合は、システムデフォルトが継承レーティングとして使用さ
れます。
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フレックスアセットが、レーティングの設定されていないセグメントに対する
レーティングを継承する場合、Engage は、継承レーティングとシステムデフォ
ルトレーティング（通常は 50）の合計値を平均して、最終レーティングを決定
します。 

以下に例を示します。

0 と 100 は特別な値であるため、これらの値には以下のルールが適用されます。

• 個別または継承レーティングのいずれかが 0 の場合、最終レーティングは 0 に
なります。

• 個別または継承レーティングのいずれか一方が 100 の場合は、もう一方が 0 の
場合を除いて、最終レーティングは 100 になります。

現在のビジターが複数のセグメントに属しており、それらのセグメントにおい
て、あるアセットに対するレーティングが指定されている場合は、次のルールが
適用されます。

• レーティングの最高値が最終レーティングになります。

• レーティングに 1 つでも 0 が含まれている場合、最終レーティングは 0 になり
ます。

確信度
アセットの確信度とは、リコメンデーションによって現在のビジターに返すア
セットが決定されるときに、評価または比較要素として手動で割り当てられる値
のことです。 確信度は、リコメンデーションの種類別にそれぞれ割り当てられ
ます。 

確信度は、割り当てを行うリコメンデーションアセット固有のものとなります。 
つまり、任意のリコメンデーションによる確信度の値は、別のリコメンデーショ
ンによって評価される場合、そのアセットのレーティングには影響を与えま
せん。

アセットまたは
ペアレント

個別レー
ティング

継承レー
ティング

最終レーティング

アセット
ペアレント A

（トップレベル
グループ）

80 継承なし 80

アセット
ペアレント B

（アセットペアレ
ント A の子）

なし、シス
テムデフォ
ルトの 50 を
使用

80 (50 + 80) / 2 = 65

アセット 1

（アセットペアレ
ント B の子）

70 65 (70 + 65) / 2 = 67.5
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範囲

確信度は評価要素であるため、パーセントで表されます。 パーセント値の有効範
囲は 0 ～ 100 です。 アセットのレーティングに対する 0% および 100% の各値
は、以下のような影響を与えます。

• 確信度が 0% の場合は、アセットのレーティングは 0%（0）で乗算されて最終
レーティングは 0 となるため、そのアセットはリコメンデーションによって
返されません。

• 確信度 100% の場合は、アセットのレーティングは 100%（1）で乗算されるた
め、アセットのレーティングは評価されず、確信度による影響もありま
せん。

継承

通常、マーケティング担当者は、プロダクトまたはコンテンツに相当するフレッ
クスアセット間の関係を指定し、確信度レベルをペアレントレベルにあるその関
係に割り当てます。これは、リコメンデーションによってペアレントに割り当て
られた確信度がアセットに継承されるためです。

同じリコメンデーションに対して、アセットが複数の確信度を持っている場合、
Engage では（それらの値のうち 1 つが 0 の場合でも）最高値が使用されます。 
この場合、値は平均化されません。 

選択基準およびソート順について

選択基準とソートは、リコメンデーションアセットによってテンプレートに返さ
れるアセットの選択とソート順に影響を与える設定オプションです。

リコメンデーションアセットによるアイテムの選択方法を指定する場合は、選択
基準オプションを使用します。 選択されたアイテムが表示される際の順番を指定
する場合は、ソートオプションを使用します。

選択基準
選択基準に選択する方法によって、データベースからアイテムが選択される方法
が決まります。 選択基準には 2 つの方法があります。

• 最高：Engage によって、現在のセグメント（現在のビジターが属するセグメ
ント）に対して最高のレーティングを持つアセットが選択されます。 

• ランダム：Engage では、加重ランダムアルゴリズムを使用して、リストから
アセットが選択されます。 この選択基準を使用すると、メッセージを変更す
るリコメンデーションを設計して、ビジターがサイトページに戻るたびに最
新または異なる推奨アイテムを表示することができます。 ただし、これは加
重ランダムアルゴリズムであるため、選択内容はアセットのレーティングに
基づきます。 現在のセグメントに対するアセットのレーティングが高いほど、
選択される可能性は高くなります。 

たとえば、1 つのアセットにランダム選択基準を使用するリコメンデーショ
ンを呼び出すようにコーディングされているテンプレートがあるとします。 
選択肢には 3 つのプロダクトが含まれています。 
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各プロダクトが選択される確率は、そのレーティングをすべてのレーティン
グの合計（247）で割った値になります。 したがって、「Movie 123」が選択さ
れる可能性は 38%、「Movie ABC」は 35%、「Movie RedYellowBlue」は 26% と
なります。

ソートオプション
選択基準の方法によってテンプレートに送るアイテムが決定されたら、ソートオ
プションでテンプレートにこれらのアイテムを表示する順序が決定されます。 

以下のオプションを使用して、選択したアイテムのリストをソートできます。

• プロダクト属性：価格、SKU、色などプロダクト（システムで使用されてい
るプロダクト属性によって異なる）のプロダクト属性に基づいてソートされ
ます。 

• コンテンツ属性：見出し、ファイル名、作成者など（システムで使用されて
いるコンテンツ属性によって異なる）のコンテンツ属性に基づいてソートさ
れます。 コンテンツ属性は、ベーシックアセットではなくフレックスアセッ
トを定義するために使用されている属性のみを指します。

• カスタム属性：ユーザーが作成したカスタムのフレックス属性に基づいて
ソートされます。 

• アセットタイプ：リスト内のアイテムがアセットタイプに基づいてアルファ
ベット順にソートされます。 この方法では、詳細なアーティクルアセット

（AArticles）、詳細なイメージアセット（AImages）、プロダクトアセットの順
にソートされます。 降順オプションを選択すると、ソート順が逆になります

（プロダクトアセットが最初にソートされます）。

• 確信度：返されたアイテムが確信度の値に基づいてソートされます。 

• レーティング：返されたアイテムがレーティングに基づいてソートされ
ます。 

リコメンデーションには、必要な数だけソートオプションを追加できます。 
Engage では、リコメンデーションフォームに表示される順序でこれらのオプ
ションが使用されます。

アセット レーティン
グ

Movie 123 95

Movie ABC 87

Movie RedYellowBlue 65

注

表示されるプロダクト属性およびコンテンツ属性のカテゴリは、
サンプルサイトのデータに基づいています。 ソートオプションに
よって、他の属性カテゴリが表示されることがあります。
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リコメンデーションアセットタイプ
ここでは、3 つのリコメンデーションアセットタイプの概要と各タイプに対する
レーティングの算出方法について説明します。 204 ページの「ソート順の設定」
を参照してください。

静的リスト

静的リストリコメンデーションアセットには、あらかじめ選択された静的アセッ
トのリストが含まれます。 テンプレートによってリコメンデーションが呼び出さ
れると、静的リストのアイテムが返されます。 

静的リストリコメンデーションを作成するには、ツリーで選択したアイテムを特
定のセグメントに追加します。 また、セグメントに追加しないでツリーから静的
リストを作成することもできます。 

セグメントの静的リストに追加するアイテムごとに、セグメント内およびセグメ
ント外レーティングに対する確信度を割り当てることができます。

これは静的リストリコメンデーションであるため、リストのアイテムは、ユー
ザーが変更（または、データベースから削除）するまで変わりません。

静的リストのレーティングの算出

テンプレートによって静的リストリコメンデーションが呼び出されても、アイテ
ムの数が指定されていない場合は、レーティングが 0 のアセットを除外しただ
けのレーティング算出となります。その結果、現在のビジターに対しては、レー
ティングが 0 のアイテムを除くリスト内のすべてのアイテムがリコメンデー
ションによって返されます。 

テンプレートによって静的リストリコメンデーションが呼び出され、かつリコメ
ンデーションリストに含まれているアイテム数よりも少ない数のアイテムが要求
された場合は、リコメンデーションで指定された選択基準方法を使用して、返さ
れるアセットが決定されます。

Engage では、以下のようにアセットのレーティングが算出されます。

1. 現在のビジターが属するセグメントが判断されます。

2. リコメンデーションのリスト上の各アイテムを調べて、現在のビジターが属

するセグメントに対してレーティングが設定されているアイテムがないかど
うかが判断されます。

3. 適切なレーティングが設定されているアイテムについては、そのレーティン

グと（リコメンデーションのリストから参照した）アセットに対する確信度
が乗算されます。 こうして算出された値がアセットの最終レーティングにな
ります。 たとえば、レーティングが 90 で確信度が 75% の場合、最終レー
ティングは 67.5（90 x 0.75）になります。 

選択基準方法が最高の場合、Engage では最高の最終レーティングを持つアセッ
トが推奨されます。 選択基準方法がランダムの場合、Engage では加重ランダム
アルゴリズムを使用して、選択された推奨アイテムが返されます。
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動的リスト

動的リストリコメンデーションは、CSElement アセットと呼ばれる特別なアセッ
トを参照します。このアセットは、開発者がエレメントと呼ばれるプログラムの
一種としてコーディングしたものです。 テンプレートによってリコメンデーショ
ンが呼び出されると、エレメントが実行され、エレメントで定義された条件に基
づくリストが返されます。 たとえば、「New Products」というリコメンデーショ
ンを作成して、その参照されたエレメントに過去 5 日以内にデータベースに追
加されたプロダクトだけを選択させるように設定することができます。

動的リストリコメンデーションを作成するには、ツリーの CSElement アセット
（リスト生成ロジックを含む）を選択します。 その後、現在のリスト結果を表示
して、選択されたエレメントをテストすることができます。 エレメントは、以下
の項目を含む特定タイプのリストを返す必要があります。

• アセット名：アセットの名前。サイト内で一意です。

• アセット ID：アセットに対して生成された識別子。

• アセットタイプ：アセットクラスの名前（例：「プロダクト」）。

• 確信度：開発者が算出した値、または Engage によって 1（100%）として割り
当てられた値。

名前が示すとおり、この種類のリコメンデーションは動的です。 テンプレートに
よってリコメンデーションが呼び出されるたびに、エレメントが実行され、デー
タベースの現在の状態に基づいたリストが再生成されます。

動的リストのレーティングの算出

テンプレートによって動的リストリコメンデーション呼び出されても、アイテム
の数が指定されていない場合は、リコメンデーションによって生成リストから取
得したすべてのアイテムが返されます。 この場合、レーティングは算出されま
せん。 

テンプレートによって動的リストリコメンデーションが呼び出され、かつリコメ
ンデーションリストに含まれているアイテム数よりも少ない数のアイテムが要求
された場合は、リコメンデーションで指定された選択基準方法を使用して、返さ
れるアセットが決定されます。 

Engage では、以下のようにアセットのレーティングが算出されます。

1. 現在のビジターが属するセグメントが判断されます。

2. エレメントから返された各アイテムを調べて、現在のビジターが属するセグ

メントに対してレーティングが設定されているアイテムがないかかどうかが
判断されます。

注

下位互換性のため、既存の SQL リコメンデーションも使用できま
す。このリコメンデーションでは、アセットタイプ、アセット
ID、およびオプションの確信度の値を含む動的結果セットのリス
トが返されます。 ただし、新しい SQL リコメンデーションを使用
することはできません。 
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3. 適切なレーティングが設定されている各アイテムについては、そのレーティ

ングと（そのエレメントから参照した）アセットに対する確信度が乗算され
ます。 こうして算出された値がアセットの最終レーティングになります。 た
とえば、レーティングが 90 で確信度が 0.75 の場合、最終レーティングは
67.5（90 x 0.75）になります。

エレメントから確信度の値が返されない場合は、リストの各アイテムに対す
る確信度値として 1 が割り当てられます。

選択基準方法が最高の場合、Engage では最高の最終レーティングを持つアセッ
トが推奨されます。 選択基準の方法がランダムの場合、Engage では加重ランダ
ム選択方法を使用して、選択された推奨アイテムが返されます。
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関連アイテム

関連アイテムリコメンデーションには、関係の名前が含まれます。 テンプレート
によって関連アイテムリコメンデーションが呼び出されると、アイテムが返され
る（推奨される）のは、現在ページに表示されているアセットとリコメンデー
ションによって名前の付けられた関係を持つように手動で設定されている場合に
限ります。 

一般的なアセット間の関係は、クロスセルとアップセルの関係になります。 たと
えば、「Cross-Sell」という名前の関連アイテムリコメンデーションでは、サスペ
ンス映画を表示するページに西部劇映画のリストが表示されるようになっていま
す。これは、西部劇映画を購入する人はサスペンス映画も購入するとマーケティ
ング担当者が判断したためです。

関連アイテムリコメンデーションを作成するには、リコメンデーションに名前を
付け、関連アイテムリコメンデーションであることを指定します。 

続いて、他のフレックスアセットと、このリコメンデーションが表す関係を持た
せるフレックスアセットを決定する必要があります。 フレックスアセットおよび
フレックスペアレントアセットフォームを使用して、これらの関係を割り当てま
す。また、そのリコメンデーションに対するアセットの重み（評価）を示す確信
度の値も割り当てます。

テンプレートによってリコメンデーションが呼び出されると、Engage で以下の
処理が実行されます。

• 現在表示されているアセットと、リコメンデーションで指定された関係を持
つアセットが特定されます。

• これらのアセットに対するレーティングを調べて、現在のビジターに適切な
アセットであるかどうかが判断されます。

関連アイテムのレーティングの算出

この例では、Movie 123 のプロダクト説明を表示するテンプレートによって、
Cross-Sell という名前の関連アイテムリコメンデーションが呼び出されます。 
Cross-Sell のテンプレートは、Movie 123 とクロスセル関係にある 5 つのアセット
を返すように要求します。 Engage では、以下の処理が実行されます。 

1. 現在のビジターが属するセグメントが判断されます。

2. Movie 123 用のプロダクトフォーム上の［関連アイテム］セクションから、プ

ロダクトプロダクト Cross-Sell リコメンデーション用のプロダクトおよび
（または）プロダクトペアレントがリストされているかどうかが調べられま
す。 さらに、Movie 123 のすべてのペアレントの関連アイテムも調べられ
ます。

3. すべての映画、および Movie 123 とクロスセル関係にあるプロダクトの仮リス

トが作成されます （このリストには、ペアレントからこの関係を継承してい
るプロダクトもすべて含まれます）。 このリストでは、各アイテムの確信度の
値も決定されます。

4. プロダクトフォーム上の［レーティング］セクションで、仮リストに含まれ

ているすべての映画とプロダクトのレーティングを確認します。 

5. 仮リストを制限して、現在のビジターが属するセグメントに対して適用可能

なレーティングを持つ映画とプロダクトのみが含まれるようにします。
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6. レーティングと、制限されたリストの各プロダクトに対する確信度が乗算さ

れます。

選択基準の方法が最高の場合、Engage では最高の最終レーティングを持つア
セットが 5 つ推奨されます。 選択基準の方法がランダムの場合、Engage では加
重ランダム選択方法を使用して、選択した推奨アイテム 5 つが返されます。

リコメンデーションアセットの作成
ここでは、3 種類のリコメンデーションアセットを作成する方法について説明し
ます。

静的リストリコメンデーションの作成

静的リストリコメンデーションを作成するときには、リコメンデーションモード
またはリストモードが選択できます。

リストモードには、リコメンデーションモードに用意されているマーケティング
オプション（レーティング、選択基準、ソート順）がないため、簡単な静的リス
トが作成できます。 リストモードの静的リストリコメンデーションがテンプレー
トによって呼び出されたときには、常にリスト内のすべてのアセットが表示され
ます（表示順はユーザーが指定します）。 リコメンデーションモードの静的リス
トリコメンデーションがテンプレートによって呼び出されたときには、アセット
の表示順は、リスト内の順序ではなく、セグメントとレーティングによって決ま
ります。 さらに、セグメントとレーティングを適用することによって、リスト内
のアセットの一部がフィルタによって排除されてしまう場合があります。

静的リストリコメンデーションを作成するには（リコメンデーションモード）

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［新規］をクリックします。

3. アセットタイプのリストから［New Recommentation］を選択します。

［Recommentation］フォームが表示されます。 

4. ［名前］フィールドに、固有でわかりやすいリコメンデーション名を入力し

ます。 スペースを含む、最大 64 文字の英数字を入力できます。 先頭には必ず
文字を指定してください。
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5. ［説明］フィールドに、リコメンデーションの簡単な説明を入力します。 最大

128 文字の英数字を入力できます。

6. ［サブタイプ］フィールドで、ドロップダウンリストからサブタイプを選択

します。 サブタイプは、リコメンデーションを分類する方法の 1 つです。 開
発者がリコメンデーションアセットタイプに対するサブタイプを定義してい
ない場合、ドロップダウンリストは空白です。

7. ［テンプレート］フィールドで、ドロップダウンリストからテンプレートを

選択します。

8. [ モード ] セクションで、[ リコメンデーション ] ラジオボタンを選択します。 

9. ［続行］をクリックして、作成するリコメンデーションのタイプを選択しま

す。 または、フォームのタイトルの下にある［タイプ］。 

[ タイプ ] フォームが表示されます。 

注

このフィールドにドロップダウンリストが表示されない場合は、
リコメンデーションに対するテンプレートが作成されていませ
ん。 リコメンデーションのテンプレート作成については、開発者
に問い合わせてください。
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10.［静的リスト］を選択してから、［続行］をクリックしてリコメンデーション

のオプションを設定します。 または、フォームのタイトルの下にある［オプ
ション］。
[ オプション ] フォームが表示されます。

11. リコメンデーションの目的に合ったオプションを設定して、［続行］をク

リックしてリコメンデーションを作成します。 または、フォームのタイトル
の下にある［作成］からもリコメンデーションの作成ができます。

[ 作成 ] フォームが表示されます。

12. 以下の方法で静的リストを作成します。

a. ドロップダウンリストからセグメントを選択します。

b. ツリーから、このセグメントのリストに表示するアイテムを選択して、

［選択したアイテムの追加］をクリックします。

ツリーがオフになっている場合は、［選択したアイテムの追加］ ボタンの
代わりに右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップ
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アップウィンドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からアイテム
を選択できます。 

c. 各アイテムのセグメント内とセグメント外両方に対する確信度の値を割

り当てます。これらは、現在のビジターがセグメントのメンバーである
場合とメンバーではない場合に、リコメンデーションによって返される
アセットが決定されるときの加重要素となるものです。 デフォルトの値
は、セグメント内が 100%、セグメント外が 0% です。 詳細について
は、183 ページの「レーティングおよび確信度について」を参照してくだ
さい。

d. さらに、リストにセグメントを追加するには、手順 a、b、c を繰り返しま

す。 一度選択されたセグメントは、ドロップダウンリストに表示されな
くなります。

e. （オプション）アイテムを選択して、［セグメントを適用しない場合］カ

テゴリに追加します。 必要に応じて確信度の値を割り当てます。

完成したフォームは、以下のように表示されます。

13.［続行］をクリックして、選択基準を設定します。 または、フォームのタイト

ルの下にある［選択］からも設定できます。

[ 選択基準 ] フォームが表示されます。

14. リコメンデーションによってアイテムが選択される方法を選択します。 これ

らの方法については、186 ページの「選択基準」を参照してください。
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15.［続行］をクリックして、ソート基準を設定します。 または、フォームのタイ

トルの下にある［ソート］からも設定できます。 204 ページの「ソート順の
設定」の説明に従ってソート基準を設定します。

16. ソート基準の設定が終了したら、［保存］をクリックしてアセットの作成を

完了します。 各段階で［保存］をクリックして、段階ごとにアセットを保存
することもできます。

静的リストリコメンデーションを作成するには（リストモード）

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［新規］をクリックします。

3. アセットタイプのリストから［New Recommendation］を選択します。

［Recommendation］フォームが表示されます。 

4. ［名前］フィールドに、固有でわかりやすいリスト名を入力します。 スペース

を含む、最大 64 文字の英数字を使用できます。 先頭には必ず文字を指定し
てください。

5. ［説明］フィールドに、リストの簡単な説明を入力します。 最大 128 文字の英

数字を使用できます。

6. ［サブタイプ］フィールドで、ドロップダウンリストからサブタイプを選択

します。 サブタイプは、リストを分類する方法の 1 つです。 開発者がリスト
アセットタイプに対するサブタイプを定義していない場合、ドロップダウン
リストは空白です。

7. ［テンプレート］フィールドで、ドロップダウンリストからテンプレートを

選択します。 

8. [ モード ] セクションで、[ リスト ] ラジオボタンを選択します。

注

このフィールドにドロップダウンリストが表示されない場合は、
リコメンデーションに対するテンプレートが作成されていませ
ん。 リコメンデーションのテンプレートの作成については、開発
者に問い合わせてください。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 10 章 リコメンデーションの作成および設定

リコメンデーションアセットの作成
197
9. ［続行］をクリックして、リストのオプションを設定します。 または、フォー

ムのタイトルの下にある［オプション］できます。
[ オプション ] フォームが表示されます。

10. リストの目的に合ったオプションを設定して、［続行］をクリックしてリス

トを作成します。 または、フォームのタイトルの下にある［作成］からリス
トの作成ができます。
[ 作成 ] フォームが表示されます。

11. ツリーで、リストに含めるアセットを選択して、［選択したアイテムの追加］

ボタンをクリックします。 [ アイテム名 ] リストからアイテムを選択してから
上下矢印ボタンをクリックする方法でも、アイテムの順序を変更できます。

12. [ 保存 ] をクリックします。 
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動的リストリコメンデーションの作成

事前に、設計者および開発者と、作成するリコメンデーションから呼び出す
CSElement アセットについて話し合ってください。

動的リストリコメンデーションを作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［新規］をクリックします。

3. アセットタイプのリストから［New Recommendation］を選択します。

［Recommendation］フォームが表示されます。 

4. ［名前］フィールドに、固有でわかりやすいリコメンデーション名を入力し

ます。 スペースを含む、最大 64 文字の英数字を使用できます。 先頭には必ず
文字を指定してください。

5. ［説明］フィールドに、リコメンデーションの簡単な説明を入力します。 最大

128 文字の英数字を使用できます。

6. ［サブタイプ］フィールドで、ドロップダウンリストからサブタイプを選択

します。 サブタイプは、リコメンデーションを分類する方法の 1 つです。 開
発者がリコメンデーションアセットタイプに対するサブタイプを定義してい
ない場合、ドロップダウンリストは空白です。

7. ［テンプレート］フィールドで、ドロップダウンリストからテンプレートを

選択します。 

8. [ モード ] で、[ リコメンデーション ] ラジオボタンを選択します。

9. ［続行］をクリックして、作成するリコメンデーションのタイプを選択しま

す。 または、フォームのタイトルの下にある［タイプ］。

注

このフィールドにドロップダウンリストが表示されない場合は、
リコメンデーションに対するテンプレートが作成されていませ
ん。 リコメンデーションのテンプレートの作成については、開発
者に問い合わせてください。
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[ タイプ ] フォームが表示されます。 

10.［動的リスト］を選択してから、［続行］をクリックしてリコメンデーション

のオプションを設定します。 または、フォームのタイトルの下にある［オプ
ション］からも設定できます。
[ オプション ] フォームが表示されます。

11. リコメンデーションの目的に合ったオプションを設定して、［続行］をク

リックしてリコメンデーションを作成します。 または、フォームのタイトル
の下にある［作成］からもリコメンデーションの作成ができます。
[ 作成 ] フォームが表示されます。

12. ツリーの［Design］タブから、実行する CSElement アセットを選択して、［選

択したエレメントの追加］をクリックします。 ここでは、1 つのエレメント
しか選択できません。

ツリーがオフになっている場合は、［選択したエレメントの追加］ボタンの
代わりに右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップアップ
ウィンドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からエレメントを選択で
きます。 
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以下のようなフォームが表示されます。

13. CSElement アセットを変更する場合は、別のアセットを選択してから［選択

したエレメントの更新］をクリックすると、リスト内のアイテムと置き換え
ることができます。 エレメントから生成されるリストを表示するには、［表示
結果］をクリックします。

以下のようなフォームが表示されます。

リストは動的であるため、テンプレートによってリコメンデーションが呼び
出されたときにデータベース内のアセットが変更されている場合は、リスト
の内容も変化することになります。 ツリーから別の CSElement アセットを選
択すると、現在表示されているリスト結果は消去されます。

［表示結果］をクリックしたときに、以下のような状況が発生する可能性が
あります。

- エレメントから必要なリストタイプが返されない。

- 返されたリストに必須の列が表示されていない。

- エレメントで表示エラーが発生した。

- エレメントからアセットが返されない（必ずしもエラーではありません。
必要なアセットが存在していない可能性もありますので、管理者に問い
合わせてください）。
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このような状況が発生した場合は、別の CSElement アセットを選択して再試
行してみるか、CSElement ロジックが正しく設定されているかどうかを調べ
てください。

14.［続行］をクリックして、選択基準を設定します。 または、フォームのタイト

ルの下にある［選択］できます。

[ 選択基準 ] フォームが表示されます。

15. リコメンデーションによってアイテムが選択される方法を選択します。 これ

らの方法については、186 ページの「選択基準」を参照してください。

16.［続行］をクリックして、ソート基準を設定します。 または、フォームのタイ

トルの下にある［ソート］からも設定できます。 204 ページの「ソート順の
設定」の説明に従ってソート基準を設定します。

17. ソート基準の設定が終了したら、［保存］をクリックしてアセットの作成を

完了します。 各段階で［保存］をクリックして、段階ごとにアセットを保存
することもできます。

関連アイテムリコメンデーションの作成

関連アイテムリコメンデーションを作成するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの［新規］をクリックします。

3. アセットタイプのリストから［New Recommendation］を選択します。

［Recommendation］フォームが表示されます。 

4. ［名前］フィールドに、固有でわかりやすいリコメンデーション名を入力し

ます。 スペースを含む、最大 64 文字の英数字を使用できます。 先頭には必ず
文字を指定してください。

5. ［説明］フィールドに、リコメンデーションの簡単な説明を入力します。 最大

128 文字の英数字を使用できます。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 10 章 リコメンデーションの作成および設定

リコメンデーションアセットの作成
202
6. ［サブタイプ］フィールドで、ドロップダウンリストからサブタイプを選択

します。 サブタイプは、リコメンデーションを分類する方法の 1 つです。 開
発者がリコメンデーションアセットタイプに対するサブタイプを定義してい
ない場合、ドロップダウンリストは空白です。

7. ［テンプレート］ フィールドで、ドロップダウンリストからテンプレートを選

択します。 

8. [ モード ] で、[ リコメンデーション ] ラジオボタンを選択します。

9. ［続行］をクリックして、作成するリコメンデーションのタイプを選択しま

す。 または、フォームのタイトルの下にある［タイプ］からも選択できます。

[ タイプ ] フォームが表示されます。 

注

このフィールドにドロップダウンリストが表示されない場合は、リコ
メンデーションに対するテンプレートが作成されていません。 リコメ
ンデーションのテンプレート作成については、開発者に問い合わせて
ください。
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10.［関連アイテム］を選択してから、［続行］をクリックしてリコメンデーショ

ンのオプションを設定します。 または、フォームのタイトルの下にある［オ
プション］からも設定できます。
[ オプション ] フォームが表示されます。

11. リコメンデーションの目的に合ったオプションを設定してください。 このリ

コメンデーションタイプに対する作成手順はないため、フォームのタイトル
の下にある［選択］から [ 選択基準 ] フォームに進みます。 誤って［作成］
または［続行］をクリックすると、以下のメッセージが表示されます。

12.［続行］をクリックして、選択基準を設定します。 または、フォームのタイト

ルの下にある［選択］からも設定できます。

[ 選択基準 ] フォームが表示されます。

13. リコメンデーションによってアイテムが選択される方法を選択します。 これ

らの方法については、186 ページの「選択基準」を参照してください。

14.［続行］をクリックして、ソート基準を設定します。 または、フォームのタイ

トルの下にある［ソート］からも設定できます。 204 ページの「ソート順の
設定」の説明に従ってソート基準を設定します。
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15. ソート基準の設定が終了したら、［保存］をクリックしてアセットの作成を

完了します。 各段階で［保存］をクリックして、段階ごとにアセットを保存
することもできます。

これで、フレックスアセットおよびフレックスペアレントアセットに対するリコ
メンデーションリストに、このリコメンデーションが表示されるようになりまし
た。 フレックスアセットに対する関係の設定もできます。 詳しくは、209 ページ
の「フレックスアセットの関係の設定」を参照してください。

ソート順の設定

リコメンデーションのソート順を設定する手順は、3 種類とも同じです。 

リコメンデーションのソート順を設定するには

1. 選択基準フォームから［続行］ をクリックして、ソート基準を設定します。 
または、フォームのタイトルの下にある［ソート］できます。

[ ソート基準 ] フォームが表示されます。

2. ［属性タイプ］フィールドで、以下のいずれかを選択します。 

- プロダクト属性を基準にソートする場合は、［Product Attribute］を選択
します。

- コンテンツ属性を基準にソートする場合は、［Content Attribute］を選択
します。

- アセットタイプ、確信度、レーティングを基準にソートする場合は、［特
別］を選択します。

これらのオプションの詳細については、187 ページの「ソートオプション」
を参照してください。 

3. ［属性］フィールドに表示される リストのアイテムは、［属性タイプ］フィー

ルドで選択したオプションによって異なります。 

注

表示されるプロダクト属性およびコンテンツ属性のカテゴリは、サン
プルサイトのデータに基づいています。 ソートオプションによって、
他の属性カテゴリが表示されることがあります。
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- ［Product Attribute］を選択した場合、このフィールドには、データベー
ス内のすべてのプロダクト属性が一覧表示されます。 

- ［Content Attribute］を選択した場合、このフィールドには、フレックス
コンテンツアセットに対するすべてのコンテンツ属性（ベーシックコン
テンツアセットに対する属性ではない）が一覧表示されます。  

- ［特別］を選択した場合、このフィールドには _ASSETTYPE_、
_CONFIDENCE_、_RATING_ が表示されます。 ドロップダウンリストから
オプションを選択します。

4. ［指示］フィールドでは、ソートを昇順または降順のどちらで実行するかを

選択します。 

5. ［ソート基準の追加］をクリックします。 基準がフォームの下部に表示され

ます。 

6. （オプション）さらに、基準を追加するには、手順 2 ～ 5 を繰り返します。 新

しいソート基準は、Engage に実行させるソート順に追加してください。

7. ソート基準の設定が終了したら、［保存］をクリックしてアセットの作成を

完了します。 各段階で［保存］をクリックして、段階ごとにアセットを保存
することもできます。

リコメンデーションアセットの編集

リコメンデーションアセットを編集するには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 編集するアセットを検索します。

3. ［編集］フォームにアセットを表示します。 
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4. 編集領域の横にある［変更］をクリックします。 たとえば、ソート基準を編

集する場合は同列右側にあるボタンをクリックします。リコメンデーション
ウィザードで現在の選択内容を示す [ ソート基準 ] フォームが再表示され
ます。

5. 編集後、［変更の保存］をクリックして操作を完了します。 アセットの

［調査］フォームが再表示されます。
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SQL リコメンデーション

Engage の旧バージョンで作成した SQL リコメンデーションがある場合、この
バージョンでも使用および編集することはできますが、新しい SQL リコメン
デーションを作成することはできません。

1. ［編集］フォームに既存の SQL リコメンデーションを開いて、タイプの選択段
階に進むと、以下のように選択肢に［SQL クエリー］が表示されます。

このオプションはセッション中有効です。 タイプを変更後、アセットを保存
してもう一度［編集］フォームに表示すると、［SQL クエリー］はタイプの
選択肢として表示されなくなります。 

2. ［続行］をクリックして、クエリーを編集します。 または、フォームのタイト

ルの下にある［作成］編集できます。

[ 作成 ] フォームが表示されます。 

3. SQL でのコーディング方法に詳しい場合は、必要に応じてクエリーを編集す

るか、開発者の指示に従います。 終了したら、［変更の保存］をクリックしま
す。 アセットの［調査］フォームが再表示されます。 

推奨されるアセットの設定
次のステップでは、カタログを利用して、リコメンデーションで購入するアセッ
トに対するセグメントレーティングおよびアセットの関係を設定します。 具体的
には、以下の操作を実行するときに、Content Server の標準インターフェイスで
フレックスアセットおよびフレックスペアレントアセットフォームを使用する必
要があります。

• 各セグメントのメンバーに対するアセットおよびペアレントアセットの重要
度をレーティングします。 

• 関連アイテムリコメンデーションによって表されるアセットの関係を設定し
ます。
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アセットに対するレーティングの割り当て 

個々のフレックスアセットまたはフレックスペアレントにレーティングを割り当
てることができます。 FatWire では、以下の理由から、アセットペアレントを使
用してレーティングを割り当てることお勧めしています。

• 複数のアセットがグループに属している場合、複数のアセットに対するレー
ティングを管理しやすくなります。 実際には、子アセットにレーティングを
割り当てることだけを目的としたフレックスペアレントを作成しておくと便
利です。 これによって、レーティング条件が同じアセットをすべて同じペア
レントを持つ子することができます。 そうすると、すべての子アセットに対
するレーティングを一括変更できるようになります。

• アセットグループ同士のレーティング比較する方が、個々のアセットのレー
ティングを比較するより簡単です。

• 個別レーティングを持つアセットの数が少なくなるため、レーティングをす
ばやく算出できます。 これによって、システムのパフォーマンスが向上し
ます。

レーティングを、特定の環境下で特定のフレックスアセットのプロモーションを
試行する目的には使用しないでください。 そのような場合には、静的リストリコ
メンデーションまたは専用のプロモーションを使用します。 

レーティングの割り当てを開始する前に、以下のタスクを完了していることを確
認してください。

• セグメントを調べて、それらがどのように定義されているかを把握するこ
と。フレックスペアレントの各セグメントに対する重要度を判断すること。

• サイト開発者が、レーティングが指定されていないアセットに対するシステ
ムデフォルトレーティングを変更したかどうかを確認すること。 システムデ
フォルトレーティングが変更されていない場合、デフォルトレーティングは
50 です。 このレーティングは、レーティング評価の平均または中間点を示す
ものです。 この値を基準にして、アセットのレーティングを行うようにして
ください。 たとえば、アセットのレーティングがシステムデフォルトレー
ティングより低いと、そのアセットはサイトのビジターに推奨される可能性
がほとんどなくなってしまいます。

アセットにレーティングを割り当てるには

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 割り当てるセグメントレーティングを持つフレックスアセットまたはフレッ

クスペアレントを検索して選択します。

3. アセットの［編集］フォームで、［レーティング］リストが表示されるまで

スクロールします。 ここには、このサイト用に作成されているすべてのセグ
メントが表示されます。 以下に例を示します。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



第 10 章 リコメンデーションの作成および設定

フレックスアセットの関係の設定
209
4. 0 ～ 100 の範囲（100 が最高値）で、リスト内のセグメントに対してこのア

セットをレーティングします。

- このセグメントのメンバーに対してアセットをレーティングするには、
セグメントの ［セグメント内］列に値を入力します。

- このセグメントのメンバーではないビジターに対してアセットをレー
ティングするには、セグメントの［セグメント外］列に値を入力します。

- 特定のレーティングが指定されていないセグメントに対してアセットを
レーティングするには、［セグメント適用外ユーザーのレーティング］
フィールドに値を入力します。 適用するセグメントレーティングがない
場合、この値はアセットの固有値を示します。

レーティングの詳細については、183 ページの「レーティングおよび確信度
について」を参照してください。

5. [ 変更の保存 ] をクリックします。

これで、このアセットにセグメントレーティングが割り当てられました。

フレックスアセットの関係の設定
設定を開始する前に、以下のタスクを完了していることを確認してください。

• 開発者に、各関連アイテムリコメンデーション（が表す関係）について説明
してもらうこと。

• リコメンデーションが、プロダクトフレックスアセットの組み合わせ（例：
プロダクトとコンテンツアセット）を表示するようにプログラムされている
かどうかを確認すること。プログラムされていないと、正しく関係を設定で
きません。

アセット間の関係を設定するには

1. Content ログインして、Server の標準インターフェイスを開きます。

2. 設定する関連アイテムの関係を持つフレックスペアレントを検索して選択し

ます。

3. ペアレントの［編集］フォームで、［関連アイテム］リストが表示されるま

でスクロールします。 以下に例を示します。
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4. ツリーで、関係を設定するフレックスアセットに対する適切なタブを選択し

ます。 Burlington Financial サンプルサイトでは、［Product］ タブを選択します。

5. ［Product］タブで、フレックスアセットまたはフレックスペアレントをク

リックして選択します。 複数のアセットを選択するには、Ctrl キーを押しな
がらクリックするか（隣接しないアセットを選択する場合）、Shift キーを押
しながらクリックします（隣接したアセットを選択する場合）。

6. ［編集］フォームで、この関係を定義するリコメンデーションの名前の下に

ある［選択したアイテムの追加］をクリックします。

ツリーがオフになっている場合は、［選択したアイテムの追加］ ボタンの代わ
りに右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップアップウィ
ンドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からアイテムを選択でき
ます。

リコメンデーションの下にアセットが表示されます。

7. アセットまたはアセットペアレントの横にある ［確信度］に、この関係の重

み（重要度）を示す値をパーセント単位で指定します。 フィールドに、0 ～
100 の範囲でパーセント値を入力します。 0 を入力したり、フィールドに値
を入力しないで空白にすると、このアセットはリコメンデーションから除外
されます。 以下に例を示します。

8. リスト内のすべてのアイテムに対して、ステップ 7 を繰り返します。

9. このアセットに適用されるすべてのリコメンデーションに対して、手順 4 ～ 8

を繰り返します。

10. [ 変更の保存 ] をクリックします。

これで、このアセットにアセットの関係が割り当てられました。

リコメンデーションアセットの検証
リコメンデーションアセットが正しく設定されていることを確認するには、以下
の手順を実行します。

• テストセグメントを数種類作成します。 
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• フレックスアセットおよびフレックスペアレントアセットフォーム（例：プ
ロダクトとプロダクトペアレント）で、セグメントに対するレーティングを
割り当てます。

• ビジターとしてサイトを閲覧して、テストセグメントに適格者として分類さ
れるように登録します。 

• リコメンデーションアセットから返されるアイテムを調べます。

• 問題がある場合は、開発者に問題の部分を取り除いたテストページを作成す
るように依頼してください。 

サンプルリコメンデーションアセット
Engage と Burlington Financial Extensions を合わせてインストールすると、以下の
4 つのサンプルリコメンデーションアセットもインストールされます。

• BF Frequent Visitors

• General Funds

• New High Risk Investors

• Similar Funds

これらのサンプルアセットは、ツリーの［Marketing］タブに表示されます。 これ
らのリコメンデーションは、［Marketing］タブにも表示されるサンプルセグメン
トおよびプロモーションアセットと連動して動作するように設計されています。 
これらのサンプルリコメンデーションをコンテキストとして使用すると、サイト
用のリコメンデーションアセットを作成および設定できます。

レーティングされたフレックスアセットのパブリッ
シュ

フレックスペアレントにレーティングを割り当てて、それらの関係の設定が完了
したら、アセットを配信システムにパブリッシュできるように承認する必要があ
ります。 レーティングおよび関係は、アセットがパブリッシュされた後で有効に
なります。 

アセットの承認の詳細については、第 5 章　「パブリッシュ」を参照してくだ
さい。
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第 11 章

プロモーションの作成
プロモーションは、ビジターが購入しようとしている製品やビジター属している
セグメントに基づいて、ビジターに価値や割引を提供するマーチャンダイジング
アセットです。 

この章では、プロモーションの概要とプロモーションを作成する手順について説
明します。この章は、以下の節から構成されています。

• プロモーションについて

• プロモーションの作成

• サンプルプロモーションアセット

• プロモーションのパブリッシュ
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プロモーションについて
プロモーションとは、ビジターが属しているセグメントや購入しようとしている
製品または表示した製品に基づいて、サイトのビジターや顧客に一種の価値を提
供することです。この価値は、以下のようなさまざまな方法で提供することがで
きます。

• プロモーション対象製品の購入価格を割引する。

• ショッピングカートの合計額を割引する。

• 配送料を割引する。

• 複数の割引（配送料の割引＋製品の購入価格またはショッピングカート合計
額の割引）を組み合わせる

マーケティング担当者は、以下の基準を使用してプロモーションを定義します。

• プロモーションの適格者となるセグメントメンバー。プロモーションの対象
者は、ビジター全員または選択したセグメントのビジターのみ。

• プロモーション対象製品。

• プロモーション対象製品を購入する顧客に提供する価値。

• プロモーションの期間。

• ビジターにプロモーションについて通知するサイトページに表示される文字
やグラフィック。

• 通知する場所。プロモーションは、通常リコメンデーションが表示されるラ
イブパブリックサイトページに置き換わる形で表示されます。

プロモーションおよびリコメンデーションについて

リコメンデーションアセットは、すべてのプロモーションコンテンツを配信する
メカニズムです。プロモーションアセットを作成するときには、リコメンデー
ションアセットを選択して、プロモーションを表示する場所を決定します。プロ
モーションには、リコメンデーションに割り当てられていたテンプレートが使用
され、通常リコメンデーションが表示される場所に置き換わる（上書きされる）
形で表示されます。 

そのため、Engage では、テンプレートからリコメンデーションが要求されると、
そのリコメンデーションを上書きするプロモーションが存在しないかどうかが自
動的にチェックされます。存在する場合は、プロモーションがリコメンデーショ
ンのテンプレートに返されて、テンプレートにはリコメンデーションの代わりに
プロモーションが表示されます。 

プロモーションが重複している場合

複数のプロモーションに対して同じリコメンデーションが使用される場合があり
ます。ここで、ビジター複数のプロモーションの対象者となるビジターが存在
し、それらのプロモーションには同じリコメンデーションが使用されている場合
を考えてみましょう。以下の例でわかりやすく説明します。

例プロモーションの重複

同時進行している 2 つのプロモーションがあり、同じリコメンデーションが上
書きされます。
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質問 : ビジターが「在宅勤務者」または「学生」のいずれかのセグメントに属し
ている場合、Engage はどちらのプロモーションが表示されますか。また、どち
らの割引率が適用されますか。 

回答 :Engage では、表示するプロモーションがそれぞれ 50% の確率でランダム
に選択されますが、両方の割引が適用されます。ただし、両方の割引率が適用さ
れる場合でも、プリンタ価格が 2 回割引されるということではありません。

このショッピングカートの内容を例にとってみましょう。

Engage では、割引率を適用する前に、カート内のすべてのアイテムに対してプ
ロモーション対象アイテムのリストが作成され、比較されます。

次に、各アイテムに最大割引率が適用されます。その結果、最終的な請求書で
は、印刷用紙 1 箱とトナーカートリッジは 10% 割引、プリンタは 30% 割引とな
ります（40% 割引にはなりません）。

プロモーション 1： サマークリアランスセール

割引率： ビジターのショッピングカートの
合計額から 10% 割引

対象セグメント： すべて

プロモーション 2： プリンタセール

割引： プリンタ全製品 30% 割引

対象セグメント： 1）在宅勤務者

2）学生

注

プロモーションにはセグメントレーティングはありません。プロ
モーションがセグメントに適用されるか、されないかのいずれかと
なります。

カート内のアイテム

印刷用紙 1 箱

プリンタ

トナーカートリッジ

カート内のアイテム サマークリア
ランスセール

プリンタセール

印刷用紙 1 箱 10%

プリンタ 10% 30%

トナーカートリッジ 10%
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質問：2 つのプロモーションのうち、1 つのプロモーションしか表示されていま
せんでした。このような場合、購入者は請求書の合計額について正しく理解でき
ますか。

回答：マーケティング担当者がプロモーションを適切に作成していれば、
Engage 割引フォームに割引に対する説明が入力されているはずです。請求書に
は、割引が適用されたアイテムの横にその説明が印刷されるようになってい
ます。

プロモーションの作成
プロモーションを作成する前に、以下のタスクを完了していることを確認してく
ださい。

• サイト開発者に、システム内のすべてのリコメンデーションのリストと、各
リコメンデーションが表示されるようにプログラミングされている場所を確
認します。

• 特定のセグメントに適用されるプロモーションを作成する場合は、そのセグ
メントについてもマーケティング担当者が作成する必要があります。

ステップ 1 プロモーションの名前付けと定義

1. ログインして、Content Server の標準インターフェイスを開きます。

2. ボタンバーの新規をクリックして、作成可能なアセットタイプのリストを作

業領域に表示します。

3. リストから Promotions を選択しますリストに Promotions が表示されない場合

は、プロモーションを新規作成するための適切な許可がありません。

［新規 Promotion］フォームが表示されます。

4. [ 名前 ] フィールド内をクリックして、固有でわかりやすいリコメンデーショ

ン名を入力します。スペースを含む、最大 64 文字の英数字を使用できます。
先頭には必ず文字を指定してください。

5. ［説明］フィールドに、プロモーションの簡単な説明を入力します。最大 128

文字の英数字を使用できます。

6. [ 続行 ] またはプロモーションナビゲーションバーの目標リンクをクリックし

て選択します。

目標フォームが表示されます。
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このナビゲーションバーを使用すると、プロモーションフォームの入力作業を省
略することができますが、最初のプロモーションは、必ず続行ボタンを使用する
手順で作成してください。フォームに入力された情報は、［完了］をクリックす
るまでデータベースには保存されません。

ステップ 2 プロモーションの目標の定義

プロモーションの目標について記述しておくと、他の担当者が自分の作業を確認
する場合や、プロモーション終了後にそのプロモーションの設計理由について記
録しておきたい場合に便利です。

1. 1 番目の［目標］フィールドに、目標を入力します。 

2. 必要に応じて、2 番目、3 番目の［目標］ フィールドにも目標を入力します。

3. [ 続行 ] をクリックします。

［セグメント］フォームが表示されます（ステップ 3 へ）。

ステップ 3 プロモーションの対象ビジターの定義

セグメントフォームを使用して、プロモーションの対象者となるビジターを選択
します。ここでビジターを選択しない場合は、すべてのビジターがプロモーショ
ンの対象者となります。

1. 以下のいずれかを実行します。
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- サイトのすべてのビジターにプロモーションを提供するには、［すべての
ビジターに適用］を選択します。

- プロモーションの対象者を特定のセグメントに属するビジターに限定す
るには、 選択されたセグメントに適用を選択して、プロモーションを提
供するセグメントを選択します。 

2. オプションプロモーション用に新しくセグメントを作成するには、以下の手

順を実行します。

a. フォームの右上にある矢印アイコンをクリックして、新しいブラウザ

ウィンドウを開きます。

b. 新しいウィンドウで、新しくセグメントを作成します。セグメントの作

成の詳細については、164 ページの「セグメントの作成」を参照してくだ
さい。

c. ペアレントウィンドウ（プロモーションを作成中のウィンドウ）内の

［更新］アイコンをクリックします。 

d. このセグメントをプロモーションに含めるには、このステップ 3 の最初の

手順を繰り返します。

3. [ 続行 ] をクリックします。

［割引］フォームが表示されます（ステップ 4 へ）。

ステップ 4：割引の定義
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割引を定義するには、以下のオプションを使用します。

• オプション 1 ショッピングカートの合計額に対する割引

• オプション 2 特定製品の割引

• オプション 3 配送料の割引

オプション 1 と 3、オプション 2 と 3 を組み合わせることはできますが、オプ
ション 1 と 2 を組み合わせることはできません。

オプション 1 ショッピングカートの合計額に対する割引
1. 購入の 2 番目のオプションを選択して、割引率を定義する値を設定します。

たとえば、$5 割引の場合は以下のように値を設定します。

10% 割引の場合は以下のように値を設定します。

2. ［カタログ内の全品］を選択します。

3. ［請求書または領収書に表示される購入割引の説明］テキストボックスに、

割引率の説明を入力します。このフィールドに入力された説明は、請求書ま
たは領収書の割引が適用されるアイテムの横に表示されます。ビジターが請
求書の計算方法を理解できるように説明してください。 

以下に例を示します。

4. ［続行］をクリックするか、 オプション 3 配送料の割引 に進みます。

オプション 2 特定製品の割引
1. 購入の 2 番目のオプションを選択して、割引率を定義する値を設定します。 

たとえば、$5 割引の場合は以下のように値を設定します。

注

ビジターの現在のショッピングカートの状態に基づいた割引を設定す
るには、ショッピングカートに基づいてセグメントを作成します。次
に、そのセグメントをプロモーション用に選択します。ショッピング
カートに基づいたセグメントの作成については、177 ページの「手
順 4：ショッピングカート基準によるセグメントの定義」を参照して
ください。
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10% 割引の場合は以下のように値を設定します。

2. 割引を適用する製品を選択します。

a. ［特定のプロダクトまたはプロダクトカテゴリ］を選択します。

b. ツリーで、割引を適用するフレックスアセットに対する適切なタブを選

択します。Burlington Financial サンプルサイトでは、［Product］タブです。

c. ツリーからプロダクトまたはプロダクトカテゴリをクリックして選択し

ます。複数のアセットを選択するには、Ctrl キーを押しながらクリック
するか（隣接しないアセットを選択する場合）、Shift キーを押しながらク
リックします（隣接したアセットを選択する場合）。

d. [Promotion] フォームで、[ 選択したアイテムの追加 ] をクリックします。 

ツリーがオフになっている場合は、選択したアイテムの追加ボタンの代
わりに右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップアッ
プウィンドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からアイテムを選
択できます。

選択されたフレックスアセットまたはフレックスペアレントはフォーム
上に表示されます。以下に例を示します。

3. テキストボックスに、割引率の説明を入力します。このフィールドに入力さ

れた説明は、請求書または領収書の割引が適用されるアイテムの横に表示さ
れます。ビジターが請求書の計算方法を理解できるように説明してくだ
さい。 

以下に例を示します。

4. ［続行］ をクリックするか、 オプション 3 配送料の割引 に進みます。

オプション 3 配送料の割引
購入価格の割引に加えて、または購入価格の割引の代わりに、配送料を割引する
こともできます。

1. ［配送料］の下で、割引率を定義する値を設定します。

たとえば、配送料に 15% 割引を適用する場合は以下のように値を設定し
ます。
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2. ［請求書または領収書に表示される送料割引の説明］テキストボックスに、

割引率の説明を入力します。このフィールドに入力された説明が、請求書ま
たは領収書の割引が適用されるアイテムの横に表示されます。ビジターが請
求書の計算方法を理解できるように説明してください。

以下に例を示します。

3. [ 続行 ] をクリックします。

期間フォームが表示されますステップ 5 へ。

ステップ 5 プロモーション期間の定義

プロモーションの実施期間を指定しない場合は、そのプロモーションが削除され
るまで実施されます。

1. ［期間］の下で、開始日時を設定します。

2. プロモーションを終了する日時を指定します。以下のいずれかを実行し

ます。

- プロモーションを削除するまで、または期間を変更するまで実施するに
は、削除されるまで適用を選択します。期間を限定しない継続型のプロ
モーションを設計している場合は、このオプションを使用します。この
プロモーションをキャンセルするには、削除するか、期間終了日を指定
します。

- プロモーションを、ステップ 1 で指定した開始時刻から一定期間実施す
るには、［適用対象］をクリックします。テキストボックスに整数（分
数、小数以外）を入力して、ドロップダウンフィールドから単位（時、
日、週、月、年）を選択します。

- プロモーションを指定日まで実施するには、 ［次の期限まで適用］を選
択して終了日時を指定します。デフォルトでは、現在の日付と時刻が表
示されます。

3. [ 続行 ] をクリックします。

［表示］フォームが表示されます（ステップ 6）。
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ステップ 6 サイトのプロモーションの広告

1. ツリーで、プロモーションの広告に使用するアセットに対する適切なタブを
選択します。

2. プロモーションの広告に使用するアセットの名前をクリックして選択します

通常、プロモーションバナーは、アーティクルまたはイメージとして保存さ
れています。

3.  ［選択したアイテムの追加］をクリックします。

ツリーがオフになっている場合は、選択したアイテムの追加 ボタンの代わり
に右向き矢印が表示されます。これをクリックすると、ポップアップウィン
ドウが開いて、アクティブリストおよび履歴からアイテムを選択できます。

アイテムがフォーム内のリストに表示され、各アイテム名の横にはリコメン
デーションのドロップダウンリストボックスが表示されます。以下に例を示
します。

4. 1 番目のアイテムの横にある［リコメンデーションを選択］フィールドをク

リックします。 のアイテムに置き換える（上書きする）リコメンデーション
名を選択します ステップ 3（このリコメンデーションによって、ステップ 3
で選択したテキストを表示する場所が提供されます）。 以下に例を示します。

注

複数のアセットを選択することができます Ctrl キーまたは Shift キー
を押しながらクリックします。複数のアセットを選択した場合、プロ
モーションがサイトページに表示されるときに、ビジターが属するセ
グメントに対して最高のレーティングを持つコンテンツが表示されま
す。つまり、このプロモーションを複数のセグメントに対して使用し
ている場合は、セグメント固有の広告バナーをプロモーション用に使
用することができます。
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5. ステップ 3 で選択した各アイテムに対して、ステップ 4 を繰り返します。

6. ［完了］をクリックします。 

［調査］フォームが表示され、プロモーションに関する概要リストが表示さ
れます。

サンプルプロモーションアセット
Engage と Burlington Financial Extensions インストールすると、High Risk Discount
というサンプルプロモーションアセットもインストールされ、ツリーの

［Marketing］タブに表示されます。このプロモーションは、［Marketing］タブに
も表示されるサンプルセグメントおよびリコメンデーションアセットと連動して
動作するよう設計されています。このサンプルプロモーションをテンプレートと
して使用すると、サイト用のプロモーションアセットを作成できます。

プロモーションのパブリッシュ
プロモーションを作成したら、プロモーションを配信システムにパブリッシュで
きるように承認する必要があります。プロモーションはパブリッシュされた後で
有効になります。パブリッシュを承認する前には、必ずプロモーションが正しく
設定されていることを検証するための調査または確認を行ってください。 

アセットの承認の詳細については、第 5 章　「パブリッシュ」を参照してくだ
さい。
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付録
この部は、以下の付録から構成されています。

• 付録 A　「フレックスアセットモデル」
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付録 A

フレックスアセットモデル
コンテンツプロバイダは、フレックスアセットモデルについてすべてを理解する
必要はありません。 この付録では、このデータモデルやコントラクタプロバイダ
とフレックスアセットモデルの関連性についての基本的な概念を説明します。

この付録は、以下の節から構成されています。

• フレックスアセットモデルの概要

• フレックスアセットの機能
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フレックスアセットモデルの概要
第 1 章　「概要」でも説明されているように、Content Server 開発者は、ベー
シックアセットモデルとフレックスアセットモデルの 2 種類のアセットデータ
モデルを使用して、アセットタイプを作成したり、アセットデータを Content 
Server データベースに保存する方法を定義します。

フレックスアセットモデルは、ベーシックアセットモデルよりデータ構造が複雑
です。 ベーシックアセットでは、アセットのインスタンス情報は 1 つのデータ
ベーステーブルに保存されますが、フレックスアセットでは、フレックスアセッ
トのインスタンス情報は複数のデータベーステーブルに保存されます。

基本アセットタイプがスタンドアロンアセットタイプであるのに対し、フレック
スアセットタイプは複数のアセットタイプのファミリーから構成されます。 フ
レックスファミリーの構成メンバー：

• フレックス属性タイプ（必須）

• フレックスアセットタイプ（必須）

• フレックス定義（必須）

• フレックスペアレント（必須）

• フレックスペアレント定義（必須）

• フレックスフィルタタイプ（必須）

フレックスファミリーのメンバーはアセット継承ツリーを構成して、子アセット
にペアレントアセットからさまざまな属性が継承されます。

コンテンツプロバイダが直接作業することになるフレックスファミリーのメン
バーは、 主に主要メンバーであるフレックスアセットとなります（他のメンバー
はすべて何らかの形でフレックスアセットに関与しています）。 適切な権限があ
る場合は、フレックスアセットの特性であるフレックス属性を新しく作成するこ
とになる可能性もあります。

フレックスアセットモデルについては、『Content Server Developer's Guide』を参
照してください。

フレックスアセットの機能
コンテンツプロバイダの業務内容のほとんどは、フレックスアセットであっても
ベーシックアセットであっても同じことが多いため、これらのアセットタイプの
厳密な区別は重要ではありません。 ただし、作業内容によっては、フレックスア
セットに特有な機能を使用することもあります。

注

この機能にアクセスできるかどうかは、Content Server 管理者か
ら与えられたロールと許可によって決まります。
Content Server 6.2 ユーザーズガイド



付録 A  フレックスアセットモデル

フレックスアセットの機能
229
Engage の使用

Engage は、ベーシックアセットとフレックスアセットのどちらでも使用できま
すが、 フレックスアセットで使用する場合の方がより多くの Engage 機能を使用
できます。

• セグメントに対するレーティングができるのは、フレックスアセットとフ
レックスペアレントのみです。 ベーシックアセットのレーティングはできま
せん。 アセットのレーティングの詳細は、183 ページの「レーティングおよ
び確信度について」を参照してください。

• 関連アイテムリコメンデーションはフレックスアセットに対してのみ作成で
きます。 関連アイテムリコメンデーションの詳細は、191 ページの「関連ア
イテム」と 209 ページの「フレックスアセットの関係の設定」を参照してく
ださい。

• リコメンデーションアセットのソート順を設定するときは、ソートオプショ
ンとして使用できるのは、フレックス属性のみです（ベーシック属性は不
可）。 詳細は、187 ページの「ソートオプション」を参照してください。

アセットの検索

• 特定の属性を検索できるのは、フレックスアセットのみです。 詳細は、76
ページの「特定の属性の検索」を参照してください。

新しいアセットの作成

• 新しくフレックスアセットを作成する場合、その新しいアセットのペアレン
ト（1 つまたは複数）を選択するためのフィールド（コンテンツ入力フォー
ム）が表示されることがあります。 

- アセットタイプがどのように設定されているかによって、このフィール
ドは必須またはオプションとなります。 

- ペアレント選択フィールドの横に(S)または(M)が表示されます。 (S)が表示
されている場合は、1 つのペアレントのみ選択できます。このフィール
ドが必須の場合は、ペアレントを 1 つ選択してから、新しく作成したア
セットを保存します。 (M) が表示されている場合は、複数のペアレントを
選択できます。このフィールドが必須の場合は、ペアレントを 1 つ以上
選択してから、新しく作成したアセットを保存します。

- 開発者によって導入されたデザインによって、ペアレントの選択は選択
ボックスまたはツリーを使用します。 

• 適切な許可がある場合は、新しくフレックス属性を作成することになる可能
性があります。 フレックス属性に名前を付ける場合、名前にはスペースを含
めることはできません。
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